
教会学校教案誌
2011.7.8.9月号

ぷ
ペ下¥可r<J ¥¥J 

'.、匂勺ー

あなたが1ミボイさじてネ斤り求める毛のな5、

何で、毛与がれます。 マタイユl章12静

必'

ベ-:J fγよ手-下7、へcU-¥ 
J 

G 

にこ〉
'\\.\也~þ

't~〆K 竺Jツ3 

ベヌ 、かザノ

NO.42 命

日本キリスト改革派教会
。メ 中部中会日曜学校委員会



─ 1 ─

2011年度カリキュラム（2011年7～9月分）
─救済史に基づく二年サイクルカリキュラムの一年目─

月　日
教会暦・行事

主　　題 聖 書 箇 所 暗 唱 聖 句

　　単 元 の 目 標

7月3日
ダビデの召命 サムエル上16章 サムエル上16:7

主は目に映ることをご覧になるのではない。見えないものに目を注ごう

7月10日
ダビデとゴリアト サムエル上17章 サムエル上17:47

ダビデはただ主なる神に依り頼んで勝利した。主に依り頼む心をはぐくもう

7月17日
ダビデとヨナタン サムエル上20章 サムエル上20:42

友情、信仰のきずなに結ばれた友だちが与えられることを求めよう

7月24日
ダビデへの契約 サムエル下7章 サムエル下7:11,12

主は神殿建築を願うダビデを祝福し、契約を結ばれた。契約の真実を喜ぼう

7月31日
（平和主日）

平和があるように 詩編122編 詩編122:8

平和の土台はキリストにある。与えられた神の平和を人々と分かちあおう

8月7日
逃げ出したヨナ ヨナ1章 詩編139:7

神の御心である救いの恵みは世界に及ぶ。主なる神の御心に喜んで従おう

8月14日
魚の腹の中のヨナ ヨナ2章 ヨナ2:10後半

ヨナの祈り。不従順な者を赦し、立ち上がらせてくださる神をほめたたえよう

8月21日
ニネベで宣べ伝えるヨナ ヨナ3章 ローマ9:15

主なる神は悔い改めを喜ばれる。罪人を赦してくださる神をほめたたえよう

8月28日
とうごまの木とヨナ ヨナ4章 マタイ18:14

すべての人を愛して惜しむ神の愛を知って、悔い改めの愛に生きよう

9月4日
ソロモンの知恵 列王上3:4-15 箴言9:10

真実の知恵は神のもの。善と悪を判断する知恵、聞き分ける心を祈り求めよう

9月11日
ソロモンの偶像礼拝 列王上11:1-13 列王上11:6

神からの知恵を捨て、偶像礼拝を行ったソロモン。神の怒りを心に刻もう

9月18日
バアルと対決するエリヤ 列王上18:16-45 列王上17:1後半

バアルとたたかうエリヤ。主こそまことの神であることを知ろう

9月25日
バビロン捕囚 歴代下36:11-23 ローマ11:22前半

愛する民をうたねばならない神の痛み。歴史を支配しておられる神を畏れよう
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〈聖書学校のお話から考える説教の基本〉

　聖書学校のお話は、子どもへの語りかけです。

分かり易く、届く言葉で語らねばなりません。

しかし、それは、難しいことを噛み砕いて語る

という言葉の作業で完結するものではありませ

ん。語りたいことを分かり易く話します。つま

り、語りたいことがないと、どのように言葉を

整えても何も伝わりません。

　このなかで、まず、聖書を読むことが土台と

なります。個人的に語りたいことではなく、聖

書から示された語りたいことです。次に、神様

からの委託があります。神様のメッセージを神

様から託されて子どもに届けるという使命感で

す。そして、それを、いやいやではなく、義務

でもなく、まさに、自分が語りたいこととして

語らねばなりません。聖書を読んで、神様が子

どもに伝えるように託してくださったという確

信をもって、かつ、話したいという熱い思いか

ら紡がれる言葉です。

　その際、子どもに届けるメッセージですが、

そのメッセージは必ず自分に必要な語りかけで

す。自分が感激し、自分が悔い改めに導かれ、

自分が励まされたメッセージです。このような

自分の御言葉体験が、説教準備において、決定

的な重要性を担っています。自分は学ぶことが

何もなかったが、子どもには必要であろうとい

うような姿勢は、本当に御言葉に触れたなら、

あり得ないはずです。もちろん、子どもと大人

は違うのですが、語る者が御言葉に捕らえられ

ており、新たに養われたことのみが、子どもに

伝わっていきます。

　そのうえで、どう届けるかという課題と向き

合います。リジョイスの編集会議を月一回行っ

ています。そこでは、「いのちのパン」の校正

も行います。最近、小学校教師を定年された婦

人が助言者として加わってくださいました。自

分が知っていると思っていた言葉が、子どもに

は難しかったり、子どもが知っていても、その

言葉では聖書の意味内容を伝えられなかった

り、その方の助言から教えられることが多くあ

ります。また、リジョイス編集会議に若い人に

も加わってもらったのですが、こちらが問題と

して熱く語りたいことが、若い人には全くの関

心外であることにも気付かされました。

　子どもが何を考え、何に悩み、何を問題とし

ているかを知らないと、語れないことになりま

す。その意味では、聖書学校の先生方に自信を

もっていただいてもよいかと存じます。どんな

に立派な教材があっても、子どもと共にいる教

師が目の前の子どものために語り直す作業なし

に、そのまま使われることはあり得ません。聖

書の語りかけを自分で聞いたなら、教材から離

れて自由に語ることも許されています。

　4月となり、聖書学校も新しい歩みを始めて

います。先生方のために、お祈りください。ま

た、ここで語ってきた子どもへの説教は、まさ

に説教の基本であり、大人への説教にすべて当

てはまります。とくに、東日本大震災後は、人

びとの感性に変化が生じています。この現状を

直視して、ここで通用する言葉を祈り求めねば

なりません。	 （教育機関紙委員会委員長）

ま	え	が	き
岩崎　謙（神港教会牧師）
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終わりの日に

主の神殿の山は、山々の頭として堅く立ち

どの峰よりも高くそびえる。

もろもろの民は大河のようにそこに向かい

多くの国々が来て言う。

「主の山に登り、ヤコブの神の家に行こう。

主はわたしたちに道を示される。

わたしたちはその道を歩もう」と。

主の教えはシオンから

御言葉はエルサレムから出る。

主は多くの民の争いを裁き

はるか遠くまでも、強い国々を戒められる。

彼らは剣を打ち直して鋤とし

槍を打ち直して鎌とする。

国は国に向かって剣を上げず

もはや戦うことを学ばない。

人はそれぞれ自分のぶどうの木の下

いちじくの木の下に座り

脅かすものは何もないと

万軍の主の口が語られた。

どの民もおのおの、自分の神の名によって歩む。

我々は、とこしえに

我らの神、主の御名によって歩む。

その日が来れば、と主は言われる。

わたしは足の萎えた者を集め

追いやられた者を呼び寄せる。

わたしは彼らを災いに遭わせた。

しかし、わたしは足の萎えた者を

残りの民としていたわり

遠く連れ去られた者を強い国とする。

シオンの山で、今よりとこしえに

巻頭説教

「主の神殿の山に向かう大河の中で」
～ミカ書4章1～8節による説教～

大西良嗣（滋賀摂理伝道所宣教教師）
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【序】

　ここで告げられている「終わりの日」の様子

は、映像に直すならば、どれほど素晴らしく、

印象深いものであろうかと思わされます。映画

を作ったならば、素晴らしい映像美が期待でき

るだろうと思います。

【1】

　主の神殿の山が、どの峰よりも高くそびえて

います。ヒマラヤのような山脈が目に浮かびま

す。その中でも、ぬきんでて高い山が、主の神

殿のある山です。

　実際のエルサレムは、それほど高い山ではあ

りません。しかし、ここで言われている山々は、

世界の国々で祭られる神々を礼拝する場所を象

徴しています。主は、それらの神々をはるかに

超えて、まことに力のある方です。「山々の頭

として」そびえる様子は、主こそが、全世界を

造り、治められる神であられることをよく表し

ています。

　そこに、大河が流れていきます。上空から見

ると、乾いた荒れ野を流れる大きな川の流れの

ように見えるのでしょう。

　普通、川の水は、上から下に流れるわけです

が、この川は違います。下から上へ、主の神殿

に向かって流れています。

　カメラが近づくと、そこに流れているのは水

ではなくて、「もろもろの民」であることが分

かります。「あらゆる国民、種族、民族、言葉

の違う民の中から集まった、数えきれないほど

の大群衆」です。この表現は、黙示録7章の言

葉ですが、黙示録では、この大群衆が「白い衣

を身に着けて、手になつめやしの枝を」持って

います。ミカ書の「もろもろの民」も、同じよ

うな様子であるのかもしれません。そうだとす

ると、彼らが形作っている大河は、白い衣によっ

て、太陽の光をはじき返す、輝かしい流れとなっ

ていることでしょう。

　水のざわめきのように聞こえていた音は、近

づいてみると、「もろもろの民」「多くの国々」

の民が語っている言葉であることが分かりま

す。彼らが語る言葉はこうです。

　「主の山に登り、ヤコブの神の家に行こう。

　主はわたしたちに道を示される。わたしたち

はその道を歩もう。」

　彼らは、目的なく行列をなしているのではあ

りません。「主の山」に向かっています。「ヤコ

ブ」つまり、主の民イスラエルの家、エルサレ

ムの神殿に向かっています。そこに向かう目的

は、主が示される「道」を聞き、その「道を歩

もう」ということです。

　その「道」が、2節の終わり2行で言い換え

られます。主の道とは、「主の教え」であり、「御

言葉」です。彼らは、主の御言葉に聞くために、

主の神殿へと向かっているのです。

　ここで突然、カメラは鍛冶屋の風景を映し出

します。もはや必要のなくなった剣や槍を、ご

うごうと音を立てる高温の炉で熱して、打ち直

し、鋤や鎌を作ります。武器をつぶして、農機

具を作っていきます。主の教えに国々が従う時、

もはや武器は必要なくなります。

　全世界の支配者であり、裁く権限を持つ方が、

「はるか遠くまでも」地の果てに至るまでの国々

を裁かれます。それによって、主の御言葉のと

おりに、主の正義が実現されることになります。

主が彼らの上に王となられる。

羊の群れを見張る塔よ、娘シオンの砦よ

かつてあった主権が、娘エルサレムの王権が

お前のもとに再び返って来る。

　　　　　　　　　　　　　　（ミカ書 4章1～8節）
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それは、もはや武器を必要としない、究極の平

和です。もはや「戦い」を学ぶ必要さえなくな

ります。

　4節には、その平和のゆえに、ぶどうや、い

ちじくといった収穫を、脅かされることなく楽

しむことができる様子が記されています。

【2】

　6節は、再び、「その日が来れば」と言って、「そ

の日」終わりの日のことを語り始めます。

　この箇所で興味深いのは、「足の萎えた者」

が集められるということです。

　レビ記21章にこのように記されています。

　「アロンに告げなさい。あなたの子孫の内で、

障害のある者は、代々にわたって、神に食物を

ささげる務めをしてはならない。だれでも、障

害のある者、すなわち、目や足の不自由な者、

鼻に欠陥のある者、手足の不釣合の者、手足の

折れた者、背中にこぶのある者、目が弱く欠陥

のある者、できものや疥癬のある者、睾丸のつ

ぶれた者など、祭司アロンの子孫の内で、以上

の障害のある者はだれでも、主に燃やしてささ

げる献げ者の務めをしてはならない。……ただ

し、彼には障害があるから、垂れ幕の前に進み

出たり、祭壇に近づいたりして、わたしの聖所

を汚してはならない。わたしが、それらを聖別

した主だからである。」

　レビ記においては、障害がある者は、祭司と

して、礼拝をつかさどることが許されていませ

んでした。障害のある者が、主の幕屋の垂れ幕

や、主の祭壇に近づくと、「聖所が汚れる」と、

主は言われていたわけです。

　ところが、今日の箇所では、そのような「障

害のある者」「足の萎えた者」をわざわざ「集

める」と書いてあるのです。

　しかも、7節には、「足の萎えた者を残りの

民としていたわる」と書かれています。そのよ

うな特別な取り計らいを受けて、「遠く追いや

られていた者」と共に、「強い国」主に仕える

民の国、主の王国の民とされるのです。「主が

彼らの上に王となられ」ます。

【3】

　新約聖書を持つ、私たちクリスチャンは、こ

こに記された「終わりの日」の出来事が、イエ

ス・キリストが世に来られることによって実現

したことを知っています。

　「足の萎えた者」など、障害を持つ者、病の

者は、イエス様の特別な「いたわり」を受けて、

癒しを与えられました。彼らは、そのような癒

しを体験することを通して、特別な「いたわり」

をもって、イエス様という王の民となるように

招かれました。

　イエス様は、ご自身こそが「道」であられる

と語られました。また、ヨハネ福音書は、イエ

ス様を「言」であると、語っています。

　イエス・キリストのことを、使徒たちが宣べ

伝え、ユダヤ人ばかりでなく、ギリシャ人も、

そして「もろもろの民」「多くの国々」が、道

であり、言であられるイエス様のことを聞くよ

うになりました。

　「主の山に登り」、主が示される道（イエス・

キリスト）を知り、キリストに結ばれた歩みを

なし、主の教え、主の御言葉、キリストの福音

を聞く者たちが、世界中から、大河のように主

のもとに押し寄せる時代に、今や至っています。

　「終わりの日」は、イエス様によって、すで

に始められました。世界宣教の進展を見るなら

ば、「終わりの日」の完成に向けて、主が確実

に働いていらっしゃることを理解することがで

きます。

　100年前、ラテン・アメリカの福音主義クリ

スチャンの数は10万人に満たなかったそうで

す。現在は、1億5000万人以上の福音主義クリ

スチャンがラテン・アメリカにいると言われま

す。

　100年前、アフリカにいる福音主義クリス

チャンの数は、160万人程度でした。現在、1
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億7500万人以上の福音主義クリスチャンがい

ます。

　100年前、アジアと太平洋地域にいた福音主

義クリスチャンは、約400万人でした。現在、

2億人以上の福音主義クリスチャンが、アジア

と太平洋地域にいます。

　全世界で、6億5000万人以上の福音主義クリ

スチャンが、イエス・キリストを礼拝していま

す。その内、80％以上が、アジア、アフリカ、

ラテン・アメリカにいます。もはや、キリスト

教は、ヨーロッパの宗教ではなくなりました。

文字通り「もろもろの民」「多くの国々」の民

によって、キリストの福音が聞かれています。

【結】

　日本のクリスチャン、日曜学校の教師たちは、

自分たちの目の前にあることだけを見ていると

危険です。主の御言葉のリアリティーを感じる

ことができません。日曜学校がふるわない実情

だけを見ると、改革派教会はもうダメなのでは

ないかとか、ほそぼそと死に行く教会の延命策

として伝道をしているかのように感じてしまい

ます。

　主が「終わりの日」の完成に向けて、着実に

ご計画を実行されていることを見失ってはなり

ません。私たちは、確実に、「主の神殿の山」

に向かう大河の中にいます。どの峰よりも高く

そびえる「主の山」へと向かう大河「あらゆる

国民、種族、民族、言葉の違う民の中から集まっ

た、数えきれないほどの大群衆」の一員として、

進んでいます。

　イエス様が再び来られる時には、「終わりの

日」が確実に完成します。私たちは、イエス様

の民として、イエス様と共に、その完成に向け

て歩んでいます。しかも、全世界の主の民と共

に、キリストにおいて一つにされて、完成に向

けて歩んでいます。

　日曜学校の教師であるということは、「もろ

もろの民」の大河の中から、高くそびえる「主

の山」を指差すようなことです。そのような働

きへと召された幸いを感謝しましょう。あそこ

に主がおられる、そこに向かおうと、身を乗り

出して主を指し示す、そのような働き人であり

たいと願います。

【祈り】

主よ、

　私たちを、あなたの山に向かう者として、そ

の大河の中に加えてくださり、ありがとうござ

います。イエス様が、ここに記されたような、

素晴らしい「終わりの日」に向けて、着実にご

計画を進めてくださっていることをも感謝いた

します。

　日曜学校の教師たちは、特にイエス・キリス

トを指し示すことに召された者たちです。どう

ぞ、私たちの目を開き、霊の視野を広げて、あ

なたの力強い御業を仰ぎ見させてください。あ

なたの力強いご計画の中にあることに励ましを

受け、それぞれに与えられた務めに、喜んで力

を発揮することができるように、憂いを取り

払ってください。

　再び来て「終わりの日」を完成してくださる

主イエス・キリストのお名前で祈ります。アー

メン。

（この説教は神学校チャペルで行ったものを教

案誌のために直したものです。）
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1. 幼稚園の成立ちと経緯

　四日市の軽便鉄道赤堀駅の低いプラットホー

ムの目の前に、白亜の瀟洒な教会が見えていた

のが1960年頃でした。

　牧師諏訪武臣先生が山から解体して運んで建

てた教会堂を更に、ここ松本へ、市街地から5

キロ程離れた郊外へ越したのは、それなりの理

由があったのです。深い意図はわかりませんが、

これからは幼児教育が重要視される、幼子をイ

エスさまの元へ導こう、というお考えもあった

に相違ありません。

　駅前の4、5軒の家の周りは、当時は蛙が鳴

き騒ぐ田んぼがあり、春は菜の花が咲き乱れる

畑が山裾まで拡がっていました。そのような中、

地域の方々の要望もあって信者の子供と地域の

子ども14、5人を集めて親族の方を園長に据え

幼児園が始まりました。1963年10月のことで

す。周辺にはそれらしい施設もなく、子どもた

ちは増えていきました。

　狭くなると教室を継ぎ足して受入ました。創

設のご無理があって病を得られた諏訪先生は、

暫くの療養ののち、那加教会へ転任されまし

た。1965年無牧の教会へ津島教会と兼牧で岩

崎洋司牧師が来られ園長も兼任。その後斉藤

為吉牧師が上野緑ヶ丘教会と兼牧、園長兼任。

1970年頃は園児100名を越すようになっていま

した。しかし、無認可のため県の指導もあって

1971年、斉藤園長の決断で学校法人化をしま

したが、これは大変なことだったのが後で判明

いたします（廃園すれば国へ帰属する）。

　その頃、周辺にマンモス園が設立され、園児

が毎年10名ずつ減って全園児数も25名となっ

日曜学校・教会学校訪問

まきば幼稚園の紹介
～まきば幼稚園の目指すもの～

藤澤徳治（まきば幼稚園理事長・園長）

赤堀の教会堂

ています。

　中根汎信牧師（園長）の英断で一斉保育から

自由保育へ、聖和女子大学（当時）出身の S先

生を呼び寄せ、他園にない保育をいたしました。

自由保育の取入れによって、父母たちにもその

保育の好さが徐々に認められ園児数も増加しつ

つありました。中根汎信牧師（園長）から金田

幸男牧師（園長）へ移り変わる頃でした。

　今のまきば幼稚園の礎は、この時築かれたの

です。

現在の幼稚園園舎
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　教会建物は100年余を経て老朽化がひどくな

り危険が問われるようになりました。この時、

教会／園舎を改築する話がでてきましたが、資

金も充分あったわけではありません。教会／幼

稚園の建設を巡って教会内部が揺れ動き、大変

な試練を受けることになります。その時、筆者

が事務長として出向し、何とか教会／幼稚園を

建てようという気運が盛上って参りました。金

田牧師の大勇断で県や市の援助も受け、各教会

の寄付／園債も仰ぎ、二階を教会（幼稚園遊

戯室）一階を園舎、事務室に設計されました。

新園舎は収容定員80名として出発しましたが、

創設30周年（1994年）に3歳児用の別棟を建て

定員105名となります。横の畑を購入して1993

年園庭を広げ、金田先生が関西へ転任されたの

を機会に牧師／理事長／園長を一人で兼務する

ことの重責を考え各理事が分担することになり

ました。丁度、K 学院を退職された熊崎千尋理

事を園長に、筆者が理事長を兼務する組織に変

更いたしました。その後、女性園長の時に園児

を収容しきれなくなり、又もっとよい環境を求

める必要もあって2006年隣地を求め翌年木造

の新園舎（300坪）を建てると共に収容定員は

145名となります。20年経た旧園舎は名実とも

に教会に帰り、宗教／学校法人の分離が確立い

たしました。

　このことは多くの信徒また卒園生、保護者の

祈りと援助があったことを憶えねばなりませ

ん。与えられた数々は全て「主は備え給う」こ

との表れでした。主は誉むべきかな。

2. まきば幼稚園園則

　園則の第1章第1条には、次の文言が記され

ています。

　「この幼稚園は聖書の教えに基づき清潔な宗

教的環境の中で、心身の健全な発育をはかり、

よい習慣をつけ、学校教育法第77条および第

78条に従って幼児を保育し、人を愛し、真理

を尊び誠実で善良な人格の基礎を築くことを目

的とする。」上記に基づいて私達はまきば幼稚

園の保育の基本としていますが、自由保育とい

う言葉は書いてありません。それ専門の教科書

すらないのです。

　しかし、その特質は教師が子どもを指導指揮

してやらせるのではなく、子ども自らが行動を

起こして作業や遊びに取組む保育です。それだ

けに教師の見識と知恵が必要とされ環境設定に

心を配らなければなりません。

　月一回の教師会では長谷川潤牧師に聖書とキ

リスト教の理解と信仰へのお話をしていただい

ています。教師も求道者の気持ちを共有して保

育にあたるためです。また毎週月曜日、園児た

ちはイエス様のお話しを楽しみにしています。

長谷川先生の笑顔と話術の賜物です。

　教師は、子どもたちに自分からいろいろと遊

びの企画や創造力、想像力をかきたててゆく能

力を発揮できるように、助言や子どもたち同志

のコミュニケーションを計るようにしなければ

なりません。そのために教師会に於いて年間行

事計画を立てる中で、主題に沿って何が必要か、

どういう流れ、つながりを持ってゆくのかを図

ることが非常に大切になります。教師会はいつ

も侃侃諤諤の議論が交わされ熱気が溢れていま

す。それだけ保育への情熱、子どもを愛する思

いが教師たちを満たしているのです。

3. 幼稚園の日々の保育

　午前8:00、保育の前に朝礼をいたします。

宗教主事である長谷川潤牧師から『リジョイス

(Rejoice)』の〈いのちのパン〉より聖書を学び、

その日の祈りを捧げます。一日は祈りをもって

始めるのです。その後、手分して動物たちのエ

サやりと園庭等の清掃をいたします。

　園児の登園は9:00～9:20の決まりです。送

迎バスは2台ありますが、近所の子は自転車や

徒歩で通園します。

　保育の始まりは、園カバンの中から色々なも

のを取出すことから始まります。自分のことは
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自分でするのです。朝の集いがあって神様に今

日一日のお恵みとお守りを祈ります。合わせて

世界中の子どもたちのために祈ります。部屋に

よっていろんな子どもさんびかが歌われます。

又、昨日の出来事やお友達の消息を話し合いま

す。病気で休んでいる子のために早く元気にな

るように祈ります。

　9:45、朝の自由活動の時間です。昨日からの

つづきの工作や大型積木のお家を建てる子、女

の子はママゴト遊び、粘土、お絵かき等、思い

思いの遊びを展開するのです。年齢差によって

遊び方も変わってきます。先生から教えられた

通りではなく教材屋さんからのものでもなく、

自分がやりたいことを自分が考えて創作する。

時に友達と力を合わせてする遊びや工作もあり

ます。ティッシュの空き箱、牛乳パック、ペッ

トボトル等々を利用しての創造力、表現力、協

調性が養われるひとときです。お片付けをして、

11:40～、昼食です。火・木・金はお家からの

お弁当を、月曜日は自然工房のパン給食、水曜

日はおにぎりと具沢山のお味噌汁、作ってくだ

さるお母さんの顔が見えるお昼時です。食事が

済んだあとは、絵本をみたり、お話を聞いたり

して過ごします。

　13:00、雨降り以外は、楽しい外遊びの時間

です。2000年に作られた森と小川の中に浸り

ます。他の幼稚園にある大型遊具はありません。

僅かに東屋（マキバハウス）の脇につけられた

滑り台とジャングルジム、大鼓橋がある位です。

子どもたちは様々な道具を用いて川遊びをしま

す。樋、巧技台、板類、時に園庭は水でビタビ

タ。夏はその中でどろんこ大会。心を開放し体

を使って自由自在に遊ぶ子らを天の神様が見守

られます。

　周辺の木々も影を作ってくれたり、木登りを

提供します。秋は枯葉、落葉の中であたたかく

寝たりします。心も体も満足した子どもたちは、

2:20、降園を迎えます。その前に終りの会で今

日一日の恵みを感謝します。まきば幼稚園は取

立てて数字や国語を教えませんが、本を読むこ

とや遊びの中でルールや人間関係の基本を学ん

でいきます。何よりもコミュニケーションを大

切にしています。保育の場で、多くの時間を割

いています。

　幼稚園の年間行事計画の中で例年の定期的な

行事（入園・卒園式・クリスマス等）は、最も

ふさわしい日を勘案して決められます。又、父

母の会との連携も大切になっています。プレイ

デー（運動会）やバザー、講演会等は父母の会

の協力なしでは行えません。

　特にバザーは現在一大イベントで全園児のお

母さん方が一致協力しての行事です。夏前から

準備が始まり、秋の終り頃全家庭が参加します。

色々な班を作って自主的に、又自由に参加しま

す。特技のある方から教えられたり、また教え

たりして、それは賑やかです。〈まきば〉ほど

日常父母の方の出入りが盛んなところはないで

しょう。ほとんど毎日、父母室（専用）が開い

てますし、話し合う姿が見られます。「お母さ

んも楽しい幼稚園」はこうして育っていきまし

た。

　バザーは幼稚園が貧しいのを見て始められて

40数年経ちますが年々盛んとなり、近隣の人

を入れると1,000名程が来てくださいます。ほ

とんど父母の会の手作り品ですから人気がある

のです。ゲームコーナーでは教師たちも手伝っ

て子どもと一緒に遊びます。

　数年前から鈴鹿連峰の麓の休耕田をお借りし

て子どもたちで米作りを始めています。種まき、

田植え、稲刈り、脱穀、そして収穫したお米を

土間の竈で炊いてみんなでいただきます。イモ

掘りも土を耕し苗植えイモ掘りと用意されたも

のではなく、それらのプロセスを大切にして子

どもたちは汗を流すことの尊さ、収穫の喜びを

味わうことを学びます。
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4. 仲間とのつながり

　幼稚園は一園一園はほとんど小さな群れで

す。私立は公立と違って、全部自前でやらねば

なりません。国と市からの補助はありますが、

小さな園は苦しい経営を強いられます。

　団体として全国の私立幼稚園協会の下に県・

市の組織があって各々がお互いに競い合い助け

合っています。市、県の当局へ補助の交渉も続

けます。そのための役員は順番にまわってきま

すので、その方にも力を注がねばなりません。

　それとは別にキリスト教の保育連盟があって

近い存在として神さまに連なる仲間がありま

す。残念なことに20年程前から教会に属する

幼稚園の休園・廃園は増え、現在およそ3/4に

減少しました。原因は色々ありましょうが以前

ほど幼稚園経営は易しくない、ということです。

　父母の方々の学歴、考え方が昔と異なり、情

報社会の今日、四方にアンテナを張り、粗相の

無いように運営し、しかも自らの立場を守り堅

持していくことは容易ではありません。更に幼

保一体化、認定こども園、こども園構想が重なっ

て、この先の困難さを浮き彫りにしています。

これから、幼保の再編成の時代が来るやも知れ

ません。

5. おわりに

　40数年を〈まきば幼稚園〉に関ってきて思

うことは、時代は変わっても、子どもは変わら

ないということです。各時代でまきば幼稚園の

スローガンも変化しました。

　「豊かに感じ／豊かに考え／豊かに労し／豊

かに感謝するこどもに！」

　このスローガンに長い間幼稚園は活かされて

きました。

　又、「いのちといのちの繋がりの中で生きる

喜びを子ども達へ」。いま社会不安、学校崩壊

の中で自ら命を絶つ子どもたちが多くいます。

神様が創ってくださった尊い命を大切にすると

ともに、わたしたちは多くの命を戴いて生きて

います。その命に感謝して源である創造のみ業

を思い、生かされている喜びをもっと子どもた

ちに伝えていく使命が私達にあります。

　ロバート・フルガムは「人生に必要な知恵は

すべて幼稚園（日曜学校）の砂場で学んだ」と

言っています。

　まきば幼稚園が園児たちを、神の恵みと憐れ

みを受けつつ、この言葉どおりの役目を目指し、

果たすことを祈り求めています。

　2014年に〈まきば〉は創設50年を迎えます。

	 （四日市教会会員）
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序─説教の作法も演述も、説教者それぞれの

　　説教観によって決まる。

(1) 説教作法を共に学ぶ。これが今回の研修課

題である。講師の役目を与えられた時、すぐに

思い浮かんだのは、説教者として訓練を受けて

いた頃の先輩からいただいた言葉だった。「説

教は、説教者の持つ説教観によって、作り方も

語り方も決まるものだ。」その言葉から伝わっ

てきたのは、「お前はお前なりの説教観を磨き

続けよ。説教とは何なのか、探求し続けよ。そ

れが生涯かけての説教者の務めなのだ。」とい

う後輩へのメッセージだった。それが私の座右

の銘となっている。説教の作法も演述も、説教

者それぞれの説教観によって決まる。そう考え

る者が、説教作法を共に学ぶとすれば、必然的

にケーススタディー（事例研究）とならざるを

得ない。

(2) 当委員会が実施したアンケート「礼拝と分

級」の結果を拝見し、児童説教をするにあたっ

て学びの必要を感じている CS 教師が大勢いる

こと、「子どもたち向けの説教の作り方」「子

どもたちへの説教の語り方」について多くの関

心が寄せられたことに、奉仕仲間の一人として

励まされる。作り方と語り方とを切り離さない

で、両方を学ぼうとされる同僚たちに共感を覚

える。説教を「作る」営みは「語り」に備える

こと、説教を「語る」営みは「作り」に支えら

れてなすこと。そして、これらの営みを決定づ

けるもの、大前提となるものがある。それは「聴

く」営みに他ならない。今回はそこに焦点を絞っ

て、ご一緒に学んでゆきたい。

(3) ここで一つ問題を提起したい。説教を作る

営み・語る営みにおいて、「子供向け」「大人向

け」の区別が起こってくる事実を否定しない。

それでは、聴く営みにおいて、そのような区別

はあるのだろうか。聖書にある神の言葉を聴く

ことにおいて、「子供向けの聴き方」「大人向け

の聴き方」という区別は存在するのだろうか。

あなたはどうお答えになるか。私はこう答えた

い。聴く営みにおいて、子供向けと大人向けの

区別が存在するとは考えない。これには、今回

の講師の説教観が深く関わっている。「聖書か

ら御言葉を聴く」とは、具体的にどんな営みな

のか。その一つの事例を提示したいのである。

結果的にそれは、一つの「説教観」を提示する

ことになる。それをひとことで表わすなら、「説

教とは預言である」「説教者は預言者である」

ということに尽きる。（参考／ウ小教理23～

24、88～90）（参照／エレ14:14、23:16～17）

Ⅰ─説教者はまず、

　　「主が語られることを聴き取る」

　　このことに献身した預言者である。

１. サムエルが祭司見習として成長し、預言者

へと献身してゆく姿に、自分を重ねよう。

(1) 神の言葉を聴く営みにおいては、大人も子

供も区別はない。その具体例を、サムエルに見

る。母ハンナは、第一子サムエルとともに、一

生涯を主におささげした「ナジル人」であった

（サム上1:11，15，0／民数6:1－8）。神の選び

の器は、母なる教会に宿る前から、信徒として

誕生した後も、献身者として召されている。な

講演

「大好きなイエスさまを物語る」
～児童説教の作成とケーススタディ～

二宮　創（中部中会日曜学校委員）
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ぜなら主イエスは、最後の晩餐でナジル人の誓

願（マルコ14:25）を立て、神の国の完成のた

めに献身されたからである。この方に結ばれる

キリストのしもべは皆、主の献身の御業に奉仕

する器として召されている（礼拝指針63）。

(2) 乳離れした子は主にゆだねられ、幼児は大

祭司に預けられ、少年は主のもとで成長した（サ

ム上1:22，28，2:18，21）。乳飲み子の信徒は、

主の祈りを口づてに教えられ、使徒信条を心に

刻み口ずさむよう諭され、十戒に照らして歩む

よう促される。やがて乳離れした信徒は、母な

る教会によって父なる神にゆだねられる。聖霊

のとりなしに預けられて、主イエスに献身する

ための訓練を受ける。教会を維持し、活動に奉

仕するよう励まされる（礼拝指針64、116）。

(3)	祭司見習の少年を、主は呼ばれた。祈りを

教えられたサムエルは、主の語りかけを聴いた

（サム上3:1－14）。信仰の常夜灯をともして、

恵みの契約の傍らで寝起きする信徒の名を、主

は呼んでくださる。聖霊のとりなしのもとにい

る信徒のところへ、主は来てくださる。「主よ、

どうぞお話ください、しもべは聴いております」

と祈る信徒に、主は御言葉を語られ、御心をお

示しになる。御言葉を聴き取る預言者へと、そ

の信徒は召し出される（礼拝指針38、115）。

２．説教者として献身する友よ。

 預言者サムエルに倣って祈り、主の御言葉

と御心を聴き取ろう。

(1) 事例1として、太田教会牧師（日曜学校校長）

の毎日の祈りを紹介する。説教奉仕のあるなし

に関係なく、主が私の名を呼んでくださる所に、

自分の身を置く。主が語りかけてくださる時を、

主のために取り分けてささげる。その時と場に

おいて、主は奉仕を備えてくださり、説教者を

整えてくださり、聴き取る務めを導いてくださ

る。

①朝の祈り─罪なき神の子が断罪された朝を覚

えつつ。「主よ、今日もみことばをお語りくだ

さい。しもべは聴いています。父よ、今日もみ

こころをお示しください。こどもはそれに従い

ます。神よ、今日なすべきことをお教えくださ

い。わたしはそれを果たします。」

②午前9時の祈り─主イエスが架刑にされた時

を覚えつつ。讃美歌21─63番（1～4節）「主の

祈り─前半─」を歌い、大会の聖書日課の箇所

を朗読して、黙想する。

③午後3時の祈り─キリストが贖罪死をとげた

時を覚えつつ。讃美歌21─63番（5～9節）「主

の祈り─後半─」を歌い、自作の通読日課の箇

所を朗読して、黙想する。

(2) 事例2として、「説教奉仕に向けて主の言葉

を聴き取る」プロセスを提示する。

①本文─説教のための聖書本文されている箇所

を、五感を働かせて読む。口語訳（新改訳、新

共同訳）を用い、前後の文脈を含め、読みなが

ら聴き入る。説教者として、奉仕のために取り

上げる聖書本文を、自分で区切って確定する。

＊参考（教案誌の聖書箇所、聖書語句辞典、新

改訳の梗概、新共同訳の小見出し）

②黙想Ⅰ─耳に残った言葉や、心に響いた言葉

を、とにかく書き留め、繰り返し口ずさむ。な

ぜ耳に残ったのか。なぜ心に響いたのか。その

理由を、静まって思い巡らす。主の「語りかけ」

と感じたこと、示された「見通し」と思うもの

を心に留める。

③研究─聖書本文を自分なりに読む中で、疑問

に思ったこと・確認したいことを調べる。主の

「語りかけ」だと感じたことが、独りよがりに

なっていないかを確かめる。主の示された「見

通し」と思うものを、聖書全体・教理全体に照

らして考える。＊参考（教案誌の単元目標と聖

書研究・教理研究、聖書辞典、聖書神学辞典）

④黙想Ⅱ─説教のために取り上げた聖書本文を

通し、主はどんな御言葉を語り出されたか。主

の語りかけ、主の示された見通しにおいて、ど

んな御心が啓示されているか。御言葉は誰に向
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かって語られたのか。御心は何を成し遂げよう

としているのか。

Ⅱ─説教者はまた、

　　「主が示されたことを取り次ぐ」

　　そのことに精進する預言者である。

１． サムエルが献身者の訓練を受け入れ、預言

者として精進する姿に、自分を重ねよう。

(1) サムエルは主のお告げを大祭司に伝えるの

を恐れた。大祭司の家を裁く内容だったから（サ

ム上3:15－16）。御言葉が説教者に向けられて

いるなら、悔い改めと信仰の表明を新たにし、

御心に服従しなければならない。御言葉が聴衆

の誰かに向けられているなら、それを取り次ぐ

ことを恐れてはならない。御心が成し遂げられ

ることを隠してはならない（礼拝指針39）。

(2) 大祭司は「主の言葉を一つも隠すな」と窘

めた。サムエルは隠さずに一部始終を話した（サ

ム上3:17－18a）。一生涯を主に捧げると誓っ

た献身者は、神の言葉を預かったなら、それを

取り次がねばならない。説教者に献身した人は、

「主が語られた言葉を一つでも隠すなら、神が

幾重にも私を罰してくださるように」と表明し

て遂行しなければならない（礼拝指針36）。

(3) サムエルの取り次ぐ御言葉は地に落ちるこ

となく、預言者として彼は民から信頼された（サ

ム上3:18b －21）。主は御言葉を説教者に預け

たからには、それを伝えさせずには置かない。

人々がそれぞれ自分の目に正しいことを行って

いる秩序なき混沌の時代に、主は御目に適う通

りに行われる。そのように確信して取り次ぐ御

言葉は必ず実現する（礼拝指針37）。

２．説教者として精進する友よ。

 預言者サムエルに倣って御言葉を隠さず、

 御心をあますところなく取り次ごう。

(1) 事例3として、「聴き取った御言葉を、説教

にして取り次ぐ」プロセスを提示する。

①物語─備えられた聖書本文から、導かれて聴

き取った御言葉を、説教者の言葉で物語る。救

済史に基づく聖書説話であれば、物語そのもの

の筋に沿って、語り直してみる。カテキズムに

基づく教理講話であれば、聖書全体の広がりの

中で、物語ってみる。＊参考（教案誌の聖書研

究・説教展開例、母と子の聖書、聖書注解）

②黙想Ⅲ─主の語りかけ、示された見通し、そ

こに啓示された御心は、何を実現するのか。説

教者自身に向けられた御心は、どのような悔い

改めと信仰表明を起こしたか。聴衆の誰かに向

けられた御心は、どのような悔い改めと信仰表

明を起こすのか。

③使信─物語られた御言葉と御心を一つの使信

として、説教者を含む聴衆全体に伝える。物語

られた救済の歴史を、説教の語り手・聞き手の

生きる今の時代へ語り込む。物語られた教理の

筋道を、説教の語り手・聞き手が歩んでいる文

脈に取り次ぐ。＊参考（教案誌の教理研究・暗

唱聖句、各種教理問答、キリスト教辞典）

④黙想Ⅳ─物語られること（説教本論）、取り

次がれること（説教結論）の流れは自然か。そ

の流れに誘い込む導入（説教序論）に相応しい

歴史的・文化的文脈は何か。その流れに誘い込

むべき人々（聴衆文脈）に相応しい言葉で表現

できているか。

(2) 事例4として、「聴き取り、書き留め、取り

次ぐ」一週間の流れを紹介する。

①月曜─説教のための聖書本文の音読と確定。

主の語りかけと見通しを心に留める黙想。

②火曜─主の語りかけと感じたことに関する調

査、主の見通しと思ったことに関する研究。

③水曜─御言葉は誰に向けて語られたか、御心

は何を成し遂げるのか、についての黙想。

④木曜─聴き取った御言葉を、自分の言葉で物

語って、説教の本論部分として書き留める。

⑤金曜─説教者と聴衆に向けられた御心は、何

を実現しようとしているかに関する黙想。
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⑥土曜─示された御心を使信とし、結論部分を

書き留めて、それに導く序論部分を考える。

⑦日曜─語られた説教に対する、聞き手の応答

にふさわしい祈りを、詩編を参考に祈る。

(3) 事例5として、「救済史に基づく聖書説話」

の演述を、教会学校教案誌 No．38（2010年7～

9月号）収録の説教展開例『笑いを造り出す神

さま』をもって提示する。

(4) 事例6として、「カテキズムに基づく教理講

話」の演述を、教会学校教案誌 No．32（2009

年1～3月号）収録の説教展開例『イエスさま

と歩みたい』をもって提示する。

結─説教とは、

　　主が語られる御言葉を聴き取り、

　　そこに示された御心を取り次ぐ、

　　預言の務めである。

　この説教観の根拠と、それに基づく説教作法

と演述の事例を提示してきた。説教を作り語る

営みの全般に、聴く営み（黙想）が深くかかわっ

ている。そのための献身と精進が求められるの

である。この厳かな営みへと、大人も子供も区

別なく召されている。それを可能にするのは、

ただ神からの賜物によるのである。（コリント

一14:1－5，22－25）	 （太田伝道所宣教教師）

参考─説教準備に有用な各種辞典。

○口語訳に依拠するもの：

　『旧約新約聖書語句辞典』、教文館、1988

　　＊日本語見出語を原語毎に分類。

○新改訳に依拠するもの：

　『新聖書辞典』、いのちのことば社、1985

　　＊聖書の緒論・梗概・用語。

　『聖書神学辞典』、いのちのことば社、2010

　　＊聖書の用語・用例・神学。

　『実用聖書注解』、いのちのことば社、1995

　　＊保守的聖書観による読解。

　『新キリスト辞典』、いのちのことば社、1991

　　＊神学の用語、教会の歴史。

○新共同訳に依拠するもの：

　『キリスト教神学用語辞典』、日本キリスト教

団出版局、2002

　　＊公同的神学用語。

　『リフォームド神学辞典』、いのちのことば社、

2009

　　＊改革派神学用語。

※ 2010 年 11 月 23 日に開催された「中部中会

教会学校教師研修会」の講演を掲載しました。
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教案誌会計報告

　中部中会日曜学校委員会発行『教会学校教案誌』は、日本キリスト改革派教会中部中会の事業と

して、中部中会に会計報告をしています。けれども、収入の多くが教案誌の売り上げと自由募金で

あることから、2006年度分より、教案誌誌上にも会計報告を掲載しています。

　さて、2010年度の教案誌会計は以下の通りです。内容は、中部中会2011年度第一回定期会にお

いて報告したものと同一ですが、購読部数などについては付け加えてあります。

中部中会日曜学校委員会　

教会学校教案誌編集部　	

教案誌会計（2010年3月3日～2011年2月28日）                                 

収　　入 支　　出

中会財務より

売り上げ（※1）

自由募金（※2）

100,000

1,387,860

430,805

出版費

送料

謝礼

事務費

会議費

交通費

消耗品費

雑費

1,397,550

116,080

92,000

7,515

53,193

38,370

15,116

14,596

小計

繰越金

1,918,665

719,395

小計

繰越金

1,734,420

903,640

合計 2,638,060 合計 2,638,060

　　　　※1　教案誌定期購読部数　　　348部

　　　　　定期購読教会・伝道所数　69教会・伝道所（改革派64、他派5）

　　　　　定期購読個人数　　　　　6人

　　　　　（これらは定期購読を申し込んでおられる数です）

　　　　※2　教案誌自由募金　　41教会・伝道所、5個人

　　　　　尊い献金をどうもありがとうございました。

　　　　　　　教会・伝道所分内訳

	 那加教会、那加教会教会学校、那加教会婦人会、灘教会日曜学校、関キリスト教

会、関キリスト教会教会学校、川越教会、高蔵寺教会、多治見教会、太田伝道所、

四日市教会、桑名伝道所、湘南恩寵教会日曜学校、ひたちなか教会、稲毛海岸教会、

新所沢教会教会学校、恵那教会、大屋伝道所、上福岡教会教会学校、銚子栄光教会、

仙台教会、筑波みことば伝道所日曜学校、滋賀摂理伝道所日曜学校、湖北台教会、

青葉台キリスト教会、八戸伝道所、津島教会、吉原富士見伝道所、神港教会、山

田教会教会学校、新浦安教会日曜学校、名古屋岩の上伝道所、名古屋教会、名古

屋教会婦人会、東京恩寵教会日曜学校、南浦和教会教会学校、高松教会、山梨栄

光教会教会学校、江古田教会子どもの教会、豊明教会、東広島伝道所

　　　　　　　個人分内訳（敬称略）

	 ジュン・イム・ジャイ、山隅嘉代子、杉山清美、角谷一子、藤間荘吉
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中部中会日曜学校委員会からのお願い

　教会のかしらなる主イエス・キリストの御名をあがめます。

　中部中会日曜学校委員会（2007年４月中部中会第一回定期会で教育委員会か

ら改組）は、日本キリスト改革派教会をはじめとする改革・長老主義諸教会の教

会学校・日曜学校教育に資することを目的として、『教会学校教案誌』を発行し

ています。2001年４月に始まり、すでに11年目に入り、第42号まで発行して参

りました。中部中会では８割ほどの教会により採用され、改革派教会全体でもお

よそ70教会で採用されています。大会教育委員会もご支持を表明してくださっ

ています。皆様のご支援に心からの感謝を申し上げます。

　『教案誌』の発行は中部中会の事業として行われておりますが、中部中会日曜

学校委員会では、あわせて皆様からの自由募金によってご支援いただきたいと

願っています。子どもたちの信仰教育のために、ぜひ皆様からのお祈りと募金の

ご支援をいただきたく、よろしくお願い申し上げます。教案誌を購入していただ

きやすくするために、教案誌の頒布価格を印刷・製本単価ぎりぎりにおさえてい

ます。『教案誌』をご購入くださることも発行のための支援となりますので、ご

購入いただくことによってもご支援くださいますよう、お願いいたします。

『教会学校教案誌』発行のための

自由募金のお願い

　目標金額　　　30万円／年

　送 金 先　　　郵便振替　伊藤治郎

　　　　　　　　　　　　　00890-2-148183
※通信欄に「教案誌のための自由募金」と明記してください。
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聖書研究・カテキズム研究・説教展開例・分級展開例　
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〈背景と文脈〉

　イスラエルの初代の王サウルは主の戒めに背き

(13:8－12，15:17－23)、王位から退けられるこ

とになった(15:28)。ダビデはそのようななかで、

イスラエルの次の王となるべく主に召された。そ

のためサウルから追われる身となり、王としての

召命が現実となるまでには長く待つことになる。

しかしその期間に、彼は成長し、主の器として整

えられていった。

　今日の個所は、ダビデの召命とその召命がどの

ように実現していくかを示す最初の場面である。

イエス・キリストは、ダビデの子孫としてお生ま

れになった。そのように、ダビデは救済史の中で

重要な役割を果たした。

〈ダビデ、油を注がれる（16:1－13）〉

　紀元前1025年ごろのことと推測される。サウ

ルのことを嘆く預言者サムエルに、主は、ベツレ

ヘムへ行き、エッサイの息子たちのなかで、主が

王として選ばれた者に油注ぎをすることを命じら

れた (1)。エッサイはオベド（ボアズとルツの間

に生まれた子）の子であり、ダビデの父親である

（ルツ4:21－22）。ベツレヘムはエルサレムの南

約8キロのところにある町で、後にダビデの町と

呼ばれ（ルカ2:4）、キリスト誕生の地となった（ル

カ2:4－7）。

　サムエルは「サウルが聞けばわたしを殺すで

しょう」(2) と恐れの気持ちを主に告げた。サム

エルがいたラマからベツレヘムへ行くとき、サウ

ルのいたギブアを通らなければならなかったから

である。サウルは自分が退けられ、他の者が王に

なることをすでに知っていた (15:28)。

　サムエルはベツレヘムに赴き、いけにえをささ

げ、エッサイとその息子たちをその会食に招いた。

すでに主は、エッサイの息子たちのなかに王とな

るべき者を見出した、と彼に告げておられた (1)。

油注ぎは、王、預言者、祭司に任命されるとき行

われる儀式であり、受ける者を特別な職務へと聖

別し、準備させるものである。

　サムエルはエッサイの長男エリアブに目を留

め、彼こそ油注がれる者だ、と思った。しかし主

は「わたしは彼を退ける。人間が見るようには見

ない。人は目に映ることを見るが、主は心によっ

て見る」と仰せられた (7)。主の基準と人間の基

準は異なる。同様に次男アビナダブ、三男シャン

マ、と7人が通ったが、彼らのうちに主のお選び

になった者はいなかった。最後に、羊の番をして

いたエッサイの末の子（八男）ダビデが呼び寄せ

られた。主はサムエルに「これがその人だ」(12)

と言われたので、サムエルはダビデに油を注いだ。

その時から主の霊が激しくダビデに降るように

なった (13)。

〈ダビデ、サウルに召しかかえられる（16:14－23）〉

　ベツレヘムの羊飼いに過ぎないダビデが、どの

ように王となる道を歩んでいったかが、14節以

降、多くの章にわたって語られる。

　主の霊はサウルを離れた。主の霊がダビデに

降った (13) のと対照的である。これ以後、二人

は対照的な道を歩むことになる。主から来る悪霊

がサウルをさいなむようになった (14)。「主から

来る悪霊」という表現は、悪霊をも主が支配して

おられることを示す。主の命令に背いた結果であ

る。

　悪霊にさいなまれる王を鎮めるために、竪琴を

上手に奏でる者を探すことになり、ダビデが選ば

れた。ダビデはサウルに大層気に入られ、王の武

器を持つ者として取り立てられた。これはダビデ

がサウルの側近となったことを示している。悪霊

がサウルを襲うたびにダビデが竪琴を奏でると、

悪霊は離れ去った。王として選ばれたダビデと、

退けられたサウルの対照的な姿をここでも見るこ

とができる。主はダビデをご自分の御心を成就す

る器として選ばれた。後に主は、「無垢な心で正

しくわたしの前を歩んだ」（列王上9:4）とダビ

デについて語っておられる。	 （後藤公子）

	 7月3日	 「ダビデの召命」	 聖書研究

	 テキスト	 サムエル記上　16章
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　愛するお友だち、おはようございます。

　この間、先生は、「きみはきみらしく」という

映画を見ました。エリというおじさんが作った人

形たちの世界のお話なんだけれども、パンチネロ

という男の子が主人公。彼が住んでいるウィミッ

ク村では、変なことがはやったの。それは、まず、

鼻を緑色に塗ること。最初、パンチネロは、鼻を

緑色に塗ることはしませんでした。「わざわざ違

う姿に造った」というエリの言葉を守ってね。だ

けど、かわいい女の子に誘惑されたり、町の人た

ちに責められて、とうとう、鼻を緑色に塗っちゃ

いました。自分は、流行に乗れたって、得意だっ

たけれど、次から次へと、鼻の色の流行が変わっ

て、とうとう、パンチネロは、目が回っちゃって、

ばからしくなって来ました。そして、とうとう、

エリのところに行って、助けを求めて、元の鼻の

色に戻してもらったの。これは、人形の世界のお

話だけれど、私たち、ぼくたち人間も一緒だよね。

神さまは、私たち、ぼくたちをみんな、違う姿に

造ってくださいました。鼻が低い人がいるかと

思ったら、高い人がいる。色が白い人がいるかと

思ったら、黒い人がいる。私たち、ぼくたちを、

みんな一人ひとり、違う姿に造ってくださいまし

た。だけど、私たち、ぼくたちは、「あの子、鼻

が高いから格好良いな、あの子みたいに鼻が高

かったからいいな」とか、「あの子、色が白いか

らうらやましいな、あの子みたいに色がもっと白

かったらいいな」とか、どうしても、自分の目に

映ることに心が奪われてしまって、なかなか、自

分の今の状態に満足できません。でも、神さまは、

そんな私たち、ぼくたちとは違ったふうに人をご

覧になります。

　今日から、ダビデさんのお話に入りますが、ダ

ビデさんのお話の最初は、ダビデさんが、神さま

によってイスラエルの新しい王さまに選ばれた時

のお話です。

　イスラエルの人たちが、カナンというすばらし

い所に住むようになってから、ずっと後になると、

一人の王さまがイスラエルの人たちを治めるよう

になりました。それが先週のお話のサウルさんで

した。

　さて、このサウルさんがまだ王さまの頃、サム

エルさんという、神さまのことをイスラエルの人

たちに教えるお仕事をする人がいました。神さま

は、神さまの御心に背いたサウルさんを王さまの

位から退けることになさいました。そして、神さ

まは、サムエルさんをベツレヘムの町のエッサイ

さんという人の家に行かせたのです。このエッサ

イさんには、8人の子どもがいました。神さまは、

その中の一人を、イスラエルの新しい王さまにす

ることになさったのです。サムエルさんは、その

新しい王さまを捜しに、エッサイさんの家にやっ

て来たのです。偉いサムエルさんがやって来たと

いうので、お父さんのエッサイさんは、すぐに子

どもたちを末っ子を除いて集めました。

　サムエルさんは、当然、エッサイさんの一番上

のお兄さん、エリアブさんが、新しい王さまにな

る人だと思いました。しかし、神さまは、そうで

	 7月3日	 「ダビデの召命」	 説教展開例

	 テキスト	 	 サムエル記上　16章

	 参照カテキズム	子どもカテキズム　問67，	68

〔単元のねらい〕

　子どもたちは、今回の聖書テキストを通して、目に映る姿でなく、目には映らない心をご覧になる神

さまと出会う。神さまへの信頼心が目の美しさとなって表れていたダビデのように、御言葉と祈りによっ

て、子どもたちの心に神さまへの信頼が増し加わることを願う。

「神さまに選ばれたダビデ」
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はないとおっしゃいました。それで、サムエルさ

んは、子どもたちを一人ひとり、順番に、この人

が新しい王さまになる人ですかと、神さまにお聞

きしたのです。しかし、みんなそうではありませ

んでした。それで、サムエルさんは、お父さんの

エッサイさんに、「他に息子さんはいませんか」

とたずねました。すると、「一番下の子どもがい

ます。その子は、羊飼いで、今、羊の番をしてい

ます」と言いました。「その人を連れて来てくだ

さい」とサムエルさんは、エッサイさんに頼みま

した。その一番下の子どもがやって来ると、サム

エルさんは、「この子が新しい王さまでしょうか」

と神さまにお聞きしました。そうしたら、神さま

は、「その子です」とおっしゃいました。そう、

この子どもこそ、ダビデさんで、イスラエルの新

しい王さまになる人なんです。それで、サムエル

さんは、持って来た角の中の油をダビデさんに注

ぎました。そうしたら、聖霊なる神さまが、ダビ

デさんに激しく降るようになったのです。こうし

て、ダビデさんが、サウルさんに代わって、イス

ラエルの新しい王さまになる道が始まったのでし

た。

　もう一度、神さまがサムエルさんにおっしゃっ

たお言葉をお読みしましょう。

　「しかし、主はサムエルに言われた。『容姿や背

の高さに目を向けるな。わたしは彼を退ける。人

間が見るようには見ない。人は目に映ることを見

るが、主は心によって見る』」(16:7)。

　もし、人間が、イスラエルの新しい王さまを選

ぶとするならば、エッサイさんの長男のエリアブ

さんだったことでしょう。ところが、神さまは、

エッサイさんの末っ子、ダビデさんを選ばれたの

でした。恐らく、お父さんのエッサイさんもまさ

か末っ子のダビデが選ばれるわけがないと思って

いたことでしょう。だって、偉いサムエルさんが

やって来たというのに、ダビデさんは羊の群れの

番をさせられて、呼ばれなかったからです。その

ようにエッサイさんの家では末っ子、そして、ま

だ子どもだからと、お父さんのエッサイさんにも

王さまに選ばれるはずがないと決めつけられてい

たダビデさんを神さまは、新しい王さまに選んで

くださったのです。

　ところで、ダビデさんは、まだ子どもだったけ

れども、格好良かったのではないかと思います。

でも、そればかりでなしに、目が美しかったと書

いてあります (12)。目は心を表します。ダビデ

さんは、まだ子どもでしたが、神さまに信頼する

まっすぐな心が与えられていたのです。そういう

神さまに信頼する心が、ダビデさんの目に表れて

いたのでしょう。神さまは、目に見える姿格好で

なく、何よりも心をご覧になって、ダビデさんを

イスラエルの新しい王さまに選ばれたのでした。

		私たち、ぼくたちは、つい、格好良さとか、目

に見えるものに心が奪われがちですが、まず何よ

りも、目には見えない心を大事にしましょう。そ

して、ダビデさんのように、神さまに信頼するまっ

すぐな心が与えられるように、神さまにお願いし

ましょう。私たち、ぼくたちの心が神さまへと向

くならば、私たち、ぼくたちの目も必ず美しくな

ります。最後に、目がとても美しかったイエスさ

まのお言葉をお読みしましょう。「体のともし火

は目である。目が澄んでいれば、あなたの全身が

明るいが、濁っていれば、全身が暗い。だから、

あなたの中にある光が消えれば、その暗さはどれ

ほどであろう」（マタイ6:22,23）。	 （長谷川潤）

	〔今週の暗唱聖句〕	 サムエル記上	16章7節

人は目に映ることを見るが、主は心によって見る。
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	 7月3日	 「ダビデの召命」	 幼稚科

〈ねらい〉

　今日は、ダビデの召命の御言葉から、私たちの

外見ではなくて、いつも私たちの心の中を見てく

ださる神様について学びたいと思います。

〈展開例〉

　皆さんのお友だちにはどんな人がいますか？

（少し考えてもらう……）	きっと、カッコいいお

友だちもいると思います。きっと可愛いお友だち

もいると思います。いろんなお友だちがいます。

ぼくたち私たちは、どうしても外見を見てしまい

ます。そして、どうして、ぼくはあの人みたいで

はないのだろうと思ってしまいます。

　さて、サムエルが王様を選ぶことになり、エッ

サイさんのところに行きました。「彼らがやって

来ると、サムエルはエリアブに目を留め、彼こそ

主の前に油を注がれる者だ、と思った」（サムエ

ル上16:6）。

　エリアブは長男です。「彼こそ主の前に油を注

がれる者だ、と思った」（サムエル上16:6）と、

聖書は言っていますから、外見もとてもいい人で

した。サムエルは当然、サウルの次にイスラエル

の王になるのは彼だと思いました。しかし、神様

の御心は違いました。そこで、次から次へと、兄

弟が呼び出されます。

　「エッサイはアビナダブを呼び、サムエルの前

を通らせた。サムエルは言った。『この者をも主

はお選びにならない。』エッサイは次に、シャン

マを通らせた。サムエルは言った。『この者をも

主はお選びにならない。』エッサイは七人の息子

にサムエルの前を通らせたが、サムエルは彼に

言った。「主はこれらの者をお選びにならない。」

（16:8－10）。

　こうして、神様に選ばれたのは、このとき、野

原で、羊を追っていた、末の子ダビデでした。

　「容姿や背の高さに目を向けるな。わたしは彼

を退ける。人間が見るようには見ない。人は目に

映ることを見るが、主は心によって見る」（16:7）

と、聖書は言っています。

　神様は素晴らしいお方です。みんな一人ひとり

を本当に素晴らしい、本当に大切な存在として、

創ってくださいました。いろいろな背の高さのお

友だちがいます。いろいろな顔のお友だちがいま

す。ぼくたち私たちより、背の高い人もいれば、

やせている人もいる、もしかすると太っている人

もいる。神様は、ぼくたち私たちを、それぞれに

素晴らしい存在として創造してくださったので

す。

　そして神様は、ぼくたち私たちの外見ではなく

て、いつも神様は、心を見ていてくださるのです。

ぼくたち私たちの心を見ていてくださる神様と一

緒に歩んで参りましょう。

〈お祈り〉

　天の父なる神様。ぼくたち私たちの心の中を見

ていてくださる神様と一緒に歩めるようにしてく

ださい。主イエス・キリストの御名によってお祈

りします。アーメン。
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	 7月3日	 「ダビデの召命」	 小学科下級

〈ねらい〉

　主は目に映ることをご覧になるのではない、見

えないものに目を注ごう。

〈展開例〉

　イスラエルでは敵に負けないように王様を立て

ることになりました。王様を決める人は預言者で

す。最初の王様はサウルでしたが、サウル王は神

様に従わなくなったので、次の王様が選ばれるこ

とになりました。預言者サムエルは、ベツレヘム

に住むエッサイの子供の中から次の王様を選ぶよ

うに神様の言葉を受けて、エッサイの家にやって

きました。お父さんのエッサイも預言者のサムエ

ルも、長男のエリアブが次の王様になると思いま

したが、神様が選ばれたのは一番年下のダビデで

した。

　ダビデは羊飼いで、人の目から見ればとてもイ

スラエルの王様になるようには思えません。けれ

ども、神様は目に映ることをご覧になるのではあ

りませんでした。　　	 　	

　みなさんの兄弟の中で一番年下の弟が王様にな

るとしたらどうでしょう？	ねたみや争いがある

かもしれません。しかし、神様は目に見える姿や

形、年齢や性別でご自分の決定を下されるお方で

はありません。神様が大切になさるのは、神様に

信頼し、神様に従うことです。そのもっとも良い

しるしが、クリスマスに飼い葉桶でお生まれに

なったイエス様です。イエス様は貧しいお姿で生

まれ、人から辱めを受けて、十字架の刑罰によっ

て死なれました。しかし、神様はこの方をすべて

の人類の王様となさったのです。わたしたちも死

にいたるまで神様に従ったイエス様を信頼し、イ

エス様に従いましょう。

〈お祈り〉

　神様。神様は目に映る姿でなく、目に映らない

わたしたちの心をご覧になられることを学びまし

た。わたしたちも目に見えることに捕らわれるこ

となく、イエス様を信頼することができますよう

に。アーメン。

〈ワーク〉

○聖書を開きましょう

　①サムエルは、最初、エッサイの息子の中から、誰を王になる者だと目に留めましたか？

　②エッサイは、最初に誰を呼び、サムエルの前を通らせましたか？

　③エッサイは、次に誰を通らせましたか？

　④サムエルが最後に見て油を注いだエッサイの息子は誰ですか？

　⑤（　）をうめましょう。

　　　（ア　　　　）や（イ　　　　）に目を向けるな。

　　　わたしは、彼を退ける。

　　　（ウ　　）が見るように見ない。

　　　（エ　　）は（オ　　）に映ることを見るが、（カ　　）は（キ　　）によって見る。

【答え】①エリアブ　②アビナダブ　③シャンマ　④ダビデ　

　　　	⑤ア：容姿、イ：背の高さ、ウ：人間、エ：人、オ：目、カ：主、キ：心
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	 7月3日	 「ダビデの召命」	 小学科上級

〈ねらい〉

　私たち人間は目に映る外見でその人の価値を判

断してしまうが、神様は目に映らないその人の心

を見ていてくださるということを学ぶ。神様は外

見や能力ではなく、私たち一人ひとりの「こころ」

をご覧になり、大切にしてくれていることを実感

したい。

〈展開例〉

　今日の聖書箇所を共に読み、ダビデがイスラエ

ルの新しい王様に選ばれていく過程をたどり、神

様の御心を理解する。

○なぜ新しいイスラエル王を選ぶ必要性が生じた

のか？

　→イスラエルの初代の王サウルが神様の御心に

背いてしまったため、神様はサウルを王から

退けられた。そのため、空位となったイスラ

エルの王を選ぶ必要性が生じた。

○新しい王選びのため、サムエルはどのような行

動をとったか？

　→神様はベツレヘムのエッサイの息子たちの中

に、新しい王となるべき者を見つけ出したと

いうことをサムエルに告げ、サムエルは油注

ぎの準備をしてベツレヘムへ出発した。そこ

で、エッサイとその息子を「主のいけにえの

食事会」に招待した。「なすべきことは、そ

のときわたしが告げるという神様の御言葉に

従い神様の言葉をサムエルは待った。

○新王選び、油注ぎはどのように進んでいった

か？

　→エッサイは8人の息子のうち末息子を除いた

7人を食事会に連れてきた。神様は、サムエ

ルが王としてふさわしいと思った長男のエリ

ヤブを王として認めなかった。そしてその場

にいた他の6人の息子もお選びにならなかっ

た。そこでサムエルは、その場におらず、羊

の番をしていた目の美しい少年ダビデを呼び

寄せた。主は少年ダビデに油を注ぐようにサ

ムエルに命じた。主の命令により、サムエル

は彼に油を注いだ。

○神様はエッサイの息子のどこを見て王選びをし

たか？

　→「容姿や背の高さに目をむけるな。私は彼を

退ける。人間がみるようには見ない。人を目

に映ることを見るが、主は心によって見る。」

（16－7）この御言葉の通り、神様は目に見

える人間の外見ではなく、目に見えない人間

のこころを見ることによって、人間の選択基

準では選ばれるはずのない「少年ダビデ」を

イスラエルの新しい王をとしてお選びになっ

た。

○油を注がれたダビデに起こったことは何です

か？

　→主の霊が激しくダビデに降るようになり、主

がいつもダビデと共におられるようになり、

サウル王に仕えるようになった。ダビデは美

しい竪琴を奏でることによって、悪霊に悩ま

せられていたサウルの気分を癒した。

〈祈り〉

　父なる神様、御名を讃美します。

　私たち一人ひとりを愛してくださってありがと

うございます。私たちは人を外見、見た目で判断

してしまいます。お友達やまわりの人たちの

ちょっとした言葉や、態度で怒ったり、傷ついた

りする弱いぼくたち私たちです。しかし、神様は

私たちのこころを大切に思い励ましてくれて感謝

します。私たちをあなたの御言葉と聖霊で満たし

てください。
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	 7月3日	 「ダビデの召命」	 中学科

　対話の手掛かりとして……。

①今回の中心となる聖句は、「容姿や背の高さに

目を向けるな。わたしは彼を退ける。人間が見

るようには見ない。人は目に映ることを見るが、

主は心によって見る。」（7節）です。そして、

よくこのテキストから「人は見た目ではなく、

心が大事です」というメッセージが語られるこ

とがあります。確かに、人間の価値というのは

見た目で判断できるものではありません。そう

ではなく、どういう心を持って生きるかが大事

です。でも、私はふと思うことがあります。「見

た目ではなく、心が大事」という言葉を聞いて、

本当の意味で慰められるのだろうかと……。

②むしろ、私たちの深い悩みであり、問題なのは、

「心が大事」と分かりながらも、なお見た目や

容姿に捕らわれてしまうことです。それに、見

た目を綺麗にすることは、そんなにいけないこ

となのでしょうか。もちろん、偽りの飾りはい

けませんが……。「心が大事」ということの中

に生きながら、自分が持っていない知恵や能力

をもっている他者を、嫉妬の眼差しの中でしか

見ることができない人間の醜さ、また罪という

ものがあるのではないでしょうか。

③神さまの福音というのは、見た目の華やかさを

もって自分の心の醜さを覆ったり、隣人を真実

に愛することのできない私たちを救い出すこと

ができるものです。私たちが本当に見なければ

いけないのは、神さまの眼差しです。自分や他

人を見ているだけでは、喜びは生まれません。

　　神さまはあなたをどのように見ておられるの

でしょうか（イザヤ43:4）。

④御言葉の中に、「主は心によって見る」とあり

ました。主は、その心でじっーと見ておられる

ことがあります。テキストの文脈に沿って考え

るならば、サウルの次の王、つまりダビデのこ

とです。でもそれだけではないでしょう。ダビ

デの子孫としてお生まれになるイエス・キリス

ト。そしてキリストにある憐れみをもってあな

たを見ておられるのです。この神の眼差しを、

神の選びと言い換えることができます。神さま

は、ダビデをイスラエルの王として選ばれまし

た。私たちもダビデと同じ意味ではありません

が、神さまによって選ばれた者たちです。そし

て、神さまに選ばれ、救われるためには、何の

条件も能力もいりません。12節にはダビデの

容姿も立派だったことが語られていますが、そ

のことが神さまに選ばれた本当の理由ではあり

ません。ダビデはまったく罪のない人間ではあ

りませんでした。後に起こすバト・シェバの事

件に代表されるように、彼もまた罪深い人間で

あり、救われなければいけない人間だったので

す（サムエル記下１１）。だからこそダビデを、

そして私たちを選んでくださったのです。

⑤ダビデの子孫としてお生まれになった、まこと

の救い主イエス・キリストは、公に活動を始め

られる前に、ヨハネから洗礼を受けました。そ

の時、「これはわたしの愛する子、わたしの心

に適う者」（マタイ3:17）という天からの声が

響きます。神に選ばれているということは、御

子イエスが聞いたように、神の子である私たち

も、この天の御声を聞いて歩むことができるの

です。私たちもダビデのように、神さまの御心

を成就するために選ばれた器です。その時、私

たちは人間の見た目を気にして、一喜一憂する

生き方から解き放たれます。神の御声に聞き従

い、神の御心を私の心として生きる者へと変え

られていきます。神が見ておられるように、自

分や他者を見ることができるようされていきま

す。そのような新しい自分に造り変えてくださ

る神さまに期待をして歩んでいきましょう。
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　17章が描くダビデ像は、王となるべき者の求

められる信仰です。

　ほぼ同じ時代にカナンに定着するようになった

ペリシテとイスラエルは土地をめぐり争っていま

した。ペリシテには、イスラエルにない強大な軍

事力があり、巨人ゴリアトはその象徴的存在であ

りました。身長280センチを超え、57キロもある

青銅製の鎧を身につけ、どのような攻め手もつけ

こむすきもない完全な防備を固め、しかも重い武

具を自由に操れる強靭な体を持つゴリアトの存在

自体がイスラエル人にとって脅威でした。ゴリア

トはその恐るべきいでたちで毎日現れ、一騎討ち

を呼びかけました。イスラエルを愚弄し続けるゴ

リアトの行為は、神をも愚弄するものであり、主

への挑戦でありました。イスラエルは主のために

立ち上がることが求められていました。しかし、

イスラエルにはそのことのために立ち上がる信仰

が見られませんでした。

　ダビデは、ゴリアトの言葉を「生ける神の戦列

に挑戦する」ものとして受けとめました。羊飼い

として「獅子も熊も倒してきた」ダビデは、「獅

子や熊の手から守った主」が共にいて、「あのペ

リシテ人の手からも、わたしを守ってくださる」

ので、「それらの獣の一匹のように」倒すことが

できる、とサウル王に語りました。それは、王や

イスラエルが失っていた信仰です。サムエル記は、

いかなる事態でも主への信頼を失わないダビデの

姿を伝えています。神はこの純朴な信仰者を通し、

イスラエルの王に必要なのは強大な軍事力や行政

手腕ではなく、信仰を持って事態に臨み、民を導

くものであることを明らかにしています。

　ダビデは、サウル王から青銅の兜や鎧や剣など

の武具を譲り受けますが、重すぎて身動きがとれ

ないので、武具を脱ぎ捨て、杖と石投げだけで、

ゴリアトとの戦いに挑みます。ダビデはゴリアト

に向かって、「お前は剣や槍や投げ槍でわたしに

向かって来るが、わたしはお前が挑戦したイスラ

エルの戦列の神、万軍の主の名によってお前に立

ち向かう」、「主は救いを賜るのに剣や槍を必要と

はされない」、「この戦いは主のものだ。主はお前

たちを我々の手に渡される」と告げます。

　それは、主がイスラエルに求めた信仰です。2

章には、不妊の女といわれていたハンナがサムエ

ルを与えられた時に、「勇士の弓は折られるが、

よろめく者は力を帯びる。……弱い者を塵の中か

ら立ち上がらせ、貧しい者を芥の中から高く上げ

る」と神を称えた祈りが記されています。イスラ

エルには、その名前だけで最強の戦士をも屈服さ

せる神がいます。ダビデは、この神が助けるのに、

剣も槍も必要とせず、弱き者を通じて強き者を滅

ぼすことができると信じます。「ここに集まった

すべての者は知るだろう。この戦いは主のものだ。

主はお前たちを我々の手に渡される」（47節）。

この言葉は、今を生きるわたしたちに語られてい

ます。

　ダビデは自分の仕事に使う石投げ一振りで、巨

人ゴリアトを倒しました。神は与えられた持ち場

で忠実に生きる少年の業を用いられます。もちろ

ん、この業は、神の恵みです。神の導きを信じ、

自分の仕事に忠実な者の業を神は省みられます。

こうして巨人ゴリアトを倒したダビデは、無名の

少年からサウル王に召抱えられるものとなり、王

への道を歩むことになります。

　30代のテモテに、「	あなたは、年が若いとい

うことで、だれからも軽んじられてはなりません。

むしろ、言葉、行動、愛、信仰、純潔の点で、信

じる人々の模範となりなさい」（テモテ一4:12）

とパウロは語りました。若くて弱い存在は、ダビ

デのような少年だけでありません。テモテのよう

な立派に成人している大人も、まだまだ若いので

す。ましてやわたしたちの信仰は若くて未熟です。

しかし、そのような者を、主は用いられるのです。

		 （鳥井一夫）

※第25号（6月3日聖書研究）からの再掲載です。

	 7月10日	 「ダビデとゴリアト」	 聖書研究

	 テキスト	 サムエル記上　17章
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　愛する子どもたち、おはようございます。

		先週から、ダビデさんのお話をしています。

　ある時、ペリシテ人たちが、サウル王さまとイ

スラエルの人たちをやっつけに来ました。イスラ

エルの兵隊さんたちは、谷を挟んで、ペリシテの

兵隊さんたちの陣地の反対側に、陣を張って、戦

いの準備をしました。すると、ペリシテの兵隊さ

んの陣地から、大男が出て来ました。身長は六ア

ンマ半。ちなみに、一アンマは四十五センチメー

トルだから、身長が何と三メートル近くの大男で

す。あのチェ・ホンマンも真っ青です！「やあや

あ、俺さまの名はゴリアト。一騎打ちで俺さまに

勝ったら、俺たちペリシテは、みんな、お前たち

の奴隷になってやる。誰か、俺さまにかかって来

る奴はいないか！」。しかし、イスラエルの兵隊

さんたちは、みんなこわがって、誰も、ゴリアト

に立ち向かおうとはしません。

　しばらくすると、ゴリアトは、イスラエルの陣

地から、誰かがやって来るのが見えました。それ

は、豆粒のように小さい。そして、やって来たの

は、何とまだ子どものダビデさんでした。しかも、

ダビデさんは、剣や槍を持っていません。持って

いるものと言えば、羊飼いが持っている杖、そし

て、石投げひもです。ゴリアトは、その様子を見

て、ダビデをからかいます。「おい、小僧！杖な

ど持って、俺さまを犬とでも思っているのか」。

すると、ダビデさん、「ぼくには、生ける全能の

神さまがついている。お前に勝つのに、剣や槍は

いらないのさ」。ダビデさんも、負けじと、ゴリ

アトに言い返しました。

　それを聞いて、ゴリアト、怒って当然です。ゴ

リアトは、ダビデさんに立ち向かって行きました。

すると、ダビデさんは、すばやく、袋から小石を

取り出して、石投げひもをビュンビュン、ビュン

ビュン回して、ゴリアトめがけて飛ばしました。

ヒューン。小石はものすごい勢いで、ゴリアトめ

がけて飛んでいきます。

　何と、小石は、ゴリアトの額に、見事、命中！

ゴリアトは、うつぶせに倒れてしまいました。ダ

ビデさんは、たった一つの小石で、大男ゴリアト

を倒したのです。ペリシテの兵隊さんたちは、ゴ

リアトが倒されてしまったので、逃げ出してしま

いました。こうして、戦いは、サウル王さまとイ

スラエルの人たちの大勝利です。

　ところが、ダビデさんは、ゴリアトを倒したか

らと言って、決して、自慢しませんでした。ダビ

デさんが、ゴリアトを倒すことができたのは、誰

のおかげでしょうか？	そうです。神さまです。

神さまが一緒に戦ってくださったから、ゴリアト

を倒すことができたのです。そうなんです。ダビ

デさんは、神さまを心から信頼していたのです。

神さまが羊飼い、そして、自分は羊と思って、羊

飼いが羊を守ってくれるように、神さまが自分の

ことを守って、力をお与えくださると信じていた

のです。最後にダビデさんが歌った詩編第23編

をお読みしましょう。

	 7月10日	 「ダビデとゴリアト」	 説教展開例

	 テキスト	 	 サムエル記上　17章

	 参照カテキズム	子どもカテキズム　問13

〔単元のねらい〕

　ダビデとゴリアトの一騎打ち。子どもたちは、恐らく、お話に聞き耳を立てることだろう。説教者に

とっても、子どもに語りやすいテキストであるに違いない。しかし、ダビデの勝因がどこにあったのか。

ダビデが子どもたちに英雄視されるのでなく、ダビデと共におられた神さまこそが、子どもたちにほめ

たたえられればと願う。

「神さまに信頼してゴリアトと戦ったダビデ」
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　主は羊飼い、わたしには何も欠けることがない。

　主はわたしを青草の原に休ませ

　憩いの水のほとりに伴い

　魂を生き返らせてくださる。

　主は御名にふさわしく

　わたしを正しい道に導かれる。

　死の陰の谷を行くときも

　わたしは災いを恐れない。

　あなたがわたしと共にいてくださる。

　あなたの鞭、あなたの杖

　それがわたしを力づける。

　わたしを苦しめる者を前にしても

　あなたはわたしに食卓を整えてくださる。

　わたしの頭に香油を注ぎ

　わたしの杯を溢れさせてくださる。

　命のある限り

　恵みと慈しみはいつもわたしを追う。

　主の家にわたしは帰り

　生涯、そこにとどまるであろう。

	 （長谷川潤）

	〔今週の暗唱聖句〕	 サムエル記上	17章47節

主は救いを賜るのに剣や槍を必要とはされない。
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	 7月10日	 「ダビデとゴリアト」	 幼稚科

〈ねらい〉

　今日は、神様に信頼して、ゴリアトと戦ったダ

ビデの姿から、ぼくたち私たちのような小さな者

でも用いてくださる神様の御恵みについて、御一

緒に考えたいと思います。

〈展開例〉

　みんな、どうだろうか。ぼくたち私たちなんて

だめだ。ぼくたち私たちが、神様のために働くな

んてできるはずがないと、思ってしまうことはな

いだろうか。

　けれども、神様は違います。神様は、ぼくたち

私たちのような者でも豊かに用いてくださる、そ

ういうお方なのです。

　イスラエルの人々の前に、ペリシテ軍のゴリア

トという大巨人が立ちはだかりました。身長は、

280cm 以上です。50kg 以上の鎧を身につけていま

す。「サウルとイスラエルの全軍は、このペリシ

テ人の言葉を聞いて恐れおののいた」（11,24）と

聖書は言っていますから、みんな怖がっていたの

です。でもダビデは違いました。「ダビデは周り

に立っている兵に言った。『あのペリシテ人を打

ち倒し、イスラエルからこの屈辱を取り除く者は、

何をしてもらえるのですか。生ける神の戦列に挑

戦するとは、あの無割礼のペリシテ人は、一体何

者ですか。』」（26）。ダビデにとって、イスラエル

軍に対する挑戦、それは、聖書の神様への挑戦に

ほかならなかったのです。そして、ダビデは、ゴ

リアトに戦いを挑みます。ダビデには、自分は獣

から羊たちを守ってきたという自信がありました

（35－36）。

　そして、ダビデが手にしたのは、鎧や剣ではあ

りません（39）。何と彼が手にしたのは、滑らか

な小さな石五つと投石袋だけでした。「自分の杖

を手に取ると、川岸から滑らかな石を五つ選び、

身に着けていた羊飼いの投石袋に入れ、石投げ紐

を手にして、あのペリシテ人に向かって行った。」

（40）しかし、何とそれが、主なる神様によって

用いられたのです。

　「ダビデは袋に手を入れて小石を取り出すと、

石投げ紐を使って飛ばし、ペリシテ人の額を撃っ

た。石はペリシテ人の額に食い込み、彼はうつ伏

せに倒れた」（49）と、聖書は言っています。

　ぼくたち私たちの手の中にあるもので良いので

す。ぼくたち、私たちでいいのです。ぼくたち私

たちのような小さな者を、神様は、ご自分のお働

きのために、豊かに用いてくださるのです。大切

なことは、何か特別なことをするのではなくて、

日頃から使い慣れているもので、神様のために、

働くことなのです。そんな、ぼくたち私たちを神

様は、豊かに用いてくださるのです。

〈お祈り〉

　天の父なる神様。ぼくたち私たちのような、小

さな者を用いてくださることを感謝します。いま

持っているものを、あなたに献げます。お用いく

ださい。主イエス・キリストの御名によってお祈

りします。アーメン。
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	 7月10日	 「ダビデとゴリアト」	 小学科下級

〈ねらい〉

　ダビデはただ主なる神に依り頼んで勝利した。

主に依り頼む心をはぐくもう。

〈展開例〉

　イスラエルの敵であるペリシテ軍にゴリアトと

いう身長が3メートルもある物凄い兵士が現れ、

イスラエル軍に一騎打ちをいどみました。けれど

も、誰もがこわがって、とても戦おうとしません。

　このままではイスラエル軍は負けてしまいま

す。この時、ダビデは戦いに出ていたお兄さんた

ちのために食事を届けにきました。ダビデは、イ

スラエル軍の人たちが、あのゴリアトによって恐

れを抱いていることに気づきました。このままで

はイスラエル軍が負けてしまうのではないかと思

い、ダビデはサウル王に「わたしが戦いましょう」

と申し出ます。王から借りたよろいとかぶとは重

すぎるので、ふだん着のまま、石投げと5個の石

を持って立ち向かいました。　　	 　	

　ゴリアトは、相手が少年なので、ひどく馬鹿に

しました。しかし、ダビデは主の守りを信じて少

しも恐れず、石投げ器で1個の石をゴリアトの額

に命中させて倒してしまいました。こうして、サ

ウル王とイスラエル軍は戦いに勝利することがで

きました。

　どうしてダビデは巨人ゴリアトを倒すことがで

きたのでしょう？	それは、ダビデがこの戦いを

神様の戦いと信じ、神様が共にいて戦ってくださ

るのであれば必ず勝つことができると疑いません

でした。わたしたちも毎日の生活で本当に困って

しまうことや、寂しいときがあります。けれども、

神様が共にいてくだされば、困難をのりきる勇気

と力が与えられます。

　そのために、まことの勝利者である神様に祈り

ましょう。

〈お祈り〉

　神様。小さなダビデが、神様の力でゴリアトに

勝ちました。わたしたちも小さく弱い者ですが神

様が共にいてくださり、おそれや困難に勝てるよ

う祈ります。アーメン。

〈やってみよう〉

○作ってあそぼう

　用意するもの……厚紙、色マジックか色鉛筆、いらない紙

　作り方

　　①厚紙にいかにも強そうなゴリアトの絵を描く。

　　②厚紙が立つように後ろに厚紙でつい立てを作り貼る。

　　③一発でゴリアトを倒せるようにいらない紙を丸める。大きさや固さを工夫しよう！



─ 32 ─

	 7月10日	 「ダビデとゴリアト」	 小学科上級

〈ねらい〉

　私たちがまことの敵と戦い勝利するには神様が

共にいて戦い、守ってくださるという神様への純

粋なる信頼が求められることを学ぶ。少年ダビデ

のような子供でも神様を信じて祈る時、神様の御

用のために働くことができるということを伝えた

い。

〈展開例〉

1．今日の聖書箇所を共に読み、少年ダビデが強

靭な敵ゴリアトに勝利した勝因を振り返り、信仰

を深める機会とする。

○巨人ゴリアトはどんな戦い方をイスラエルに求

めたか？

　→ペリシテとイスラエル代表兵士の一騎打ちを

求めた。ゴリアトは自分の強さを誇示し、イ

スラエルをからかい、ばかにし挑発し続けた。

○サウル王やイスラエル兵はゴリアトの挑戦をう

けたか？

　→ゴリアトは3メートル近い体で力も強く、鎧

や兜も頑丈、鉄のやりの破壊力は高い。その

巨人ゴリアトの姿は恐ろしく強そうで、ゴリ

アトには勝ち目はないとおじけづいてしまっ

た。

○なぜダビデ少年は強靭なゴリアトと戦おうと

思ったのか？

　→少年ダビデは巨人ゴリアトのイスラエルへの

挑戦は神への挑戦、イスラエルをばかにする

ことは、神様をばかにすることだと思い、ゴ

リアトを許すことができなかった。「生ける

神の戦列に挑戦するとは、あの無割礼のペリ

シテ人は、一体何者ですか。」（16－26）

○なぜダビデ少年はゴリアトを恐れず戦うことが

できたのか？

　→ダビデはイスラエルの戦列の神、万軍の主が

共におられ戦ってくれることを信じ、勝利を

確信していたので、巨人ゴリアトをも恐れる

ことはなかった。

○ダビデ少年の戦い方は？

　→サウル王からもらった鎧と兜を脱ぎ捨て、丸

腰の姿だった。武器は普段羊飼いの番で使う

石投げの紐と石ころ、杖だけ。

　　　「わたしはお前が挑戦した、イスラエルの

戦列の神、万軍の主の名によってお前に立ち

向かう。」（17－45）

　　　神の力を得たダビデは石投げ紐で石を飛ば

し、ゴリアトの額を打ち、ゴリアト撃ち殺し

た。

2．子供たちにとってゴリアトに代表されるよう

な恐い存在や、自分たちの敵と感じているものが

あれば話しあってみましょう。

　そしてそんな時、祈ることによって神様が共に

いて私たち守ってくださるという信仰が深まるこ

とを教えたい。

〈祈り〉

　神様、あなたのみ名があがめられますように。

私たちは、自分ひとりでは戦うことができません。

神様の力が必要です。どんな困難なときでも祈り、

あなたを信頼していくことができる信仰を与えて

ください。
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	 7月10日	 「ダビデとゴリアト」	 中学科

　対話の手掛かりとして……。

①ダビデとゴリアトの物語は、幼い頃から何度も

聞いてきたという子どもたちも多いことでしょ

う。物語自体も一度聞いたら忘れることのでき

ない強い印象を与えます。少年ダビデが大男ゴ

リアテを石ころひとつでやっつけるというス

トーリは痛快そのものです。しかし、私たちは

英雄としてのダビデの姿を越えた、神さまの真

実を見出す必要があるのだと思います。

②このことはキリストの十字架と復活にも見られ

ることです。数年前の中高生会で、講師の先生

が、「私は『十字架の死が神からの呪いであった』

（ガラテヤ3:13）ということを初めて聞いた時、

大きな衝撃を受けた」とおっしゃっていました。

学生たちもその後の語り合いの中で、イエスさ

まの十字架が神さまから呪われた死であったと

いうことを、初めて知ったという人も多かった

のです。十字架で死んで復活なさるイエスさま

は素晴らしい英雄です。とてもカッコイイので

す。特に小さな頃から教会で育った子どもたち

は、イエスさまが大好きですから、イエスさま

を英雄視したくなる思いも分からないではあり

ません。しかし、そこに留まってしまうならば、

キリストの十字架の本当の意味、つまり十字架

の死がこの私のためだということが分からくな

るのではないでしょうか。十字架の弱さや愚か

さに躓かなくても（コリント一1:18）、十字架

を英雄視するところで、気付かないうちに躓い

てしまっていることがあるのです。

③さて、今回の物語は、ダビデとゴリアトとの戦

いと思われがちですが、聖書を丁寧に読んでみ

ると、「この戦いは主のもの」（47節）とあり

ます。ゴリアトと戦ってくださるのは、主御自

身です。そして私たちも主の戦いに参与するの

です。ですから信仰的な様々な戦いは、自分の

ためであると共に、主のために戦っているとい

うことでもあります。

④ところで、なぜイスラエルの人々はペリシテ人

を恐れたのでしょうか。（11節）ゴリアトの体

の大きさということもあるかもしれませんが、

根本的な恐れはもっと他のところにあります。

それは自分たちがイスラエルの民、つまり、神

の民であるということを忘れていたからです。

この時イスラエル全体が、私たちは誰であるの

かが分からなくなっていました。自分が誰であ

るのか、誰のものとされているのかが分からな

くなると、不安になります。一方ダビデは、ゴ

リアトを恐れることなく「無割礼のペリシテ人

は何者か」と言うのです。（26節）無割礼の者、

つまり神のものとされていない者を恐れる必要

はないのだというのです。ダビデとゴリアトの

戦いは、イスラエルが忘れていた「私たちは神

の民」であるというアイデンティティーを取り

戻す戦いでした。主がダビデをとおしてゴリア

トと戦われ、勝利されたことによって、イスラ

エルの民のアイデンティーの回復されたので

す。「全地はイスラエルに神がいますことを認

めるだろう。……ここに集まったすべての者は

知るだろう。この戦いは主のものだ。」（46，47

節）

⑤私たちの歩みの中にも様々な信仰的戦いがあり

ます。敵を前にして、恐れおののくことも少な

くありません。でも、その時に思い起こしてい

ただきたいのです。私たちが、神さまのものと

されていることを。また、主イエスにつながっ

ていることを一番実感できるのは教会ですか

ら、教会生活、礼拝生活を抜きには戦う力は与

えられません。主イエスは「わたしから離れて

は何もできない」（ヨハネ15:5）とおっしゃい

ました。イエスさまにつながっているがゆえに、

大丈夫という信仰をもって歩みましょう！
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　聖書には友情を表す言葉がありません。ヘブラ

イ人は、それを「契約を結ぶ」という言葉で表現

しました。「ヨナタンはダビデを自分自身のよう

に愛し、彼と契約を結び、着ていた上着を脱いで

与え、また自分の装束を剣、弓、帯に至るまで与

えた」（サムエル上18:3－4）。こうして、ダビデ

とヨナタンの友情は結ばれました。

　このダビデとヨナタンの友情を記す美しい物語

は、サムエル記全体の流れからいえば、王位に関

わる問題として取り扱われています。ペリシテ人

との戦いに勝利して宮廷に召し抱えられることに

なったダビデは、民衆の間でも、王の宮廷におい

ても、誰にも愛され、尊敬を集めましたが、その

ゆえに、サウル王はダビデに嫉妬し、殺意をいだ

くようになりました。その結果、ダビデはサウル

の迫害から逃れるため、宮廷を去り、難民として

荒野を逃げまわらなければならなくなります。

　そのようなダビデに、ヨナタンが命を救うため

に彼の逃亡に援助の手を差し伸べ、変わらない友

情を表したことを、この物語は伝えています。

　20章13～15節のヨナタンの言葉は、彼が次の

王位につくのが自然なのに、ダビデのためにそれ

を放棄し、彼を助け、ダビデにより、自分とその

家の将来を託そうとするものです。ヨナタンの名

には「主は与えた」という意味があります。ダビ

デに対する主の愛顧がヨナタンの友情を通して表

されます。

　新月祭の時に示す態度で、サウルが本当にダビ

デの命を狙っているか確かめるべく二人は行動し

ますが、ヨナタンはダビデに一つのことを要望し

ました。それは、ダビデが王位についた時、自分

と自分の子孫に対して、慈しみの態度を示して欲

しいという要望です。それは、新しい王は古い王

家一族の反逆の芽を根絶やしにするため、残虐な

仕打ちをもって臨むという風習を踏まえての嘆願

でありました。二人の友情は、根底に契約が存在

します。ダビデはこの契約に誠実です（サムエル

下9章）。

　ヨナタンは、本来なら自分が来るべき王となる

はずなのに、ダビデこそ王にふさわしい人物と認

め、彼の慈しみに期待し、自分と自分の子孫の命

を預けています。ダビデこそ主の選びの器である

という信仰があったからです。ヨナタンは「ダビ

デを自分自身のように愛していたので」(17)、ダ

ビデにその命を預けます。命を預けるという行為

には、そのような信仰が必要です。ヨナタンは、「わ

たしとあなたが取り決めたこの事については、主

がとこしえにわたしとあなたの間におられる」

(23) と言って、それが決して破り得ない取り決

めであることを強調しました。

　新月祭の時、限られた者だけがつくことが許さ

れる王の食卓が用意されました。用意されたのは、

王サウル、王子ヨナタン、王の従兄弟で軍の長ア

ブネル、そしてダビデが座る四つだけです。しか

しその最後の席にダビデはいません。ヨナタンか

らその理由を聞いたサウルは激怒し、ヨナタンを

激しく罵倒し、槍を投げつけました。ヨナタンは、

父の態度を見て父が本当にダビデを殺そうとして

いることを知り、ダビデにそのことを伝えます。

　二人は口づけし、共に激しく泣き、二人とその

子孫との間には、主が共におられることを確認し

て、断腸の思いで別れます。激しく抱きあい、口

づけして、共に泣く、その姿は実に感動的です。

この後、二人は再会することなく別の道を歩みま

すが、とこしえにいます主が二人の間を取り持ち、

その友情を支え、離れ離れになっても、二人を強

く結びつけています。両者の間には、常に主が聖

なる橋のように結節点として存在しています。後

にサウルとヨナタンがギルボア山の戦いで戦死し

たとの報を受けたとき、ダビデは、ヨナタンの友

情を、「女の愛にまさる驚くべきあなたの愛」（サ

ムエル下1:26）と言って、哀歌を歌っています。

	 （鳥井一夫）

※第25号（6月10日聖書研究）からの再掲載です。

	 7月17日	 「ダビデとヨナタン」	 聖書研究

	 テキスト	 サムエル記上　20章
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　ダビデは巨人のゴリアトを倒してヒーローにな

りました。けれども、サウル王はこのためにダビ

デを妬んで、憎み、そして、ダビデの命さえ狙う

ようになります。このことは、ダビデにはとても

辛く悲しいことだったでしょう。

　しかし、このダビデを助けたのがサウル王の子

ヨナタンでした。ヨナタンとダビデは友だちに

なって、ダビデにこんな約束をしました。「お父

さん、君のことを本当に殺そうとしているのかど

うか確かめてみよう。でも、もしお父さんが君の

ことを憎んで殺そうとしても、ぼくは君のことを

守ってあげる」。ダビデはどんなにうれしかった

でしょう。こうしてダビデとヨナタンは、どんな

ことがあっても友だちで居続けることを約束した

のです。

　翌日、ヨナタンはお父さんのサウルが、本当に

ダビデを殺そうとしていることを知ります。そこ

で、ダビデが隠れている野原に行って、弓矢で矢

を放ちました。「ピューン」（一本目）、「ピューン」

（二本目）、「ピューン」（三本目）。そして、家来

にその矢を拾いに行かせて、大きな声で叫びまし

た。

　「矢はもっと先だー」。これは、ダビデとヨナタ

ンの間だけでわかった暗号でした。「お父さんが

ダビデの命を狙っているから、逃げろ」という意

味でした。ダビデは逃げました。「ヨナタン、あ

りがとう！」心の中で感謝しながら……。

　こうしてダビデは、ヨナタンに守られ、無事に

サウルの手から逃げ、命を助けられました。ヨナ

タンはともだちを命がけで守りました。二人はこ

の先も色んなことがありましたけれども、ずっと

〈ともだち〉だったのです。

　〈ともだち〉がいるってすばらしいこと。〈とも

だち〉と一緒に遊ぶのも楽しいね。つらいことや

悲しいことがあっても、〈ともだち〉に励まされ

ることもあるよね。〈ともだち〉に悩みを聞いて

もらったりするとすごく安心します。ダビデとヨ

ナタンもそんな〈ともだち〉でした。

　でも一番、たいせつなことは、〈ともだち〉か

ら何かをしてもらうことではなくて、あなたが〈と

もだち〉に何をしてあげるかです。わたしたちは

どうしてか、いつも自分がしてもらうことばかり、

求めがちになります。でも、ほんとうの〈ともだ

ち〉は自分が、してもらうことばかりは求めませ

ん。目の前にいる〈ともだち〉がほんとうに、何

を必要としているのか、何をしてほしいと思って

いるかということにも、心を向けます。

　〈ともだち〉というと、みんなは「わたし」と「あ

の人」という1対1の関係のことばかりを思うか

もしれません。けれども、きょう、教会に集って

いるみんなに知って欲しいことがあります。〈と

もだち〉の関係っていうのは、それだけじゃない

ということ。ではなんでしょうか？

　それは、「わたし」と「あの人」の間に、「神さ

ま」が入ってくださるということです。ダビデと

ヨナタンが、何があっても仲良しで居続けること

ができたのは、神さまに間に入ってもらっていた

からです。二人は神さまの前でともだちであるこ

	 7月17日	 「ダビデとヨナタン」	 説教展開例

	 テキスト	 	 サムエル記上　20章

	 参照カテキズム	子どもカテキズム　問4，65

〔単元のねらい〕

　ダビデとヨナタンの友情の物語である。子供たちにとっては最大の関心事のひとつである〈ともだち〉

がここでの主題となる。主イエスとの交わり、人と人との交わりの恵みを分かち合いたい。

「〈ともだち〉になろう」
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とを約束しました。そして、神さまが支え続けて

くださったからほんとうの〈ともだち〉で居続け

ることができました。

　先生は、こどもの頃になかなか〈ともだち〉が

できずに悩んでいたことがあります。とっても、

さびしいなあ？	と思っていました。自分だけの

け者にされているように思っていたこともありま

す。せっかく〈ともだち〉になっても、喧嘩をし

て離ればなれになってしまったこともありまし

た。

　みんなの中にも、「ぼくには〈ともだち〉がい

ないなあ」、「わたしには〈ともだち〉がいないな

あ、さびしいなあ」という人もいるかもしれませ。

でも心配しないでください。大丈夫ですよ。イエ

スさまを信じて教会に集っているみんなにも必ず

〈ともだち〉ができます。

　先生も教会に来て〈ともだち〉できましたよ。

それは誰でしょう？　

　一番の〈ともだち〉はイエスさまです。

　イエスさまが〈ともだち〉っていうのはおかし

いかな？	イエスさまは神さまであっても、〈とも

だち〉ではないと思うかもしれません。

　でも、イエスさまは〈ともだち〉になってくだ

さったのです。ほんとうの〈ともだち〉です。ぼ

くたちを命がけで守ってくださる、そんな〈とも

だち〉。ちょうど、ヨナタンがダビデを守ったよ

うな〈ともだち〉です。イエスさまはどんな時も、

わたしたちと一緒にいてくださる〈ともだち〉で

す。このイエスさまを知って本当によかったと

思っています。そして、イエスさまは、みんなに

「〈ともだち〉になろうよ」と言っておられるので

すよ。とてもすばらしいことですね。

　教会でできた〈ともだち〉もいます。教会の〈と

もだち〉は特別、たいせつな人です。神さまを信

じている〈ともだち〉。みんなも教会に来ている

と教会できっと〈ともだち〉ができますよ。この

教会だけではなく、中会の他の教会に〈ともだち〉

が見つかるかもしれませんね。ダビデとヨナタン

のような〈ともだち〉がわたしたちにもできます

ように。

　今は、すごく〈ともだち〉ができずにさびしい

なあ、そんな寂しい思いをしている人たちが、た

くさんいるように思います。みんなの周りにもそ

んな人がいるかもしれません。大人の人たちにも

たくさんいます。その人たちのためにもお祈りし

ましょう。ひとりでも多くの人たちにイエスさま

のことを知って欲しいです。	 （橋谷英徳）

	〔今週の暗唱聖句〕	 サムエル記上	20章42節

わたしとあなたの間にも、わたしの子孫とあなたの子孫の間にも、主がとこしえにおられる。
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	 7月17日	 「ダビデとヨナタン」	 幼稚科

〈ねらい〉

　神様に信頼して歩んでゆくときに、神様は素晴

らしい友だちを与えて、ぼくたち私たちを助けて

くださいます。今日はダビデとヨナタンの友情物

語から、お友だちの大切さについて、御言葉に聴

きたいと思います。

〈展開例〉

　みんな、お友だちがいるかな？	どうだろうか、

本当に大切なお友だちをもっているかな（しばら

く考えさせる）。

　ダビデは、ゴリアトを倒して、一躍イスラエル

のヒーローとなりました。多くの人たちが、ダビ

デの周りに寄って来ました。そして、ダビデをほ

めたたえました。

　「女たちは楽を奏し、歌い交わした。『サウルは

千を討ち／ダビデは万を討った。』」（18:7）。

　女たちが歌い交わしたこの言葉が、サウルの心

を傷つけました。そして、サウルはダビデのこと

がきらいになって、ダビデのことを憎むようにな

りました。そして、ダビデの命さえ狙うようになっ

てしまったのです。ダビデはサウルに対して何も

していません。でも、一方的に命をつけ狙われて

いくようになってしまったのです。このことは、

ダビデにとって、どんなにか辛いことであったで

しょうか。

　その間に立ったのが、サウルの息子ヨナタンで

した。自分のお父さんが、自分の心からの友だち

の命をつけ狙っているのです。このことは、ダビ

デを辛くしただけではなくて、自分のお父さんと

友だちの間に立つヨナタンを苦しめました。そし

て、ヨナタンは、お父さんがダビデを本当に殺そ

うとしているのを知るのです。

　ヨナタンは、ダビデが隠れている野で、弓矢を

射ることにしました。これは暗号でした。三本の

矢を射るのです。そして、それがダビデが隠れて

いる所よりも、もっと先に落ちれば、それは、サ

ウルがダビデを殺そうとしているという暗号でし

た（37）。ヨナタンはダビデに逃げろ !!	と声を

かけました。

　「従者が帰って行くと、ダビデは南側から出て

来て地にひれ伏し、三度礼をした。彼らは互いに

口づけし、共に泣いた。ダビデはいっそう激しく

泣いた」（41）。

　こうしてダビデは、ヨナタンの温かい愛の心に

よって、サウルの手から守られました。

　「ヨナタンは、ダビデを自分自身のように愛し

ていたので、更にその愛のゆえに彼に誓わせて」

（17）と聖書は言っています。ヨナタンはダビデ

のことを自分のことのように愛していたので、お

父さんとの板挟みの中でも、ダビデを心から助け

ることができました。

　神様は、ぼくたち私たち一人ひとりにも、素晴

らしいお友だちを与えてくださいます。そして、

折りにかなった助けを与えてくださるのです !!

〈お祈り〉

　天の父なる神様。ぼくたち私たちにも、素晴ら

しいお友だちを与えてくださって、心から感謝を

いたします。主イエス・キリスト御名によってお

祈りします。アーメン。
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	 7月17日	 「ダビデとヨナタン」	 小学科下級

〈ねらい〉

　友情、信仰のきずなに結ばれた友だちが与えら

れることを求めよう。

〈展開例〉

　羊飼いのダビデはサウル王の家来になりまし

た。彼は主をおそれ、竪琴がうまく、また、ペリ

シテ軍の巨人ゴリアトを倒すほど強く勇ましい若

者でした。サウル王の子供ヨナタンとダビデは親

友になり、ヨナタンは上等な王子の上着や武器な

どを与え、自分の命のようにダビデを愛しました。

ところが、ダビデが戦いで手柄をたて、だんだん

有名になってくると、サウル王はダビデを憎むよ

うになったのです。サウル王は何度もダビデを殺

そうとし、ついに槍を投げつけました。ヨナタン

は夜中にダビデを遠い荒野に逃がしてあげまし

た。

　ダビデはサウル王の追跡を逃れて、荒野をさま

よいましたが、主を信じ、サウル王を少しも恨み

ませんでした。

　その後、サウル王とヨナタンはペリシテ軍との

戦いで戦死してしまいました。ダビデの悲しみは

どれほどのものだったでしょう、親友が亡くなっ

てしまったのです。

　わたしたちもさまざまな出会いと別れを経験し

ます。大好きなペットとの別れ、仲良くなったお

友だちの引越し、それらすべては神様のご計画で

す。心から信頼できるお友だち、同じ信仰を持っ

たお友だちも神様が与えてくださいます。

　それにもまして、わたしたちの人生の最後まで、

ずっと変わらずにお友だちでいてくださるお方は

イエス様です。イエス様はわたしたちが神の国に

入るまで導いてくださいます。

〈お祈り〉

　神様。わたしたちに日曜学校のお友だちを与え

てくださり感謝します。また、イエス様がわたし

たちの友だちとなり、わたしたちを救ってくださ

ることを感謝します。アーメン。

〈やってみよう〉

○作ってみよう

　用意するもの……画用紙、色マジックか色鉛筆、ハサミ

　作り方

　　①画用紙を細長く切る。

　　②切った紙を半分に折り、またそれを半分に折る。

　　　（これは自由に何等分してもよい）

　　③「手」になるところがつながるように人の輪郭を描き、

　　　ハサミで切る。

　　④大切なお友だち、教会のお友だちなどを思い浮かべて、

　　　顔を描いたり色塗りをする。

　　☆一人のお友だちと自分の場合は、半分に折ればいいね！

　　　描きたい人の人数にあわせて折る数を考えよう。
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	 7月17日	 「ダビデとヨナタン」	 小学科上級

〈ねらい〉

　ダビデとヨナタンはともに神様を心から信頼

し、信じていた。だから二人の友情の根底には愛

と憐れみと恵みに富みたもう神がいつもおられ

た。そのような二人は離ればなれになっても、ど

んな状況下にあってもその友情は温かく強く固く

結ばれていて崩壊することはない。

〈展開例〉

　皆には友達がいるでしょう。その友達とはどの

ような関係でしょう。テレビで見た物語を話し

合ったり、読んだ本の内容を話したり、ふだん思っ

ていることを語り合ったり、楽しく遊んだり、時

にはけんかをしたり、助け合ったりしていること

でしょう。

　そんな友達がいることは毎日の生活を楽しくす

るし、学校へ行くのも楽しくなるし、とても有意

義なことですよね。

　今日はダビデとヨナタンの美しい友情のお話を

しましょう。

　少年であったダビデはイスラエルとぺリシテ人

との戦いに於いて、命をかけて戦いました。そし

て、無敵と言われたぺリシテ人の巨人ゴリアトを

石を投げて倒し、イスラエルに大勝利をもたらし

ました。この勝利の背後には神様の力が働いてい

ることは忘れてはなりませんが、その結果、ダビ

デはサウル王の宮廷につかえるようになり、そこ

でヨナタンと初めて知り合ったのです。

　イスラエルに勝利をもたらす働きをしたダビデ

は国民の間に大いに尊敬され、サウル王よりも人

気がありました。サウル王はそのことでダビデに

嫉妬し、彼を殺害しようと計画します。そのこと

をサウル王の息子であるヨナタンは知り、自分が

父サウル王にとりなすことをダビデに約束しま

す。

　ここでサウル王、ヨナタン、ダビデの関係を見

てみると、ダビデは神様によってサウル王の次の

王様になることを告げられています。サウル王は

自分の次の王は当然息子のヨナタンに継がそうと

考えていたことでしょう。何故なら古代において

は、新しい王は古い王家一族の反逆の芽を根絶や

しにするために残虐な仕打ちをするという風習が

あったからです。そうなると、もしダビデがサウ

ルの次の王となれば、サウル王一族は皆殺しにさ

れると、サウル王は思っていたのです。

　しかし、ヨナタンはダビデを王にふさわしい人、

神様が王に選ばれる人物であると認め、ダビデを

自分自身のように愛していました。そしてダビデ

が王位に就いたとき、自分と自分の子孫に慈しみ

の態度で臨んでほしいと要望します。ヨナタンに

しっかりした信仰がなければこのようには考えな

かったでしょう。

　ダビデはこの要望を受け入れ、誠実に実行して

いきます。ヨナタンとダビデとの友情には神様の

恵み深い愛がお互いの思いや行為を通して表わさ

れています。

　サウル王のダビデに対する殺意が明確になった

とき、二人はともに激しく泣き、二人とその子孫

との間には神様が共におられることを確認し、断

腸の思いで別れ、ダビデは一人で逃亡生活を送る

ことになります。その後、二人は再会することな

く、別々の道を歩みますが、神様は、二人が離れ

ていてもその友情を支え、強く結び付けられます。

　後にサウルとヨナタンはぺリシテ人との戦いで

戦死しますが、ダビデはサウルとヨナタンを含む

三人の息子の遺体を丁重に火葬に付しました。

〈祈り〉

　神様。今子供たちの間で、いじめや孤立化が多

くなっていると聞いています。どうか子供たち一

人ひとりに神様のお導きによって信仰を与えてく

ださり、お互いに信じあえる友達をたくさん与え

られ、ダビデとヨナタンのような友情を持ってみ

んなで仲良くしていくことが出来るようにしてく

ださい。
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	 7月17日	 「ダビデとヨナタン」	 中学科

　対話の手掛かりとして……。

①信仰の友が与えられることは、神さまから与え

られる大きな恵みのひとつです。信仰生活は、

決して自分ひとりで築き上げていくことはでき

ません。教会共同体に代表されるように、信仰

にある家族や友人が必要です。私も短いなりに

信仰生活を振り返ってみるとき、多くの兄弟姉

妹の支えや祈りがあったことに感謝していま

す。自分が気落ちしている時には、周りの仲間

が自分に代わって神さまを賛美してくれまし

た。その歌声や祈りに、巻き込まれる中で、段々

と病んだ魂がいやされる経験をしました。

②ダビデとヨナタンの友情物語の背後には、ダビ

デに対するサウル王の憎しみ、妬みがありまし

た。ダビデの活躍をよく思わないサウルは、ダ

ビデの命を奪いたいと思うほどの妬みを持って

いたのです（サムエル下19:9－11）。ダビデは

サウルの殺意を恐れ、逃亡生活の苦しみの中に

ありました。ダビデが、生死の境目を彷徨って

いた時に、彼を支えたのがサウルの息子ヨナタ

ンでした。苦難や試練に陥っている時、信仰の

友が与えられているというのは、ダビデだけで

はなく、私たちにとっても大事なことです。生

死を分けると言っても、過言ではありません。

③私たちは、何をもって自分の友だちを「友」と

呼ぶのでしょうか。趣味や性格が合うから友だ

ちなのでしょうか。もちろんそれらは大事なこ

とだと思います。でも、考えてほしいのは、友

だち関係が上手くいかなくなることもよくある

ということなのです。友だち関係だけではなく、

あらゆる人間関係において言えることですが、

いったん、互いの関係にひびが生じると、修復

することが困難になります。「私たちは友だち

だから、家族だから大丈夫！」という理由では

どうすることもできません。友情の拠り所が、

もし人間の中にあるとするならば、それは極め

て危ういものになってしまいます。

④では、ダビデとヨナタンの場合は、何がふたり

を結び合わせていたのでしょうか。23節には、

「わたしとあなたが取り決めたこの事について

は、主がとこしえにわたしとあなたの間におら

れる」とあります。42節には「主がとこしえ

におられる、と主の名によって誓い合った」と

あります。ふたりの友情を結び合わせていたも

のは自分たちではなく、神さまが共にいてくだ

さるという恵みです。自分たちの決意の強さに

よってではなく、主が私たちたちを守ってくだ

さるという信頼がふたりの中にあったのです。

⑤主イエスも、弟子たちのことを「わたしはあな

たがたを友と呼ぶ」（ヨハネ15:5）とおっしゃっ

てくださいました。ダビデとヨナタンの友情は

（16節では「契約」と呼ぶ）、主イエスと私た

ちの間でも結ばれました。神さまは、私たちの

友となってくださるために、御子イエスをお遣

わしになり、主はご自身の命を十字架でささげ

てくださいました。十字架の愛が、神さまと私

たちの間に、まことの友情を造り出したのです。

そして、キリストの友である私たちは、誰かの

友になること、「互いに愛し合うこと」へと召

されています（ヨハネ15:12）。

⑥信仰の友といえども、意見の違いがあり、時に

は憎しみさえ生まれることがあります。罪深い

自分の惨めさに失望することもあるでしょう。

信仰生活なんてどうせ綺麗事だ、ダビデとヨナ

タンの美しい友情なんて、私たちの間にはない

関係のない話だと、思ってしまうこともあるか

もしれません。しかしその時にこそ、思い起こ

しましょう！	まことの友である、キリストの

十字架の愛を！
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〔主の慈しみに満ちたダビデへの契約〕

　ダビデは王として最初の七年六か月の間ヘブロ

ンでユダを治め、三十三年の間、エルサレムでイ

スラエルとユダの全土を統治し、実に四十年間王

位にありました（サムエル下5:4,5）。エルサレ

ムは、山に囲まれた要害でエブス人という異邦人

の町でした。ダビデはこの要害を奇襲して陥れ、

この町を「ダビデの町」と呼び、周囲に城壁を築

き、ついにここに安住することになります (5:9，	

7:1)。

　このとき、ダビデは主の箱をエルサレムへ運び

入れ、天幕の中に安置すると、主の御前に焼き尽

くす献げ物と和解の献げ物をささげました

(6:11)。

　そして、ダビデは、「わたしはレバノン杉の家

に住んでいるが、神の箱は天幕を張った中に置い

たままだ」(7:2) と言い、神の箱のために特別の

場所を建築する必要を覚えます。この時、預言者

ナタンに「あなたがわたしのために住むべき家を

建てようというのか。わたしはイスラエルの子ら

をエジプトから導き上った日から今日に至るま

で、家に住まず、天幕、すなわち幕屋を住みかと

して歩んできた」との主の言葉が臨みます (7:5,	

6)。これは、まことの神の臨在するところは人の

建造物ではないという否定を含みながらも、まこ

との神、主自ら定められるところに建てられるこ

とをかえって、明らかにするものです。

　実際に、「ダビデは神の御心にかない、ヤコブ

の家のために神の住まいが欲しいと願っていまし

たが、神のために家を建てたのはソロモンでした」

（使徒言行録7:46）。しかしながら、この時、い

わば、ダビデの息子ソロモンの神殿建設の基礎と

も言える大切な神の契約がダビデと取り交わされ

ることになります。このダビデへの契約は、「主

があなた（ダビデ）のために家を興す。あなたが

生涯を終え、先祖と共に眠るとき、あなたの身か

ら出る子孫に跡を継がせ、その王国を揺るぎない

ものとする。この者がわたしの名のために家を建

て、わたしは彼の王国の王座をとこしえに堅く据

える」（サムエル下7:11－13）という、主がダビ

デとその子孫を祝福されるという慈しみに満ちた

ものでした。

〔ダビデへの契約とキリストにある喜び〕

　ダビデは、思いがけないこの祝福に満ちた主の

言葉を聞き、感嘆の叫び声をあげて、「主の御前

に出て座し」、「主なる神よ、何故わたしを、わた

しの家などを、ここまでお導きくださったのです

か。……あなたは、この僕の家の遠い将来にかか

わる御言葉まで賜りました」と祈ります（7:18

以下）。

　そして、ダビデは、主なる神がイスラエルを救

い出してくださり御自分の民とされたみ業をほめ

たたえ、エジプトと異邦の民とその神々からイス

ラエルの民を救い出してくださったことを感謝す

るのです。そして、神の約束のみ言葉に基づいて

祈ることによって、「勇気を得ました」(7:27) と

告白します。さらに、「主なる神よ、あなたは神、

あなたの御言葉は真実です。あなたは僕にこのよ

うな恵みの御言葉を賜りました。どうか今、この

（あなたの）僕の家を祝福し、とこしえに御前に

永らえさせてください。主なる神よ、あなたが御

言葉を賜れば、その祝福によって（あなたの）僕

の家はとこしえに祝福されます」(7:28,	 29) と

祈りは締めくくられます。

　実に、このダビデへの契約は、「アブラハムの

子ダビデの子」（マタイ1:1）イエス・キリスト

の降誕という驚くべき神のみ業において、わたし

たちの住む世界のただ中に実現しました。使徒言

行録13章23節で「神は約束に従って、このダビ

デの子孫からイスラエルに救い主イエスを送って

くださったのです」と言われているとおりです。

この神の契約にしっかり立って救いの恵みを共に

受け継ぎつつ、主イエスに喜びと感謝をささげま

しょう。	 （宮武輝彦）

※第25号（6月17日聖書研究）からの再掲載です。

	 7月24日	 「ダビデへの契約」	 聖書研究

	 テキスト	 サムエル記下　7章
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　サウルとの戦いに勝って、ダビデはようやくイ

スラエルの王さまになりました。王さまになった

ダビデは、やがてエルサレムを都とします。周囲

の敵はすべて退けられて、ダビデにも平和な毎日

が訪れ、レバノン杉でできた大きくて頑丈な宮殿

を建てて、そこに住むようになりました。そんな

ある日のことですダビデは預言者ナタンに言いま

す。「見なさい。わたしはレバノン杉の家に住ん

でいるが、神の箱は天幕を張った中に置いたまま

だ」(2)。

　ナタンは王に言います。「心にあることは何で

も実行なさるとよいでしょう。主はあなたと共に

おられます」(3)。

　ダビデは、ふと気づいたのでした。自分は立派

な家に住んでいるのに、神さまはそうじゃないと

いうことに。

　「ああ、なんて神さまに申し訳ないことをして

いるのだろう。なんて恩知らずなのだろう。神さ

まは私に恵みをくださったのに、私の方は神さま

に何もしてあげていないではないか。」

　ダビデはこのように思ったのでした。そこで、

ダビデは神さまのための家を建てたいと言い出し

たのです。そして、神さまに仕えている預言者の

ナタンに相談したのでした。ナタンは、それは良

いことだからしたらよいでしょうと賛成してくれ

ました。

　けれども、その夜のことでした。神さまは、こ

のダビデの願いを退けられました。

　これはとても不思議なことに思われます。せっ

かくのダビデからの申し出を神さまは喜ばれず

に、お断りになりました。なぜなのでしょうか？

　理由の一つは、神さまは人間とは違う方だから

です。神さまは人から何かをしてもらわなければ

困られるような方ではありません。

　ダビデは神さまの恵みにお返しをしようとしま

した。でも神さまの恵みに対して、どんなお返し

をすることができるでしょうか。私たちも、神さ

まからたくさんの恵みをいただいていますが、と

てもではありませんが、お返しすることはできま

せん。

　ダビデは神さまのために家を建てると言いまし

た。でもどうでしょうか。神さまがお住まいにな

る家を、ダビデが建てることができるでしょう

か？　神さまは、私たちの目には見えない聖なる

お方です。その神さまのお住まいを造ることは人

間にはとてもできないことなのです。

　神さまは、美しい宮殿に住むことも、一つの場

所にじっとしておられることも、お望みにはなら

れなかったのです。それは、神さまにはもっと大

きな計画、もっと大きなお仕事があったからです。

神さまはダビデが思ってもみなかった大きな計画

をもっておられ、それを成し遂げようとなさって

おられたのです。このことが一番、大きな理由だっ

たのです。

　ですから、神さまは、ダビデにこうおっしゃい

ました。「あなたがわたしのために家を建てるの

ではない。わたしがあなたのために家を建てる。

わたしはあなたの王国を確かなものとする。あな

たの子孫から救い主が生まれます。あなたの国は

これから先もずっと続きます」。

	 7月24日	 「ダビデへの契約」	 説教展開例

	 テキスト	 	 サムエル記下　7章

	 参照カテキズム	子どもカテキズム　問23，24，37

〔単元のねらい〕

　主は神殿の建築を願ったダビデの願いを退けられた。しかし、そこで主はダビデを祝福して、ダビデ

との間に契約を結ばれた。神の恵みの契約の恵みを覚えて、喜び感謝しよう。

「家を建ててくださる神さま」
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　神さまのお仕事は、イスラエルだけではなく、

この世界に、神さまの救いが実現していくという

ことでした。そして、神さまはこの約束どおりに、

ダビデの子孫から救い主であるイエスさまを誕生

させられました。

　神さまは今も、大きな救いの計画をもっておら

れ、救いの御業を行なっておられます。

　ダビデは、神さまのために家を建てたいと言っ

たのですが、神さまに断られてしまいました。逆

に、神さまからは、「わたしはあなたのために家

を建てる。救い主があなたの子孫から生まれる」、

そういう約束を聞くことになりました。ダビデは

せっかくの申し出を断られて、ショックだったで

しょうか。そうではありません。ダビデはこのこ

とを喜びました。神さまが思っていたよりもずっ

とずっと大きな方であることがわかってうれしく

思いました。そして、神さまがこの世界に救い主

をお与えになろうとしていることを知ってうれ

かったのです。ダビデは、このことを感謝してお

祈りをしました。

　神さまも、このダビデの祈りを聞いて、とても

喜ばれたでしょう。家を建ててもらうことよりも、

神さまはこのダビデのお祈りを喜ばれたに違いあ

りません。

　私たちもみんな神さまからたくさんの恵みをい

ただいています。神さまの恵みを数えてみましょ

う。神さまに感謝しましょう。お祈りましょう。

きっと天にいらっしゃる神さまはみんなのお祈り

を喜んでくださいます。	 （橋谷英徳）

	〔今週の暗唱聖句〕	 サムエル記下	7章11，12節

主があなたのために家を興す。あなたが生涯を終え、

先祖と共に眠るとき、あなたの身から出る子孫に跡を継がせ、

その王国を揺るぎないものとする。
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	 7月24日	 「ダビデへの契約」	 幼稚科

〈ねらい〉

　神様は、私たちが考えているよりも、もっともっ

と大きなお方であることを、御言葉から考えま

しょう。

〈展開例〉

　皆にとって、神様って、どんなお方だろうか？

（少し考えてみる……）

　実は神様というお方は、ぼくたち私たちが考え

るよりも、ずっとずっと大きなお方なんだね。

　ダビデが王様になって、イスラエルはとても安

定していました（1）。

	「王は預言者ナタンに言った。『見なさい。わた

しはレバノン杉の家に住んでいるが、神の箱は天

幕を張った中に置いたままだ。』」（2）。

　ダビデは、自分だけがりっぱな家に住んで、神

様のために大きなお住まいがないので、ぜひ神様

のために素晴らしいお住まいを建てようとしたの

でした。ダビデと一緒にいたナタンという人もそ

のことを勧めたのですが、神様は「あなたが生涯

を終え、先祖と共に眠るとき、あなたの身から出

る子孫に跡を継がせ、その王国を揺るぎないもの

とする。この者がわたしの名のために家を建て、

わたしは彼の王国の王座をとこしえに堅く据え

る」（12－13）と言われました。

　結局は、ダビデ王の子供であるソロモン王が神

のお住まいである神殿を建てることになります。

でも、よく考えてみれば、神様は美しい神殿に住

むことも、一つのところに、ずっとおられること

もありません。神様は一つところにしばられるこ

とは絶対にないのです。

　それは神様には、もっともっと大きな御計画が

あったのです。それがこの御言葉です。

　「わたしは慈しみを彼から取り去りはしない。

あなたの前から退けたサウルから慈しみを取り

去ったが、そのようなことはしない。あなたの家、

あなたの王国は、あなたの行く手にとこしえに続

き、あなたの王座はとこしえに堅く据えられる。」

（15－16）

　神様は、ダビデの王国がずっと続くだけではな

くて、ダビデのずっとずっとずっと後の子供から、

救い主イエス・キリストがお生まれになることを

約束されたのです。

　「神は約束に従って、このダビデの子孫からイ

スラエルに救い主イエスを送ってくださったので

す。」（使徒言行録13:23）

　そして、神様はお約束の通り、ぼくたち私たち

のために、救い主、イエス・キリストを生まれさ

せてくださったのです。

　ぼくたち私たちに対する神様のご計画は色々あ

ると思います。ぼくは将来こうなりたい、わたし

はこれになりたいと、色々とあると思います。で

も神様は、ぼくたち私たちのために、一番良いこ

とをしてくださるのです。神様を信じていきま

しょう !!

　神様は素晴らしいことをしてくださるので

す !!

〈お祈り〉

　天の父なる神様。ぼくたち私たちの思いを超え

て素晴らしいことをしてくださる神様を信じるこ

とができるようにしてください。主イエス・キリ

ストの御名によってお祈りします。アーメン。
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	 7月24日	 「ダビデへの契約」	 小学科下級

〈ねらい〉

　主の神殿建築を願うダビデを祝福し、契約を結

ばれた。契約の真実を喜ぼう。

〈展開例〉

　サウル王も、ダビデの大親友であったヨナタン

も、ペリシテ軍との戦いで死んでしまいました。

イスラエルの王様になり、神様の祝福を賜ったダ

ビデは、エルサレムに移り住みました。そして、

この町に住むすべての人が神様を中心にして、礼

拝を中心に生活できるように願いました。

　しかし、よく見れば、ダビデ自身はレバノン杉

で作られた立派な家に住んでいるのに、神様が与

えてくださった十戒の入った契約の箱をおさめて

いるところは、みすぼらしい幕屋（テント）でし

た。そこで、ダビデは神様のために立派な神殿を

建てようと決心しましたが、預言者を通して伝え

られた神様の言葉は、ダビデの申し出を断るもの

でした。

　神様は人の建てた家に住むことはなさらない、

とおっしゃいました。そして、それどころ	か、神

様の方から、イスラエルとダビデのために家を興

し、ダビデの王国がその子孫にいたるまで平安に、

安らぎのうちに過ごすことができるように、約束

（契約）してくださいました。

　このダビデの子孫からイエス・キリストがお生

まれになります。この方がまことの神様の神殿を

建ててくださいました。キリストの十字架と復活

を土台とするキリストの教会です。キリストを礎

として、神様を礼拝する神の民が世界中に起こさ

れ、わたしたちもその一枝として、今日も礼拝を

ささげています。神様は人の思いを遥かに超えて、

目に見える立派な神殿でなく、目には見えません

が世の終わりまで続くキリスト教会を祝福する約

束をしてくださいました。

〈お祈り〉

　神様。今わたしたちが毎週通っているこの教会

を、ずっと昔から祝福してくださり感謝します。

これからもこのお恵みを忘れないで、真の神様を

礼拝することができるよう祈ります。アーメン。

〈やってみよう〉

○聖書を開いて考えよう

　ばらばらにした聖句を紙で作ります。それらを並べて聖句を完成しましょう。

																																																																											

　　地上の大いなる者に並ぶ名声を与えよう																															

																																																																											

　　わたしは共にいて																																																		

																																																																											

　　あなたがどこに行こうとも																																													

																																																																											

　　あなたの行く手から敵をことごとく断ち
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	 7月24日	 「ダビデへの契約」	 小学科上級

〈ねらい〉

　主なる神は恵みに富み、慈しみ深く、忍耐強い

お方です。また神の御言葉は真実で約束を忠実に

果たしてくださいます。ダビデは篤い信仰をもっ

て神の御言葉を第一とし、すべてを神にゆだね、

神を深く信頼し常に賛美と感謝をささげていま

す。神はこのようなダビデを信頼され祝福して、

ダビデの子孫によって永遠の王国をたてると約束

されます。この約束はダビデの子孫である救い主

イエス・キリストがお生まれになることによって

実現するのです。

〈展開例〉

　みんなはお父さんやお母さん、友達、そして色々

な人と約束するでしょう。その約束をちゃんと

守っていますか。約束を守り責任を果たすことは

大変重要なことです。神様もダビデに約束されま

した。その約束をダビデがどのように信頼し、果

たしていったのでしょうか。ダビデの熱心な信仰

が今のみんなの平安と喜びにつながっているお話

をしましよう。

　ダビデは神様の御心にどこまでも忠実で、こと

の成り行きを常に神様にゆだね、良いか悪いかの

判断を自分の都合ではなく、神様の御心にかなっ

ているかどうかによって決める、神様を畏れ敬う

人でした。このようなダビデに対して、神様は、「僕

ダビデの手によって、私の民イスラエルを敵の手

から救う」「わが民イスラエルを牧するのはあな

ただ、あなたがイスラエルの指導者となる」と約

束されました。

　この約束を信じて神様の御心を第一とするダビ

デは、敵であるぺリシテや他の種族と戦って勝利

し、イスラエルとユダの全土を統治する王とされ

ます。ダビデは神様に祝福され、神様の約束は実

現していきます。このことから明らかになったこ

とは、すべては神様が支配されており、ダビデは

神様の御心を実現するために仕える神の器、神様

の忠実な僕だということです。

　神様はダビデに示された約束に忠実であられま

した。ダビデもまた神様に忠実に応答し、王位を

獲得し、王権を確立します。そこでダビデは他所

にあった「神様の契約の箱」をエルサレムに移し、

そこに神様が住まわれる神殿を建てたいと神様に

願います。しかし、神様はこれを許されません。

ダビデは神様から恵みをいっぱいいただいて立派

な宮殿に住んでいる、だから、そのお返しに神殿

を建てたいと神様に願ったのですが、神様はお断

りになりました。何故でしょうか。神様は人から

感謝や賛美はお受けになりますが、何かしてもら

うことはお喜びになりません。私たちもたくさん

の恵みをいただいていますが、お返しをすること

などとてもできません。まして神様のお住まいを

造ることは人間には出来ないことなのです。

　神様は、人間にはとても考えられないような大

きなご計画を持っておられます。その計画は、す

べての人を救い、永遠の命を与え、人間が希望と

喜びを持って平安に生きることのできる平和な世

界を創り上げることです。そのような神様ですか

ら、人間が考えるように美しい神殿に住んでゆっ

くりしようなどとは考えておられないのです。

　神様はダビデに神殿建築はお断りになりました

が、その願いは汲み取られ「彼の子孫によって永

遠の王国を建てる」と約束されました。この約束

はダビデの子イエス・キリストがお生まれになる

ことによって実現するのです。そのイエス・キリ

ストの十字架とご復活による福音を信じることに

よって、私たちは罪赦され、希望を持って平安に

生きることが出来るのです。ご復活された主イエ

ス・キリストのお体が神様の神殿であり、それが

教会なのです。この教会を通して神様がご計画さ

れている平和な世界が実現していくのです。

　これが神様がダビデと結ばれた契約の真実で

す。私たちは神様のこの約束を信じて歩んでいき

ましょう。

〈祈り〉

　神様。神様がダビデと結ばれた契約を実行して、

御子イエス・キリストをこの世にお送りくださ

り、感謝します。私たちも神様の御心に忠実に従っ

て歩むことが出来ますようにお導きください。
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	 7月24日	 「ダビデへの契約」	 中学科

　対話の手掛かりとして……。

①自分によくしていただいた方に感謝を表わすこ

とは、人間関係を築き上げていくうえで欠かす

ことのできないものです。もし、お礼を言わず、

感謝の意を表わさなければ、相手に対してたい

へん失礼にあたります。また、感謝を表わす場

合も、それをどのようなかたちで表わせばよい

のかが分からなくなることもあります。これく

らいで相手に喜んでいただけるだろうか、もっ

とした方がいいのだろうか。感謝を表わすとい

う行為の中にも、ついつい相手の心を気にして

しまうところがあるのです。

②そのことが、神さまに対する感謝にも表れてき

ます。ダビデは若くしてイスラエルの王になり

ました。自分の命を狙っていたサウルをはじめ

敵らしい敵はいなくなり、家も与えられ安心し

て暮らすことができるようになったのです。ダ

ビデは、神さまの恵みによって、今の自分があ

ることを知っていましたから、神さまに心から

感謝したかったのです。具体的には、神の箱を

天幕ではなく、立派な神殿の中に置くことでし

た。自分だけがいい家に住んで、神さまを安っ

ぽい天幕に置いておくことは申し訳ないと思っ

たのでしょう。ダビデはしっかりと感謝の計画

を立てました。神さまのために神殿を建てれば

きっと喜んでいただけるに違いないと確信した

のです。

③神さまは、ダビデの感謝の行為をお喜びになら

れたと思いますが、どうも神さまの御心とはか

け離れていたようです。ダビデは神さまからい

ただいた恵みに対して、感謝を表わし、お返し

することができるものだと考えました。感謝す

ることによって、自分と神さまとの関係が健全

なものになると、どこかで思い込んでいたので

す。もちろん神さまは、私たちの感謝の思いを

喜んで受け入れてくださいます。しかし、神さ

まと私たちの関係は、私たちがどれだけ感謝を

表したかで決まるものではないのです。

④神さまと私たちの関係を築き上げてくださるの

は、神さまご自身です。聖書では、このことを

「契約」と言います。しかも神の契約は、この

世的な契約とは違います。つまり、私と相手が

ごぶごぶの関係ではないということです。聖書

が語る契約は、いつでも神さまが私たちの方に

歩み寄ってくださることによって成り立つもの

です。今回の「ダビデの契約」と呼ばれる出来

事においても、神さまは「あなたのために家を

興す」とおっしゃいました。神さまに感謝した

いと願ったダビデに、更なる恵みを与えると約

束をしてくださるのです（11～13節）。「与え

られたらお返しをする」という人間が考える常

識を遥かに越えたお方。それが神さまです。

⑤では、私たちが神さまに感謝することは無駄な

ことなのでしょうか。そんなことはありません。

27節に、「それゆえ、僕はこの祈りをささげる

勇気を得ました」とあります。18節からはダ

ビデの祈りが記されています。その内容は要す

るに、「神さま、どうかあなたが約束してくだ

さったとおり、私たちを祝福してください」と

いうものです。神さまに十分に感謝を表わせて

いないのにもかかわらず、また神さまに祈り求

めるなんて厚かましいのではと心配するかもし

れません。でもそんな心配はいりません。むし

ろ、益々神さまの祝福を求めてよいのです。神

さまの契約の真実に、「アーメン」（真実です）

とお応えして、更なる祝福を求めて生きること

を、神さまはお喜びになるのです。
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〈背景と文脈〉

　詩編120編から134編までの15編に「都に上る

歌」という表題が付されている。これはエルサレ

ムの神殿に礼拝に上るときに歌われた歌を集めた

ものである。特に、律法で規定されていた三大祭

りの巡礼のとき歌われたと考えられる。「男子は

すべて、年に三度、すなわち除酵祭、七週祭、仮

庵祭に、あなたの神、主の御前、主の選ばれる場

所に出なければならない」（申命記16:16）とあ

るように、人々はこれらの祭りに参加するために

地方から巡礼の旅に出た。

　イスラエルの民にとって、都エルサレムに上り、

神殿で神を礼拝することは何よりの喜びであっ

た。この詩編には、礼拝の喜び、そして聖なる都

エルサレムの繁栄と平安を祈る詩人の切々たる思

いが込められている。言及されている都上りは、

用いられている時制から、詩人の回想と考えるの

が自然である。「ダビデの詩」という表題は後か

らつけられたものである。この詩編がいつ作られ

たかについては、はっきりせず、学者の間にさま

ざまな意見がある。

〈エルサレムで主を礼拝する喜び (1－5)〉

　1～2節は、巡礼に参加でき、エルサレムに着

いたときの喜びを、短い詩のなかに、生き生きと、

また鮮やかに表現している。エルサレムは、イス

ラエルの民にとっては聖なる都、神の都であり、

心こがれる場所であった。そこには主の家 (1) が

あり、ダビデの王座 (5) が据えられていたからで

ある。イスラエルは神が統治される国家であり、

宗教と行政と司法はひとつだった。

　「すべての部族、主の部族は上って来る」(4)。

エルサレムは契約の民をひとつにする場であっ

た。偉大な贖いのみわざによって民を救い、民の

必要を満たし、今なお民を導いておられる主を礼

拝するのはイスラエルの定めである (4)。彼らは

主に属する契約の民であり、共同体である。定め

られた祭り（申命記16:1－17）を共に祝うこと

はその象徴であり、主に属する部族としてのアイ

デンティティを確認するときでもあった。祭りへ

の参加は、主への感謝 (4)、讃美、そして主への

従順を示すものであり、また相互の交わりの場で

もあった。

　エルサレムが慕われたもうひとつの理由は、そ

こにダビデの王座が据えられ、正義を象徴する裁

きの座があったからである (5)。ちなみに、サム

エル記下7章はダビデ物語のなかでもクライマッ

クスである。主がナタンを通して「あなたの家、

あなたの王国は、あなたの行く手にとこしえに続

き、あなたの王座はとこしえに堅く据えられる」

(7:16) とダビデに約束されたことは、彼の子孫

であるイエス・キリストによって成就した（詩

89:4－5）。それは、地上の王国とは異なる永遠

の王国であり、エルサレムはその王国の象徴であ

る。それは、信仰の父アブラハムが待ち望んでい

た永遠の都である（ヘブライ11:10）。

〈エルサレムの平和のための祈り (6－9)〉

　詩人は「エルサレムの平和を求めよう」(6) と

呼びかける。「サレム」は「平和」（シャローム）

と同じ語根をもつ。聖都エルサレムの平和は、「あ

なたを愛する人々」(6b)、すなわち主の民の安全

と繁栄の基礎である。

　詩人はまた、信仰を同じくする兄弟、友のうち

に平和があるように、と祈る (8)。彼らは、主に

よってひとつとされた共同体である。詩編133の

都上りの歌では、共同体の交わりの麗しさが強調

されている。「見よ、兄弟が共に座っている。な

んという恵み、なんという喜び」(1)。

　詩人はこれらの祈りを霊的な視点からささげて

いる。彼の祈りは、ご自分の民を贖うために、ダ

ビデの子孫としてお生まれになったイエス・キリ

ストによって実現した。その平和は神との和解に

基づく真の平和であり、人々とのつながりのもと

いである。	 （後藤公子）

	 7月31日	 「平和があるように」	 聖書研究

	 テキスト	 詩編　122編
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　今朝は、旧約聖書の詩編を読みました。この詩

は、すばらしい神殿があったエルサレムというイ

スラエルの都に行くときの詩です。ちょうど、神

さまを礼拝する安息の日なのだと思います。それ

ぞれの家のドアが開いて、「主の家に行こう」と

言い始めます。「さあ、エルサレムの神殿に出か

けて、皆で、神さまを礼拝しよう！」、「今日は、

安息日だ。うれしいなぁ。みんなで、声をあわせ

て詩編を歌い、神さまの御言葉を聴いて礼拝でき

るんだ」。きっと、早起きをして、準備を整えて、

いそいそわくわくしながら、道に出てきます。み

んなの顔は、輝いています。スキップしながら、

進んで行く子どもたちもいます。見ている大人た

ちもニコニコしています。詩人も、「わたしはう

れしかった」と、すなおに歌います。

　先生も、今朝、皆が元気に、教会に来てくれて、

今、いっしょに礼拝できていることが、とてもう

れしいです。神さまに感謝します。

　何故、神さまを礼拝することは、そんなに楽し

くうれしいのでしょう。皆は、どこに行くとき、

嬉しくたのしくなりますか。反対に、どこに行く

と、悲しい気持ちになってしまいますか。

　たとえばみんなは、学校に行くの、楽しいです

か。どうして楽しいのでしょうか。楽しくないで

すか。どうして、そうなのかな。

　答えは、きっと、かんたんです。「だって、勉

強が楽しくてしかたがないんだもん」と答えてく

れるお友だちはいるでしょうか。「だって、友だ

ちがいるから」。そう答えてくれるお友だちが、

一番多いのではないかと思います。

　つまり、ぼくたち私たちにとって、そこにいる

と、うれしくたのしくなるのは、いっしょに遊ん

でくれて、自分のことを大切に思ってくれる友だ

ちがいるからではないでしょうか。

　さて、詩人は今、「わたしたちの足は、立って

いる」と歌います。神殿に到着しているわけです。

しかも、ぞくぞくと、イスラエルの人たちがやっ

て来ます。そして、「主の御名に感謝をささげ」

始めています。賛美の歌声が神殿にこだましてい

ます。礼拝が始まっているのです。ここでは、皆

の心が一つに結ばれています。うれしく楽しい礼

拝です。

　このように、人と人、友だちと友だちとの間に

ある、うれしく楽しい関係のことを、「平和」と

	 7月31日	 「平和があるように」	 説教展開例

	 テキスト	 	 詩編	122編

	 参照カテキズム	子どもカテキズム	問80

〔単元のねらい〕

　毎年、8月15日に近い主日は、通常のカリキュラムを中断し、平和について考える礼拝を捧げています。

子どもカテキズムに、「平和」そのものを取り扱う問答はありません。しかし、主の祈りの第二祈願を扱

う問80の答えの中に、「神さまの恵みの支配」という言葉があります。これこそ神の平和にほかなりません。

神の平和は、既に、イエス・キリストの十字架と復活によって、地に実現していることを証ししましょう。

神の救いのご計画の中心は、その平和が、神の国の中心的あらわれである教会において始められ、確立さ

れ、拡大して行くことにあります。この平和を破壊する人間の罪とサタンの企てに、大人も子どもたちも

心を合わせ、抵抗し、反抗し、平和を造り出すことこそ、教会の存在理由そのものであることを、確信し、

その実践へと、共に小さなことから始めて行くことができたら、幸いです。そして、まさにイスラエルの

平和（安全保障）こそ、現代世界最大の課題であることを震える思いで受け止めます。

「平和のあいさつをかわそう」
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いうのです。もしかすると、平和というのは、戦

争がないこと、つまり、国と国とが争って、武器

をもって殺し合っていないことだと思うかもしれ

ません。たしかに、それも平和です。でも、ほん

とうの平和は、どこから始まるかというと、ぼく

たち私たちの一番身近なところ、つまり自分の心

の中から始まるもの、始めなければならないもの

なのです。

　友だちに意地悪なことを言ったり、したりする

人や、けんかばかりしている人が、「戦争反対、

戦争は悪い、ダメ」と言っても、ちょっとおかし

いと思いませんか。ただ同時に、ぼくたち私たち

も、よく知っていることだと思います。お友だち

と仲良くしたいし、しなければならないってこと

は、頭ではよくわかっているつもりだけれども、

実際に、そうすることはとても難しいということ

です。

　神さまとは、どのようなお方なのでしょうか。

新約聖書のローマの信徒への手紙の中に、「平和

の神」、「平和の源なる神」という言葉があります。

平和というのは、神さまのことだって言って良い

わけです。つまり、ぼくたち私たちの神さまは、「父

なる神さま、子なる神さまのイエスさまそして聖

霊なる神さま」（子どもカテキズム問10）です。

三位一体の神さまです。その神さまの間に、けん

かやあらそいなどあるはずがありません。いつも

お互いを愛しあい、信頼し合い、深い絆で結ばれ

ています。

　そして、その平和の神さまによって造られた人

間は、本当は、この神さまを真似して、お互いに

愛し合い、信頼し合い、深い絆で結ばれて、暮ら

せるはずなのです。それが、人間のまことの平和

なのです。

　ところが、その神さまが与えてくださった平和

を、あのアダムさんとエバさんが、神さまの御言

葉を破って、壊してしまいました。最初はお互い

にとても愛しあい、信頼し合い、深い絆でむすば

れていたのに、けんかを始めてしまいました。こ

うして、人間はお互いに妬み、憎しみ、お互いを

無視したり、憤ったり、平和を失ってしまったの

です。

　考えてみましょう。このようなぼくたち私たち

人間は、いったいどうしたら、この世界、そして、

ぼくたち私たちの学校の中に、まことの平和がつ

くれるのでしょうか。

　今日、神さまに与えられた御言葉は、礼拝する

喜び、礼拝するやすらぎ、礼拝するしあわせを、

神さまに感謝する詩でした。つまり、神さまは、

ぼくたち私たち人間に、神さまを礼拝することに

よって、平和をあたえてくださるという約束をし

てくださったのです。だから、この神さまを礼拝

しないなら、ほんとうの平和は実現しないのです。

　そして何よりも大切なことは、この神さまを礼

拝できるために、ぼくたち私たちの罪を十字架で

償ってくださったイエスさまのことです。イエス

さまを信じる人こそ、神さまを礼拝できるのです。

そして、イエスさまを信じることによって、お互

いの心と心が通い合って、平和になるのです。

　教会は、世界の平和を実現するためにも、礼拝

を捧げているのです。神さまは、ぼくたち私たち

のこの小さな礼拝も、世界の平和をつくるための

道具としてくださいます。今朝ここで、「あなた

のうちに平和があるように」と心から、お友だち

の幸福、お友だちの笑顔を願ってこの祝福の言葉、

挨拶をかわすなら、神さまは、それをかなえてく

ださいます。ぼくたち私たちを通して、この教会

の礼拝式を通して、神さまは平和を造り出してく

ださいます。

　最後に、今も世界では、争いや戦いが続いてい

ます。実は、その一番大きな問題は、今のイスラ

エルという国に平和がないことにあるのです。こ

の詩をもって、ぼくたち私たちの心からの祈りと

したいと思います。	 （相馬伸郎）

	〔今週の暗唱聖句〕	 詩編	122編8節

わたしは言おう、わたしの兄弟、友のために。

「あなたのうちに平和があるように」
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	 7月31日	 「平和があるように」	 幼稚科

〈ねらい〉

　神様は、ぼくたち私たち一人ひとりを愛してお

られます。毎週日曜日に、その神様を心から礼拝

する、その喜びについて考えたいと思います。

〈展開例〉

　皆、毎週日曜日に、どんな心で教会に行ってい

るかな？（皆に聞いてみる……）。楽しいな、楽

しみだな、嬉しいな。こう思って行っているお友

だちもいると思います。でも、やだなぁ、つまん

ないなぁ。こんな思いで行っているお友だちもい

ると思います。

　今日、聖書に「主の家に行こう、と人々が言っ

たとき／わたしはうれしかった」（1）とありまし

た。神様を礼拝しに行く時は楽しいのです。神様

を礼拝しに行くときは嬉しいのです。神様を礼拝

しに行くときは、本当に楽しいのです。

　「エルサレムよ、あなたの城門の中に／私たち

の足は立っている」（2）。

　この詩編の作者は既に神殿にいます。神殿の中

で神様を礼拝する、準備をしているのです。

　「エルサレム、都として建てられた町。そこに、

すべては結び合い、そこに、すべての部族、主の

部族は上って来る。主の御名に感謝をささげるの

はイスラエルの定め」（3－4）。

　後から、後から、次から次へと、続々といろい

ろな人が神殿に礼拝に来ているのです。

　そして、皆が神様を見上げて、皆が神様を賛美

して、皆が心からお祈りをしています。こうして、

皆の心が一つに結ばれているのです。このように、

ぼくたち私たちの間にある、嬉しくて、楽しい関

係のことを、「平和」と言います。

　もちろん、大きな災害がないとか、戦争がない

とか、争いのないことを平和と言います。でも、

本当の平和は、ぼくたち私たちの間に、まず、あ

るものであり、ぼくたち私たちの心の中から生ま

れるものなのです。これを平和というのです。

　神様は、「平和の神様」であり、「平和の源なる

神様」なのです。でも、ぼくたち私たちは、この

神様に背き、罪を犯して、神様との平和を壊して

しまいました。そして、神様との平和が壊れてし

まった時に、ぼくたち私たちの間にある平和も壊

れてしまったのです。

　でも、イエス・キリストが十字架で、ぼくたち

私たちの罪を赦してくださることによって、神様

との平和を回復してくださいました。そして、神

様を信じ、主イエス・キリストを信じる時に、神

様との平和だけではなくて、ぼくたち私たちの中

にある平和も回復してくださったのです。

　「エルサレムの平和を求めよう。『あなたを愛す

る人々に平安があるように。』」（6）

　「わたしは願おう／私たちの神、主の家のため

に。『あなたに幸いがあるように。』」（9）

　神様との平和を回復して、お友だちとの真の平

和を得て、心から神様を礼拝しましょう！！

〈お祈り〉

　天の父なる神様。ぼくたち私たちが、あなたを

信じて、平和を得て、そして、お友だちとの平和

を得て、心から礼拝できるようにしてください。

主イエス・キリスト御名によってお祈りします。

アーメン。
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	 7月31日	 「平和があるように」	 小学科下級

〈ねらい〉

　平和の土台はキリストにある。与えられた神の

平和を人々と分かちあおう。

〈展開例〉

　皆さんはどこに行くときがたのしいですか。　

　どこに行くときが悲しいですか。（生徒に具体

的に言ってもらいましょう。）

　私たちが楽しいと思うところは、大好きなこと

があるところですね。そして楽しいところには、

大好きな人やお友だちがいることが多いですね。

　お友だちとけんかをしてしまったときは楽しい

ですか？	お友だちをいじめたときは楽しいです

か？	ぜんぜん楽しいことはありませんよね。そ

こには怒ったみんなの顔や、意地悪な顔しかあり

ません。

　私たちがたのしいとき、うれしいときには笑顔

があります。自分も笑顔でそしてみんなの笑顔が

あふれている。そのような関係、それを「平和」

と言います。	

　	神様はもともと私たちに「平和」を与えていて

くださいましたが、アダムとエバさんが神様との

約束を破って壊してしまいました。だから、私た

ちはけんかを始めてしまい、人を憎むようになっ

てしまったのです。

　でも、神様は私たちが教会で礼拝をささげるこ

とによって「平和」与えてくださるという約束を

してくださいました。だから、神様を礼拝するこ

とによってしか本当の「平和」は訪れないのです。

今日もみなさんと一緒に礼拝を守ることができて

感謝です。皆さんが笑顔で教会に毎週来てくれる

ことが、本当の「平和」につながっていくのです。

〈お祈り〉

　本当の平和を与えてくださった神様。戦争やけ

んか、憎しみのない世界になるよう、人々の心を

つくり変えてください。わたしの心に、いつも「平

和」をあたえてください。アーメン。

〈やってみよう〉

○聖書の言葉を聞きましょう

　「平和」「平安」という言葉は、それぞれ何回でてくるでしょうか？

　教師が詩編122編を読み、その間、生徒は目を閉じて、静かに気をつけて聞こう！

　　【答え】　「平和」3回、「平安」2回
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	 7月31日	 「平和があるように」	 小学科上級

〈ねらい〉

　平和の神様が、私たちといつも共にいてくださ

ることを感謝して、心を神様に向け礼拝し、まこ

との平和が与えられるように祈りましょう。

〈展開例〉

　今日、みんなはどんなことを思いながら教会に

来たか、思い出してみてください。

　「お友達が来ているかな？」「今週も先生に会え

る」とか、もしかしたら、お母さんやお父さんに

「もう出発の時間だよ」と教えてもらって来たか

な？　今日の聖書の箇所も、教会に出かけていく

人のことが書かれていたね。

Ｑ　どんな気持ちだと書かれていたかな？

Ａ　1節「わたしはうれしかった」

　教会に来て礼拝すること、それは私たちにとっ

て、本当の喜びです。大好きなイエス様のことを

信じて賛美をします。聖書からは、神様の御言葉

を、私たちにくださいます。そして、神様を礼拝

することによって、私たちにまことの平和を約束

してくださっているのです。

　今日、教会に来るまでの一週間に、みんなは兄

弟やお友達とケンカしちゃったことがあったか

な？	ケンカにはならなくても、兄弟やお友達に

意地悪しちゃったことはなかったかな ??

　私たち人間は、罪を持って生まれてきています。

神様から私たちは、「互いに愛し合いなさい。助

け合いなさい」と、教えられているのですが、平

和の心がないと、なかなかいつも仲良しでいるこ

とはできません。

　私たち一人ひとりと、神様はいつも一緒にいて

くださいます。神様を礼拝し、私たちの心に平和

が与えられ、兄弟・家族・お友達……みんなの平

和が心の中からつながっていくようにお祈りしま

しょう。

〈祈り〉

　天の神様。今日も元気に教会に来ることができ

て、ありがとうございます。わたしの心に神様の

まことの平和を与えてください。
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	 7月31日	 「平和があるように」	 中学科

　対話の手掛かりとして……。

①今週は「平和」について考えます。平和という

言葉は教会の中だけではなく、教会の外におい

ても頻繁に聞く言葉です。また平和について考

えることは、教会の中だけでしているのではな

く、学校や社会、世界中において、いつも考え

ていることです。なぜなら、誰もが世界が平和

であってほしいことを望んでいるからです。政

治や世界情勢に詳しくない人もでも、小さな子

どもであったとしても、戦争はよくないことだ

ということを知っています。戦争なんかやめて、

早く皆が平和に過ごすことができたらいいのに

と願っているのです。にもかかわらず、いつま

でたっても戦争は終わりません。毎日のように

悲惨なニュースを見聞きしなければいけないの

です。「なぜこんなことが起こるのですか」と

いう人々の声が、キリスト教会にも向けられて

います。私たちはそこで語るべき言葉を持って

いるでしょうか。

②「戦争と平和」という言葉があるように、「平和」

と「戦争」はいつも並べて語られます。つまり、

戦争がない状態のことを「平和」と呼ぶのです。

確かに、この世界から戦争が一日も早くなくな

ることを、私たちは日々祈り願っていますし、

これからも祈り求めるべきです。しかし、その

上で、私たち教会が、またキリスト者たちが、

考えなければいけないことがあるのではないで

しょうか。つまり、戦争がなくなれば、それで

本当の平和がもたらされるのかということで

す。「戦争」と聞いて、すぐに思い浮かべるのは、

互いに武器を用いて、命を奪い合い、街が爆弾

によって無残にも破壊されている姿です。

③しかし、もっと広い意味で、戦争を理解するな

らば、私たちが生きている日本においても、学

校や友だち、あるいは家族の間においてさえも

頻繁に起こっていることではないでしょうか。

互いに愛し合うことができず、憎しみ合い、殺

してしまうことさえあります。実際に、手を出

さなくても、「あんなやついなくなればいいの

に」という思いに苦しむことがあります。「兄

弟を憎む者は皆人殺し」（ヨハネ一3:15、マタ

イ5:22）とあるとおりです。つまり、私たち

の中には、隣人を真実に愛することのできない

「罪」があるのです。人間の手によって戦争を

なくし、そのような意味での平和を実現するこ

とができるかもしれません。しかし、罪の問題

は、人間の力ではどうすることもできないので

す。なぜなら、罪の本質は、人間同士の問題で

はなく、神さまとの関係において言われている

ことだからです。

④人間の罪のゆえに、私たちと神さまとの間には

大きな隔ての壁ができてしまいました。人間の

力では、罪の壁を打ち壊したり、壁を乗り越え

て神さまのもとに行くことはできません。だか

ら、神さまはご自分の方から、私たちの方へと

乗り込んで来てくださったのです。イエス・キ

リストの十字架の贖いによって、私たちの罪は

取り除かれました。そのことによって、私たち

と神さまは真実に和解することができたので

す。「実にキリストはわたしたちの平和であり

ます」（エフェソ2:14）。キリストがもたらす

平和が、すべての人に届く時、戦争がなくなる

だけではなく、人間が互いに愛し合って生きる

ことのできる平和が実現されます。そのために、

地上に教会が建てられ、まことの平和であるキ

リストの福音を宣べ伝えているのです。

⑤詩編122編は、神の都エルサレムでささげた礼

拝の喜びを歌っています。今日、主の日の礼拝

において、私たちは神さまの平和の中にあるこ

とを共に覚えることができるのです。
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　神の御心である救いの恵みは世界に及ぶ。

　主なる神の御心に喜んで従おう。

〈ヨナの逃亡〉

　神様は、預言者ヨナにニネベの町に宣教の命令

を下しました。ニネベは、アッシリア帝国の大都

市であります。当時、全世界の中心首都でもあり

ました。単に大都市というのではなく、ニネベの

町は、異邦人の代表であり、人間の築いた文明の

象徴であり、高ぶりの象徴として神様はニネベの

町に宣教命令を下したのでありました。ニネベの

悪を指摘し、神のさばきを下すというのでありま

す。ここに神の救いが、単にユダヤの人たちだけ

ではなく、全世界に及んでいることが暗示されて

おります。

　しかしヨナは、素直にニネベの町への宣教命令

に服すると思いきや、正反対のタルシシュ行きの

船に「人々に紛れ込んで」(2)、神の命令から逃

れようとするのでありました。なぜ、ヨナが逃亡

してしまったのかは、4章2節に記されておりま

す。ヨナなりの理由があったので、ヨナの無言の

逃亡に固い決意があったことがうかがえます。そ

れゆえ、無言で服従したアブラハム（創世記22章）

とは対照的であります。神の命令に逆らう預言者

は、ベテルに住んでいた老預言者（列王記上13章）

があげられますが、神の命令に反する、背くこと

があれば何かが起こることを聖書は示します。そ

れが、突然の嵐であります。

〈ヨナの危機〉

　「主は大風を海に向かって放たれたので、大海

は大荒れとなり……」(4)。主なる神が、このヨ

ナの逃亡において、突然の大風を放たれました。

神は、後に巨大な魚、とうごま、虫などを通して、

ヨナの心を動かします。神が、それらをご意志通

りに用いることにおいて、自然界の支配者であり、

その中でヨナを導かれることが描かれていくこと

になります。

　船乗りたちは、神々に助けを求めて、貴重な積

み荷を投棄し、緊急避難の努力に努めます。その

間、ヨナは、のんきにも船底に降りて熟睡してお

ります。ヨナは、ヤッファに下り(3)、船に下り（乗

り込み）、いま船底に降り、やがて海の底にまで

降ることになります。

　船乗りたちは、「くじ」を引くことにおいて、

犯人捜しをします (7)。サイコロのようなものを

投げて神意を知る方法（ヨシュア17:1、サムエ

ル上14:41、使徒1:26）ですが、そのくじがヨナ

にあたります。そしてヨナは、「わたしはヘブラ

イ人だ。海と陸とを創造された天の神、主を畏れ

る者だ……」(9，10) と白状します。ヨナが白状

することにおいて、ヨナの語る言葉と、そして神

に逆らっているという現実の間に、矛盾が皮肉に

も際立ち、うつろに響くのであります。ここでは

ヨナが預言者として召されていながら英雄的な姿

を失って、ならず者の様相を示しています。同時

に、逆に異教の人々が、神の力と反逆がもたらす

恐ろしい罰を深刻に受け止め、ヨナを海に投げ込

むことにおいて、主なる神に忠実な信仰を表明す

るのであります。ここから分かるように、異教の

人々が主を畏れ、誓いを立てたことにおいて、主

の救いの恵みが世界に及んでいることを示してお

ります。

　ヨナは、己の思いにおいて主の御心に従おうと

しませんでした。けれども、これから主なる神は、

ヨナを呼び寄せて、悔い改めに導き、主の御心通

りになさろうとします。全世界に及ぶ神の御心で

ある救いの恵みは、神ご自身の御力において実現

されます。たとえ預言者ヨナが逆らったとしても、

実現されます。私たちは、何が主の御心であるか

を知り、そして主なる神の御心を素直に喜んで従

うものとなりたいものです。	 （潮田　祐）

	 8月7日	 「逃げ出したヨナ」	 聖書研究

	 テキスト	 ヨナ書　1章
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　今日から、ヨナという人のことを学びましょう。

ヨナは預言者でした。預言者とは神さまの代理と

して、人々に神さまのみ言葉を語り伝えるために

召され、立てられた人です。文字どおり神さまの

口となって、忠実に神さまのみ心を告げることが、

預言者のつとめでした。

　神さまは、あるとき預言者ヨナに、ニネベに行っ

て語れとお命じになりました。ニネベはアッシリ

アという国の都で、たいへん豊かで繁栄していた

都市でした。けれどもアッシリアの人々は神さま

のみ言葉に従わず、悪いことばかりをしていまし

た。その罪と悪のゆえに、滅ぼされてもしかたな

かったのです。

　けれども神さまはニネベの都が滅びることをお

望みにならず、罪の審判を警告し、ニネベの人々

を悔い改めに導いて救おうとなさいました。その

ためにヨナを用いようとなさったのです。

　けれども、ヨナは神さまの命令に従いませんで

した。預言者なのに、従わなかったのです。ヨナ

はタルシシュという港町に向かいました。この町

は神さまが行けとお命じになったニネベとは反対

の方角にありました。このようにしてヨナは神さ

まの命令に背き、神さまから逃げ出したのです。

　ヨナはどうして神さまの命令に従わなかったの

でしょうか。たぶん、神さまがニネベの人々を救

おうとなさったことが気に入らなかったのです。

　アッシリアは異教の国で、偶像の神々を拝んで

いた国でした。神さまのみ心は広く、神さまの憐

れみは偽りの神々を拝んで、滅びて行こうとして

いる人々にも及ぶものです。

　ところがヨナは、救いの恵みは神さまの選びの

民であるイスラエルにだけ与えられるべきであっ

て、異教徒たちには与えられるべきでないと考え

ていました。ですから、ニネベに対する神さまの

なさりかたが不満だったのです。神さまのみ心の

広さ、深さが不満だったのです。それで、神さま

のご命令から逃げ出そうとしたのです。反対の方

向に向かっていったのです。

　けれども、ヨナの逃亡は失敗に終わりました。

神さまのみ手の及ばない場所は世界のどこにもあ

りません。神さまのみ手から逃げられる人はだれ

ひとりとしてありません。どこに逃げようとして

も、神さまはそこにおられるからです。

　タルシシュ行きの船に乗り込み、まんまと逃げ

おおせたと思ったヨナでしたが、何と嵐が起こっ

て、船は海の真ん中で激しく揺れ、こなごなに砕

け散ってしまうかと思われました。この嵐を起こ

されたのは神さまです。

　船に乗り込んでいた人々は、だれのせいでこの

災難がふりかかったのかをつきとめるために、く

じを引きました。くじはヨナに当たり、嵐の原因

がヨナにあることがわかりました。そこで、彼の

手足をしばって海に放り込んだのです。

〔単元のねらい〕

　今日から四週にわたってヨナ書を学ぶ。ヨナ書は小さな書物であるが、神の主権、救いの普遍性、そ

して罪人に対する神の恵みの奥深さ等、この書から学び得ることは数多い。とりわけご自身に逆らい、

逃げ続ける預言者ヨナに対して神がいかに恵み深くあられるか、いかに豊かに、周到に彼の命のために

備えてくださるかを心に刻みたい。わたしたちもまたヨナのように神に赦され、神に生かされ、神に守

られ、神の救いに招かれている幸いなひとりひとりであることを今一度覚えたい。

「神さまのみ手」

	 8月7日	 「逃げ出したヨナ」	 説教展開例

	 テキスト	 	 ヨナ書　1章

	 参照カテキズム	子どもカテキズム　問11
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　海の真ん中に投げ込まれたヨナはどうなったの

でしょうか。それは、また次週お話しします。

　わたしたちもヨナのように、神さまに不満を抱

いたり、納得できなかったりということがあるか

もしれません。神さまはわたしたちよりもはるか

に大きなお方です。わたしたちはちっぽけな存在

です。それにもかかわらず、わたしたちは自分の

小さなはかりをもって神さまをはかり、神さまの

なさることが自分の思いにかなわないと知ると、

不満を抱くのです。そして神さまに背き、神さま

から逃げ出そうとするのです。

　神さまのみ心は人間の思いをはるかに超えてい

ることを覚えましょう。神さまのなさることはい

つも間違いがないことを知りましょう。いかなる

時にも神さまに従う人こそ、真に幸いな人である

ことを覚えましょう。

　わたしたちは神さまのみ手から逃れることはで

きません。どこに行っても、神さまはわたしたち

とともにおられます。それはわたしたちにとって、

たいへん幸せなことです。神さまはわたしたちに

よいことしかなさらないからです。わたしたちは

自分の愚かさによって、しばしば神さまのよきみ

心を知らないままに、神さまに背きます。けれど

も神さまはそのように愚かなわたしたちをも、忍

耐強く恵みの道に導いてくださるのです。

	 （木下裕也）

	〔今週の暗唱聖句〕	 詩編	139編7節

どこに行けば　あなたの霊から離れることができよう。

どこに逃れれば、御顔を避けることができよう。
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	 8月7日	 「逃げ出したヨナ」	 幼稚科

〈ねらい〉

　神様は、ぼくたち私たち一人ひとりを愛してお

られます。ぼくたち私たちの思いを遥かに超えて

導いてくださる、神様の御心に喜んで従うことに

ついて、一緒に考えたいと思います。

〈展開例〉

　みんな、神様に、このことをしなさいと言われ

たのに、いやだよと言って、自分勝手なことをし

てしまったことはないだろうか（聞いて見る

……）。

　実は今日登場しているヨナさんという人は、神

様のメッセージに背いて、全然違う方向に出かけ

てしまった人でした。

　「『さあ、大いなる都ニネベに行ってこれに呼び

かけよ。彼らの悪はわたしの前に届いている。』

しかしヨナは主から逃れようとして出発し、タル

シシュに向かった。ヤッファに下ると、折よくタ

ルシシュ行きの船が見つかったので、船賃を払っ

て乗り込み、人々に紛れ込んで主から逃れようと、

タルシシュに向かった。」（1－3）。

　ニネベという町には、神様を信じない人々がた

くさん住んでいました。ですから、神様はヨナさ

んに、「そこに行って、神様のお話をしなさい」

と言われたのですが、ヨナさんは、ユダヤ人以外

の人たちに神様のお話をするのが嫌で、タルシュ

シュという町の方に逃れて行きました。

　ところがです。神様は何でも知っておられます。

「主は大風を海に向かって放たれたので、海は大

荒れとなり、船は今にも砕けんばかりとなった」

（4）。

　ヨナが乗った船が大嵐にあったのです。船の乗

組員たちは、気が気ではありません。このままで

は、みんな溺れて死んでしまいます。そこで、誰

のせいで、こんな大変な目にあったのか、くじを

引くことにしました。当時、人々は、くじによっ

て神様の御心が分かると信じていたのです。

　「さて、人々は互いに言った。『さあ、くじを引

こう。誰のせいで、我々にこの災難がふりかかっ

たのか、はっきりさせよう。』そこで、くじを引

くとヨナに当たった」（7）。

　しかし、ヨナは自分では、なぜこんな大嵐が起っ

たのか知っていたのです。「ヨナは彼らに言った。

『わたしはヘブライ人だ。海と陸とを創造された

天の神、主を畏れる者だ。』人々は非常に恐れ、

ヨナに言った。『なんということをしたのだ。』人々

はヨナが、主の前から逃げて来たことを知った。

彼が白状したからである。」（9－10）。

　神様は、ぼくたち私たちに、一番良い道を用意

してくださっているのです。でも、それが分から

ずに、自分勝手な道を行こうとしてしまうことも

あります。

　神様の御心は、ぼくたち、私たちが、どんなに

それを否定しても、何をしても必ず実現します。

しかも、それがぼくたち私たちにとって、一番良

い道なのです。神様を信頼していきましょう !!

〈お祈り〉

　天の父なる神様。ぼくたち私たちの、思いを遥

かに超えて、一番良いことをしてくださる神様に

信頼して歩むことができるようにしてください。

主イエス・キリスト御名によってお祈りします。

アーメン。
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	 8月7日	 「逃げ出したヨナ」	 小学科下級

〈ねらい〉

　神の御心である救いの恵みは世界に及ぶ。主な

る神の御心に喜んで従おう。

〈展開例〉

　今日はヨナさんのお話です。ヨナさんは神様の

ことばをみんなにお話しする預言者でした。

　あるとき、ヨナさんは神様からお告げを受けま

す。「ニネベに行って神様のことを語りなさい」

という神様のご命令でした。

　ニネベという国は、その頃たいへん豊かな町で

したけれども、神様のことなどみんな忘れてし

まっていて、自分たちの好き勝手なことばかりし

ていました。悪いこともいっぱいしていました。

　神様はそんな悪い町ニネベをそのままにしよう

とはされず、ニネベという町と人々を救おうとお

考えになったのです。

　でも、ヨナさんは神様のこのご命令を不満に思

いました。「どうしてあんなに悪いことをしてい

るニネベの人々のために神様のみことばを伝えな

ければいけないのだろう？」「どうして神様はニ

ネベの町を救いたいのだろう？」ヨナさんにはど

うしても分かりません。そしてヨナさんは、神様

の命令に従わないで、逃げてしましました。港に

行き、ニネベではなくタルシシュ行きの船に乗り

込みました。ヨナさんは遠くへ行って、神様から

隠れようとしたんですね。

　え！	神様から隠れようとした？	そんなことで

きるでしょうか？	できませんよね。神様はちゃ

んと知っておられます。私たちがどこでなにをし

ているのかちゃんと全部知っておられます。

　神様は大嵐によってヨナさんの船を襲わせまし

た。神様の命令に背いたヨナさんは、船の人たち

に手足を縛られて嵐の海へ投げ込まれました。

　さあ、ヨナさんは、どうなるのでしょうか？

　それはまた来週のお楽しみ。

〈お祈り〉

　神様。あなたはわたしたちのすべてを知ってお

られ、いつも見守っていてくださいます。あなた

から逃げることをせずに、あなたの命令に従うこ

とができますように。アーメン。

〈ワーク〉

○聖書を開きましょう

　①神さまがヨナに行くように命じた都の名前は？

　②ヨナが乗った船の行き先はどこ？

　③海が大荒れになったとき、ヨナはどこで何をしていましたか？

　④海はどのようにしたら静まりましたか？

　【答え】①ニネベ　②ヤッファ　③船底で寝ていた　④ヨナを海にほうり込んだ
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	 8月7日	 「逃げ出したヨナ」	 小学科上級

〈ねらい〉

　神様の御心は人間の思い・考えをはるかに超え

ていることを知り、喜んで従いたいと思うことを

学ぶ。

〈今日の聖書〉

★ヨナ書1章

①聖書を読みましょう。

②物語を整理しましょう。

　ヨナは何をしていた人ですか？

　神様はヨナに何を命じましたか？

　ヨナはどこへ向かいましたか？

　神様はそれに対してどうされましたか？

　乗組員たちは、ヨナをどうしましたか？

　すると、海はどうなりましたか？

〈展開例〉

　今日から、ヨナさんというひとのお話を聞きま

す。旧約聖書の後ろのほうに、ヨナ書という短い

物語があります。

　ヨナさんという人は「預言者」でした。神様の

ことばを「預かる」お仕事ですね。そんなヨナさ

んなのに、どうして、神様のことばに、すぐ従わ

なかったんだろう？	きっと、理由があったよね。

　実は、ニネベの町の人々は、神様を信じていま

せんでした。偽物の神様を信じていたんだね。

　だからヨナは、その土地へ行くことを嫌がりま

した。ヨナは、「神様に選ばれた民・イスラエル

だけが救われるべきだ」と思っていたのです。だ

から、神様の優しい気もちに反発したんだね。

　みんなも「自分の思いや考えと、神様が喜ぶこ

とがちがう」というときがあると思います。どう

してこんなことが起こるんだろう？	自分ばかり

つらいことがある。そんなふうにどんどん気もち

が暗くなるかもしれません。

　だけど、神様のお考えというものは、そういう

小さな私たち人間を、はるかに超えているのです。

　ヨナは結局、神様が放った大嵐に遭い、船乗り

に海へ投げ込まれてしまいます。ヨナはどうなっ

てしまうのでしょう？	それはまた、来週のお話。

　私たちは、神様から隠れることはできません。

いつも、共にいらっしゃってくださいます。それ

は、とてもしあわせなこと。たくさん間違えてし

まう私たちだけど、そんな私たちでも、神様が助

けてくださいます。

〈祈り〉

　神様。たくさん間違える私たちを、どうぞ恵み

の道へお導きください。
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	 8月7日	 「逃げ出したヨナ」	 中学科

　対話の手掛かりとして……。

①ヨナは、預言者という務めを与えられながらも、

神さまの命令に従うことが嫌でした。私たちも

神さまを信じていながら、御言葉から離れたい

という誘惑がいつも襲ってきます。そのような

経験について語り合うことができないでしょう

か。例えば、毎週日曜日に教会に行くことの中

にも、どこか本当に喜んでいない自分がいるか

もしれません。私はもっと他のことがしたいの

にというふうに……。しかしその一方で、神さ

まの声が聞こえてくるのも事実です。自分の声

と神さまの御声の狭間で葛藤している子どもた

ちは思っている以上に多いのです。

②そのような子どもたちに、「それはダメ」とか「そ

んなのは神さまの子どもではない」というふう

に一方的に裁いても何の解決にもならなりませ

ん。そうではなく、既に自分の心の隅っこで響

き始めている神の言葉に対して、もっと肯定的

に見つめ直すことへと導いてあげることはでき

ないでしょうか。神の言葉と自分の心がぶつか

り合っているということは、大きな恵みだと思

うのです。

③神さまからの逃亡を企てたヨナでしたが、結局

は、神の命令どおり、ニネベに行くことになり

ます。この出来事をとおして、ヨナは神の言葉

に捕らえられた経験をするのです。神の言葉か

ら逃れられないというのは、決して恐ろしいこ

とではありません。神さまに捕らえられるとい

うのは、確かに自分が思っていたような道を進

むことができないということになるかもしれま

せんが、それはイコール不幸ではないのです。

私も牧師になりたいと思って、牧師になったわ

けではありません。しかし、神さまに捕らえら

れ、召されて歩んでいるこの道を不幸だとは

思っていません。牧師として働かなければ知り

得なかった神さまの恵みをたくさんいただいて

いることに感謝しています。そしてこれからも

祝福してくださると確信しています。教会学校

の教師の方たちの中にも、かつて自分が想像も

していなかった道に導かれ、そこで与えられた

恵みを語ることができるのではないでしょう

か。信仰の先輩たちがどのように生きてきたの

か、その証しを聞くことを、きっと子どもたち

は楽しみしていると思うのです。

④神さまと自分の思いがぶつかるところで、神さ

まに従うことへと導かれればよいのですが、背

を向けて離れ去ってしまうこともあります。そ

の結果、ヨナが嵐の海に投げ込まれたような苦

難を経験することもあるでしょう。しかし、そ

れは神さまに背いたがゆえの罰や裁きというよ

りも、自分とは何者であるのかを思い起こさせ

るためのものです（9節）。そして、私たちの

神さまは、ヨナを見捨てられなかったように、

罪深い私たちをも救い出してくださるお方であ

ることを知るようになるためです。この神さま

を大きな御手の中で、悔い改めに導かれ、再び

神さまの御心を喜んで生きる者へと変えられて

いくのです。

⑤ヨナの姿は、不思議にも自分の姿と重なり合う

ことが多く、子どもから大人まで喜んで読まれ

る聖書物語のひとつです。しかし、ヨナと自分

は似ているという共感だけに留まらず、そんな

ヨナや自分に、神さまはどのように関わってく

ださり、何をしてくださったのかということに

心を向けるならば、更に新たな発見があるはず

です！
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　ヨナの祈り。不従順な者を赦し、立ち上がらせ

てくださる神をほめたたえよう。

〈ヨナの救出〉

　海に投げ込まれたヨナは、死んだと思いきや、

何と主なる神の導きにおいて奇跡的に救出されま

す。その救出方法は、常識では考えられない救出

方法でありました。主なる神は巨大な魚にヨナを

呑みこませることにおいて救出されるのでありま

した。この巨大な魚が、クジラであるかどうかは

分かりません。大切なことは、この魚がどのよう

な魚であるかではなく、巨大な魚を通して主なる

神がヨナを守り導いているということを押さえな

ければなりません。そして、死の世界というべき

海底に深く沈んでいくところを、ヨナは、巨大な

魚の腹の中に守られ、祈りに導かれていくのであ

ります。

〈ヨナの祈り〉

　ヨナは、三日三晩魚の腹の中に奇跡的に生存し

ていました。この魚の腹の中は、ヨナにしてみれ

ば暗闇でしたが、祈りの時、神へと心を集中でき

る空間、時間でありました。陰府とは、死者の行

く世界（ヨブ3:17－19を参照）であり、そこで

は礼拝も祈りもささげられることがなく、神との

関係が一切断たれる（詩編88:4－13，	115:17を

参照）ところでありました。その中から、主なる

神が奇跡的にヨナを助けてくださり、ヨナを滅び

の穴から引き上げてくださったと、ヨナは感謝の

祈り (2－10) をささげます。

　「わたしは思った。あなたの御前から追放され

たのだと……」(5)。このようにヨナは、自分が

海に投げ込まれて、もはや生きるはずはないと

思っていたことが分かります。けれども、ヨナは、

主の力において死から生へと導かれたのでありま

す。そのことをヨナは、知ったのであります。こ

こでは、主への感謝が述べられていると同時に、

罪の自覚を表明しています。罪の自覚と主の赦し

の感謝において、ヨナは「わたしは誓ったことを

果たそう」という決意をしています。つまり、ヨ

ナは、「立ち上がらせてくださる神の働き」を知っ

たのであります。

　私たちの信じている主なる神は、不従順な者を

赦し、その不従順な者を立ち上がらせてくださる

神です。それが主の救いです。主の救いは、抽象

的なものではなく、不従順な者にもなすべきこと

を気づかせてくださるといった具体的な、神の働

きがあるのです。その中で、ヨナは「救いは、主

にこそある」(10) と信仰告白したのであります。

　私たちも、罪人ゆえに不従順な者ではあります

が、主が具体的なことを通して立ち上がらせてく

ださるのです。私たちの信じる神は、この私を立

ち上がらせてくださる神であることをほめたたえ

るものでありたいと思います。

　さて、こうして話は振り出しに戻ります。振り

出しに戻るというより、主なる神が導きだした結

果であり、神が決めた通りであった。ヨナは、自

ら死に値することを自覚していて、しかも死から

の救出を主に願って聞きいれられたのです。

　救いにふさわしくない者をも救い出す神の憐れ

みを実体験したヨナは、もし主がニネベの町に対

して同じ憐れみを示すならば、それを理解できた

はずであります。しかし現実にはどうであったで

しょうか。3章では、ヨナは神からの使命を果た

し、4章では不平を洩らすことになるのでありま

す。	 （潮田　祐）

	 8月14日	 「魚の腹の中のヨナ」	 聖書研究

	 テキスト	 ヨナ書　2章
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　ニネベに行くようにとの神さまのご命令に背い

てタルシシュ行きの船に乗り込んだヨナは、船が

砕け散るかと思われるような大きな嵐にあいまし

た。船の乗組員たちは、この大きなわざわいの原

因がヨナにあることがわかると、ヨナを海に投げ

込みました。

　ヨナはこのとき、自分の命はこれで終わってし

まうと思ったでしょう。潮の流れに巻き込まれ、

高波が次々と頭の上を越えていきます。大水が喉

元にまで達して、海藻が頭に絡みつきます。深い、

果てしない海の真ん中で死んでいかなければなら

ない。どんなに恐ろしかったことでしょう。

　そして、ヨナは神さまが自分を海に投げ込まれ

たことを知っているのです。神さまのみ言葉に背

き、み前から逃げ出した罪の刑罰として、今自分

は息絶えようとしているのだということを知って

いるのです。

　けれども、この大きな恐れの中で、ヨナは神さ

まのみ名を呼びます。神さま、どうかわたしの命

を救ってくださいと祈り願います。すると、神さ

まは彼の祈りを聞いてくださったのです。神さま

は大きな魚にお命じになって、ヨナを呑み込ませ

ます。ヨナの命を助けるためです。ヨナの乗った

船を嵐にあわせたのは神さまです。しかし、ここ

でヨナの命を救うために大きな魚を備えてくだ

さったのも神さまです。

　ヨナは自分を呑みこんだ魚のお腹の中で、神さ

まをほめたたえます。今朝の2章は、このときに

ヨナが魚のお腹の中でうたった感謝と讃美の歌で

す。

　ヨナはこの時の経験によって、神さまがほんと

うに神さまのみ名を呼び求める者を救ってくださ

るお方であることを知ったのです。死に直面する

ような危機の中で、神さまはみ名を呼ぶ者を助け

てくださる。喉元まで襲っている大水から助け出

してくださる。その救いの恵みを身をもって味わ

い知ったのです。

　ヨナは三日三晩魚のお腹の中にいて、それから

陸地に吐き出されました。神さまは彼の命を守ら

れたのです。でも、考えてみると今ここで讃美の

歌をうたっているヨナは、まだ魚のお腹の中にい

ます。そこは真っ暗闇であったと思います。荒れ

狂う海も恐ろしい場所ですが、この真っ暗闇の場

所も恐ろしかったのではないでしょうか。

　しかし、ヨナはこの場所で救いの喜びに満たさ

れています。神さまの恵みを知った人は、真っ暗

闇の中でも喜ぶことができるのです。

　わたしたちの日々にも時につらいこと、悲しい

こと、恐ろしいことが起こります。大きな恐れや

不安に押しつぶされそうになることがあるかもし

れません。

　けれども、わたしたちは神さまのみ名を呼ぶこ

とができます。神さまに助けを求めることをゆる

されています。そして、神さまはみ名を呼び求め

る者を必ず助けてくださいます。真っ暗闇と思え

〔単元のねらい〕

　ヨナ書2章は、神のみ手によって死の淵から救い出されたヨナがうたった、実に美しい讃美の歌であ

る。イエス・キリストの救いに招かれた者たちは、皆ひとしくこの歌を歌うことができるであろう。旧

約聖書の中でもその深みと豊かさにおいて比類がないと評されるこの祈りを、わたしたちも心深く味わ

いたい。そして、ともに声を合わせて神をほめたたえたい。

「救いは、主にこそある」

	 8月14日	 「魚の腹の中のヨナ」	 説教展開例

	 テキスト	 	 ヨナ書　2章

	 参照カテキズム	子どもカテキズム　問21
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るような状況の中でも、そこに必ずみ手を伸ばし

てくださいます。苦しみから逃れる道を備えてく

ださいます。暗闇の中に光がさし込みます。それ

ゆえに、わたしたちは暗闇の中でも讃美の歌をう

たうことができるのです。

　わたしたちの命を支配しているのはわたしたち

自身ではなく、造り主なる神さまです。神さまは

わたしたちを憐れみ、わたしたちを赦し、わたし

たちに最善をなしてくださるお方です。それゆえ

わたしたちは安心して、この命を神さまのみ手に

ゆだねることができるのです。

　イエスさまはご自分が十字架にかかられること

を、神さまがヨナを救ってくださったことになぞ

らえてお語りになりました（マタイによる福音書

12章3節）。ヨナは三日三晩魚のお腹の真っ暗闇

に置かれ、死の中で命を得ました。そのことはイ

エスさまがわたしたちの罪の身代わりに十字架に

死なれたこと、十字架の恐れと苦しみをその身に

負われ、陰府の底にまでくだっていかれ、そして

三日目に死をうち破ってよみがえられたこと、こ

の十字架と復活のみわざによってわたしたちを死

から命に移しかえてくださったことの先取りで

あったのです。

　イエスさまが死んでよみがえってくださったゆ

えに、わたしたちは罪の苦しみ、死の恐れからと

きはなたれています。わたしたちが深い闇の中に

置かれている時にも、イエスさまはわたしたちと

ともにいてくださいます。大きな苦しみやわざわ

いの中でみ名を呼び求める時、イエスさまは必ず

答えて、助けてくださいます。

　神さまに命を守られたヨナは「救いは、主にこ

そある」（10節）とうたいました。イエスさまの

十字架とよみがえりによって、わたしたちは「救

いは、主にこそある」ことを鮮やかに知ることを

ゆるされています。	 （木下裕也）

	〔今週の暗唱聖句〕	 ヨナ書	2章10節後半

救いは、主にこそある。
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	 8月14日	 「魚の腹の中のヨナ」	 幼稚科

〈ねらい〉

　神様は、ぼくたち私たちを心から愛しておられ

ます。そして、ぼくたち私たちがどんなに失敗を

したとしても、必ずやり直すチャンスを与えてく

ださいます。その神様の愛について、御言葉に聞

きましょう。

〈展開例〉

　さて、海の中に投げ込まれてしまったヨナさん

でした。本当ならば、このまま溺れ死んでしまっ

てもおかしくはなかったのに、神様は実に不思議

な方法でヨナさんを助けてくださったのです。そ

れは、魚にヨナさんをのみ込ませるということで

した。

　「主は巨大な魚に命じて、ヨナを呑み込ませら

れた。ヨナは三日三晩魚の腹の中にいた。」（1）

　この魚は何だろう？	皆どう思う？	人間をのみ

込むことができるのだから、クジラかな？	よく

分からないけれども、神様は、大きな魚を送って、

ヨナさんをのみ込ませたのです。そして、胃袋の

中で消化させないで、実に不思議な方法で、三日

間、守られたのです。

　不思議です。神様の御手の中で、この三日間が

神様の御前での祈りの時となりました。

　「ヨナは魚の腹の中から自分の神、主に祈りを

ささげて、言った。苦難の中で、わたしが叫ぶと

／主は答えてくださった。陰府の底から、助けを

求めると／わたしの声を聞いてくださった。」（2

－3）

　ヨナさんは、自分が海に投げ込まれたときに、

きっともう駄目だと思ったでしょう。実際に、「わ

たしは思った／あなたの御前から追放されたのだ

と。生きて再び聖なる神殿を見ることがあろうか

と。大水がわたしを襲って喉に達する。深淵に呑

み込まれ、水草が頭に絡みつく」（5－6）と祈っ

ているのです。そして、命が守られたときには、「わ

たしは山々の基まで、地の底まで沈み／地はわた

しの上に永久に扉を閉ざす。しかし、わが神、主

よ／あなたは命を／滅びの穴から引き上げてくだ

さった。息絶えようとするとき／わたしは主の御

名を唱えた。わたしの祈りがあなたに届き／聖な

る神殿に達した。偽りの神々に従う者たちが／忠

節を捨て去ろうとも、わたしは感謝の声をあげ／

いけにえをささげて、誓ったことを果たそう。救

いは、主にこそある」（7－10）と祈りました。

　ヨナさんは、本当に神様にあって、わたしの命

は守られた、神様にあって、わたしの命は生かさ

れているのだ、その確信に立つことができるよう

になったのです。そして、こう祈ると、神様はヨ

ナさんを陸地に吐き出しました。（11）

　ぼくたち私たちも、失敗してしまうことがたく

さんあります。ああすれば良かったと思うことも

たくさんあります。でも神様は、ぼくたち私たち

がどんなに失敗をしても、やり直すチャンスを与

えてくださるのです。ヨナさんのように、失敗を

しても、悔い改めて、もう一回立ちあがっていき

ましょう !!

〈お祈り〉

　天の父なる神様。私たちは失敗することがあり

ますが、あなたは、もう一回やりなおすチャンス

を与えてくださいます。感謝します。主イエス・

キリスト御名によってお祈りします。アーメン。
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	 8月14日	 「魚の腹の中のヨナ」	 小学科下級

〈ねらい〉

　ヨナの祈り。不従順な者を赦し、立ち上がらせ

てくださる神をほめたたえよう。

〈展開例〉

　ニネベに行くはずだったヨナさんは、神様のご

命令に背いて、ぜんぜん方向が違うタルシシュ行

きの船に乗り込んでしまいました。そして、その

船は大嵐にまきこまれてしまいました。原因がヨ

ナさんにあることを知った船の人たちは、ヨナさ

んの手足を縛って、ヨナさんを嵐の海へほうり投

げました。ヨナさんは嵐の海に投げ出されました。

　絶体絶命です。死ぬと思ったでしょう。

　けれども、ヨナさんは、神様の命令に背いた刑

罰として海に投げ出されたことを知っていまし

た。その時、心から「神様、助けてください」と、

「私を救ってください」と、ヨナさんは祈ったの

です。

　神様は大きなお魚にヨナさんを飲み込ませまし

た。神様はヨナさんを救ってくださったのです。

　ヨナさんは神様のご命令に背いたことを反省し

ました。そして、心から感謝しました。

　お魚のお腹の中は、真っ暗だったでしょうね。

恐いでしょうね。でも、ヨナさんは祈りを聞いて

助けてくださった神様に感謝の気持ちでいっぱい

で讃美の歌をうたっていました。

　真っ暗の中でも、神様のお恵みで救われた人、

お恵みを受けた人は喜ぶことができるのです。

　私たちにもつらいときや泣きたくなるときがあ

りますね。そんなとき、神様はみなさんが「助け

てください」「守ってください」とお祈りするこ

とを待っておられます。神様は、ヨナさんのよう

に、必ず私たちを助けてくださいます。真っ暗な

中から救い出してくださいます。ヨナさんを助け

てくださった神様は、今も私たちの祈りを聞いて、

助けてくださるのです。感謝しましょう。

〈お祈り〉

　神様。ヨナさんの時代も、今の時代も、私たち

を救い出してくださる神様。一生懸命にお祈りし

ます。この一週間も私たちと一緒に歩んで守って

ください。アーメン。

〈やってみよう〉

○ヨナを外に出しましょう。
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	 8月14日	 「魚の腹の中のヨナ」	 小学科上級

〈ねらい〉

　ヨナの祈りから、神様の用意してくださる救い

に感謝することを学ぶ。

〈今日の聖書〉

★ヨナ書2章

①聖書を読みましょう。

②物語を整理しましょう。

　神様は海に投げ込まれたヨナに何を用意されま

したか？

　ヨナはどうなりましたか？

　どのくらいの間、そうしていましたか？

　魚はどうしてヨナを吐きだしたのですか？

〈展開例〉

　先週から、ヨナさんのお話を聞いています。今

日は、前回の続き。

海に投げ込まれたヨナさんは、絶体絶命でしたね。

手足を捕らわれて海に投げ込まれたら、死ぬしか

ないと思うでしょう。とても怖かったと思います。

そんなヨナさんに、神様は大きな魚を用意してく

ださいました。ヨナさんが死なないように、その

魚に命令して、ヨナさんを飲みこんでもらったの

です。

　そうすることによって、ヨナさんは助かりまし

た。

　そこで、ヨナさんが神様にささげたお祈りが、

今回のメインです。考えてみると、魚のおなかの

中に居るヨナさん、不安な気もちにもなるのでは

ないでしょうか。真っ暗な中で、ただひとりぼっ

ちだったら。

　だけど、ヨナさんのお祈りに注目しましょう。

喜びで満たされています。

　私たちは、神様に支配されています。神様は、

私たちを憐れみ、たいせつにしてくださる方です。

だから私たちも、何も見えない、わからないとき

でも、神様に安心して任せることができるのです。

〈祈り〉

　神様。いつも私たちを助けてくださってありが

とうございます。暗闇の中に居ても、あなたを信

頼することができますように。アーメン。
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	 8月14日	 「魚の腹の中のヨナ」	 中学科

　対話の手掛かりとして……。

①神さまに祈ることは息をすること、呼吸をする

ことです。普段私たちが、呼吸をしないと苦し

くなり、命の危機を感じます。それと同じよう

に、祈ることは、信仰生活において欠かすこと

ができない大切なものなのです。でも、なかな

かお祈りができなかったり、どう祈っていいの

か分からないということがあります。前回は、

御言葉から離れたヨナの姿を見ましたが、私た

ちは御言葉だけではなく、祈ることにおいても

神さまから離れてしまうことがあるのではない

でしょうか。今回はヨナの物語をとおして、「祈

り」について考えてみましょう。

②ヨナは神の言葉から遠くに離れようとしまし

た。しかし、その結果どうなったでしょうか。

嵐の海に投げ出されて、死ぬほどの経験をした

のです。でもそこでヨナは何をしたのでしょう

か。神さまに対して、何でこんな目に遭わせる

のだと、怒りを覚えたのでしょうか。もう神さ

まなんか知らないと益々背を向けたのでしょう

か。そうではありませんでした。「自分の神、

主に祈りをささげた」のです（2、8節）。「困っ

たときの神頼み」という言葉があり、これを否

定的に理解する人もいます。確かに自分の都合

のいい時だけ、お祈りすることはよくないこと

でしょう。でも、「困ったときの神離れ」とい

うことも、神さまは悲しまれます。私たちには

祈ることができない弱さがありますが、様々な

出来事をとおして、私たちの心が再び、神さま

の方に向き、祈ることへと促されていくのです。

③お祈りをしても、神さまは何も聞いてくださら

ないという経験が誰にでもあると思います。さ

すがにこんなところにまで、神さまは来てくだ

さらないと諦めてしまうこともあるでしょう。

でも神さまは、苦難や陰府の中にあっても、死

を前にしても、ヨナの祈りを聞いてくださり、

答えてくださるお方であることが分かります

（3、7、8節）。私たちはひとりぼっではありま

せん。どんなところにも神さまはおられます。

だから安心して「神さま」と呼ぶことができる

のです。

④私たちの祈りに対して、神さまが答えくださる

というのは、具体的にどのようなことなので

しょうか。今回のテキストの最後11節には、「主

が命じられると、魚はヨナを陸地に吐き出した」

とあります。次の3章では、ヨナが、神さまか

ら命じられたニネベの地で宣教活動を始めるこ

とになるのです。つまり、ヨナが大地に吐き出

されたということは、自分がこれから歩むべき

道が示されたということです。ヨナは神に悔い

改めの祈りをささげ、赦しを確信し、新しく歩

むべき地に押し出されていったのです。しかも

神さまは私を救ってくださったという感謝を携

えて。私たちも祈ることによって、新しく歩む

大地へと送り出されます。闇から光の射す方へ、

死から命へと導かれています。祈りを聞いてく

ださる神さまが、私たちを新しい存在へと変え

てくださるのです。

⑤神さまや信仰について分からないことや疑問に

思う子どもたち多いと思います。自分は何も分

かっていないから、信仰告白する資格はないと

思い込んでいることも多いのです。だから、お

祈りをする資格もないのだと……。しかし、そ

うではありません。神さまのことが分からなけ

れば、神さまに祈ったらよいのです。「あなた

のことを教えてください」「わたしを助けてく

ださい」と。その先には、「救いは、主にこそ

ある」（10節）と主をほめたたえながら歩むこ

とができる新しい大地が広がっています。
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　主なる神は悔い改めを喜ばれる。

　罪人を赦してくださる神をほめたたえよう。

〈ヨナの服従〉

　「救いは、主にこそある」(10) と信仰の告白を

したヨナ。そのヨナに再び主の命令が下ります。

復活の主イエスが裏切ったペテロに、「わたしの

羊を養いなさい」と言われた言葉が重なり合いま

す。主が言われたことを直ちに行うという服従が

大切であります。そして、同じような失敗（過ち）

を繰り返さないことも大切です。

〈ニネベでの悔い改め〉

　ニネベの町は、12万人以上 (4:11) と記されて

いることから、当時の大都会でありました。また、

一巡するのに三日かかったと記されております

(3)。ヨナが宣教するのは大変なことでありまし

た。しかしヨナは、「あと40日すれば、ニネベの

都は滅びる」と宣べ伝え、断食を呼びかけました。

　40日という限定は、ノアの洪水時の降水期間

（創世記7:4）、モーセのシナイ山滞在期間（出エ

ジプト24:18）、エリヤのホレブ巡礼（列王上

19:8）などがあり、ある神が定めた一定の期間を

示しております。そして、40日で滅びるという

のは、ソドムとゴモラと重なっており（創世記

19:21、アモス4:11）、巨大都市に対する悪のは

びこりが強調されております。

　その中でヨナは、滅亡の預言をし、断食を彼ら

に呼びかけるのであります。断食は、悔い改めを

示す行為であり、神への立ち帰りの象徴でもあり

ます。常識で考えるならば、こんなにひどい町が

ヨナの一言で悔い改めるだろうか、という思いが

生じてくるかもしれません。しかし、不思議なこ

とに、ニネベの人たちは、船乗りのように神を信

じ、それを具体的に表し、ヨナが命令した通りに、

粗布をまとい、断食をして悔い改めへと導かれて

いくのでありました。彼らは、不思議なしるしや

奇跡を見て悔い改めたのではなく、ひとえにヨナ

が語った言葉において悔い改めたのでした。まず

民衆が、ヨナの言葉を受け入れ、ついで王が彼の

言葉を受け入れ、さらに王が布告をし、動物まで

も断食を命じられるのであります。動物までもと

いうことで、ニネベのすべてが神に悔い改めると

いう行動になっていることを示しております。さ

らにこのことが強調されているのが、「ひたすら

神に祈願せよ（原語は「叫べ」）」(8) という言葉

であります。単に祭儀的外面だけではなく、神に

向かって助けを徹底的に求めるという姿勢と信仰

が強調されております。

　このような彼らの熱心な業に対して、主なる神

はどのようにされたでしょうか。「神は彼らの業、

彼らが悪の道を離れたことをご覧になり、思い直

され、宣告した災いを下すのをやめられた」(10)

と記されております。神は、断食をしたから、粗

布をまとったからではなく、悪を離れ、神に向かっ

たということで思い直され、やめたれたのです。

　ここで大切なことは、神が思い直されて、やめ

られたということではなく、神が愛をもって彼ら

を赦されたことであり、異邦人の彼らを赦し、喜

ばれたということで。私たちの信じる神は、悔い

改める者を赦し、喜ばれる神であられるというこ

とを信じ、主をほめたたえましょう。	（潮田　祐）

	 8月21日	 「ニネベで宣べ伝えるヨナ」	 聖書研究

	 テキスト	 ヨナ書　3章
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　教会に誘いましょう。礼拝に連れて来ましょう。

そんなふうに教会学校の先生から言われたとき、

あなたは誰を誘いますか。仲の良い友だちでしょ

うか。誘いやすそうで、誘いにくいかもしれませ

ん。それとも、いつも独りぼっちの誰かでしょう

か。誘いにくそうで、誘いやすいかもしれません。

それでは、自分にとって一番嫌いな人はどうで

しょう。絶対誘いたくない、連れて来たくないと

思うかもしれません。今日は、そんな思いを抱い

た人が登場します。

　大海原で今にも溺れそうな人が、叫び声を上げ

ています。「神さま、あなたはわたしを深い海に

投げ込まれました。潮の流れがわたしを巻き込み、

波また波がわたしの上を越えて行きます。わたし

は、あなたの御前から追放されました。生きて再

び国に帰ることも、礼拝することもないでしょ

う」。その声の主は、ヨナその人です。イエス様

ご誕生から、はるか800年も昔に働いた預言者で

す。預言者とは、神さまの言葉をお預かりする者、

という意味です。御言葉を聴き取ったら、それを

告げ知らせる働き人です。

　そんな大切な働きをする人が、なぜ溺れかかっ

ているのでしょう。しかも、神さまご自身によっ

て海に投げ込まれたのは、なぜでしょう。それは、

このヨナという人が、神さまの言葉をお預かりし

たまま、自分の心の中にしまい込んでいたからで

す。「さあ、大いなる都ニネベに行って、これに

呼びかけよ。彼らの悪はわたしの前に届いてい

る」。この御言葉を聴き取ったのに、ヨナは告げ

知らせることを嫌がって、船にのって逃げ出した

のです。逃げた理由は、イスラエルの神さまの言

葉を、アッシリアという敵の国の人々に伝えるの

が嫌だったからです。「イスラエルの神があなた

がたに仰せになる。あなたがたの悪は、神の耳に

届いている。あなたがたの罪は、神の目に明らか

である」。そんなことを告げようものなら、きっ

と殺されてしまうに違いない。彼はそう思ったの

です。

　しかし、ヨナに御言葉をお預けになった神さま

は、それを伝えさせずにおかない方でした。彼を

つかまえて海に放り込み、彼が祈るのを待ってお

られました。命の危険のなかで、彼が助けを求め

て祈ると、神さまは巨大な魚に命じてヨナを呑み

こませ、三日三晩のあいだ魚の腹の中で、ヨナの

思いを直そうとなさったのです。「わたしの主な

る神さま。溺れ死にそうだったわたしを、あなた

は引き上げてくださいました。わたしは感謝をさ

さげて、あなたに従い直します。あなたこそが、

わたしの救いだからです」。ヨナが思い直したこ

と、彼が悔い改めたことを神さまはお認めになり

ました。そして巨大な魚に命じて、彼を海岸に吐

き出させたのです。こうしてヨナは、預言者とし

てもう一度、スタートラインに立たせていただい

たのです。

〔単元のねらい〕

　「主なる神は悔い改めを喜ばれる。罪人を赦してくださる神をほめたたえよう」。単元目標の教えと勧

めにアーメンである。この箇所には面白い筋書きがあって、それに注目しながら物語りたい。逃避行を

思い直したヨナが伝道すると、ニネベの人々は思い直して断食し、災いをくだすことを神も思い直され

る。むしろニネベの人々の罪を赦そうとお思いの神が、まず預言者ヨナを悔い改めに導き、更にニネベ

の人々をも悔い改めに導かれた。この神をほめたたえよう。

「悔い改めに導く神」

	 8月21日	 「ニネベで宣べ伝えるヨナ」	 説教展開例

	 テキスト	 	 ヨナ書　3章

	 参照カテキズム	子どもカテキズム　問67
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　「さあ、大いなる都ニネベに行って、わたしが

お前に語る言葉を告げよ」。神さまのご命令を改

めて聴き取って、預言者ヨナは、今度はすぐに従っ

て旅立ちます。イスラエルの国から北へ300キロ、

東へ600キロ、ユーフラテス川を渡り、チグリス

川を越えて、アッシリアの国の都ニネベに着きま

す。一回りするのに三日もかかる大きな都に入っ

た預言者ヨナは、神さまからお預かりした御言葉

を叫びながら、一日中告げ知らせて歩くのです。

「イスラエルの神が仰せである！	お前たちの悪は

神の耳に届いている！	お前たちの罪は神の目に

明らかである！	このあと40日もすればニネベの

都は滅びる！」。今にも兵隊がやってきて、取り

押さえられるかも知れない。すぐにも縛り上げら

れ、八つ裂きにされるかもしれない。そんな恐れ

を抱きながらも、思い直したヨナは、命がけで働

きをやり抜きます。預言者を悔い改めに導いた神

さまのご熱心が、彼をそうさせたのです。

　するとどうでしょう！	ヨナが思ってもみな

かったことが起こるのです。何と！	ニネベの人々

が神さまを信じてしまうのです！	敵の国の人々

が、まるでヨナそっくりに、自分たちの悪い言葉

や行動を思い直し、イスラエルの神さまの前で悔

い改め、身分の高い人から低い人まで粗末な衣を

まとい、断食するではありませんか！	都の宮殿

にいるアッシリアの王までが思い直し、その座か

ら立ち上がって王衣を脱ぎ捨て、灰の中に座り込

んで都中に断食を呼びかけるではありませんか！	

「人も家畜も、何一つ食べ物を口にしてはならな

い。食べることも飲むこともしてはならない。皆

そろって、ひたすらイスラエルの神に祈れ。思い

直し、おのおの悪を離れよ。悔い改めて、自分た

ちの手から罪を捨てよ。そうすれば、イスラエル

の神も思い直してくださるかもしれない。アッシ

リアに対する激しい怒りを静めてくださるかもし

れない。ニネベに住むわれわれを滅ぼすことを思

い留まってくださるかもしれない」。

　このあと起こったことは、ヨナをさらに驚かせ

ました。ご命令に背いて逃げ出した預言者を赦し

てくださった神さまは、彼の働きを用いて御自分

の民イスラエルを脅かすアッシリアの人々までも

赦してしまわれたのです！	ニネベの人々が思い

直して、罪を捨てて悪から離れたことを御覧にな

ると、イスラエルの神さまも思い直されて、預言

者ヨナを通して告げ知らせた災いを下すことを思

い留まられたのです。

　このように、イスラエルの神は、恵みと憐れみ

の神です。人間の罪と悪を、慈しみをもって忍耐

なさり、彼らを悔い改めに導いて、災いをくだす

ことを思い直される神です。しかも、御自分が憐

れもうと思う人を憐れみ、慈しもうと思う人を慈

しむ神です。イスラエルの民だからといって、そ

のまま皆を赦すことはなさいません。アッシリア

の者だからといって、そのまま皆を裁くこともな

さいません。神の前に思い直し、罪を悔い改める

人を、神は赦してくださって、災いを思い留まら

れるのです。ですから、イスラエルの神の御言葉

は、預言者によって全世界に告げ知らされなけれ

ばなりません。神の祝福と警告は、あらゆる人を

悔い改めに導いて救いに与からせる、神の福音な

のです。

　預言者は、そのことを思い知らされました。ヨ

ナは、受け入れがたいほどの神さまの憐れみと慈

しみを、目の当たりにさせられたのです。それは、

今ここにいる私たちも体験させられることです。

神さまの御言葉を聴いていながら、それに背いて

しまうような私たちを、神さまは悔い改めに導か

れます。思い直して神さまに従い、福音を告げ知

らせる私たちを用いて、神さまは世の人々を悔い

改めに導かれます。神さまの祝福と警告の御言葉

は、イエスさまの十字架と復活の出来事によって

全世界に広げられ、人々を悔い改めに導いて、赦

しと平安に与からせるのです。罪人を赦そうとな

さる神は、私たちを悔い改めに導いて、この世で

一番嫌いな人さえも悔い改めに導く神なのです。

	 （二宮　創）

	〔今週の暗唱聖句〕	 ローマの信徒への手紙9章15節

わたしは自分が憐れもうと思う者を憐れみ、

慈しもうと思う者を慈しむ。
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	 8月21日	 「ニネベで宣べ伝えるヨナ」	 幼稚科

〈ねらい〉

　神様は、ぼくたち私たちが心から悔い改めて、

もう一回従っていくことを心から喜ばれます。そ

の神様の愛について、御言葉に聞きましょう。

〈展開例〉

　さて、ヨナさんは神様のお言いつけに背いて、

ニネベに行くことをせず、タルシュシュ行きの船

に乗って出かけました。しかし、神様は、失敗を

通してもご自身の御心を行われていきます。大嵐

の中に投げ出されたヨナさんを魚に呑みこませ、

陸地に吐き出されました。そして、もう一回神様

のためにお働きをするチャンスを与えられたので

す。それは、あのニネベで、神様のために、神様

の御言葉を語ることでした。

　「主の言葉が再びヨナに臨んだ。さあ、大いな

る都ニネベに行って、わたしがお前に語る言葉を

告げよ。」（1－2）

　ニネベは、12万人以上の人々が住む大きな町

でした。（4:11）そしてヨナさんは、その人々に

神様のメッセージを語ったのです。神の御言葉を

語ったのです。

　「ヨナは主の命令どおり、直ちにニネベに行っ

た。ニネベは非常に大きな都で、一回りするのに

三日かかった。ヨナはまず都に入り、一日分の距

離を歩きながら叫び、そして言った。『あと四十

日すれば、ニネベの都は滅びる。』」（3－4）

　すると、どうでしょうか。ニネベは異邦人の街

です。神様を信じない人々がたくさんいる町です。

でも、そんな町ですけれども、「すると、ニネベ

の人々は神を信じ、断食を呼びかけ、身分の高い

者も低い者も身に粗布をまとった。」（5）身分の

高い人から、身分の低い人に至るまで、皆神様の

御前に行いを改めて、そして、悔い改めて、神様

を信じていこうとしました。

　人々は思いました。「そうすれば神が思い直さ

れて激しい怒りを静め、我々は滅びを免れるかも

しれない。」（9）

　それを見て、神様は、「神は彼らの業、彼らが

悪の道を離れたことを御覧になり、思い直され、

宣告した災いをくだすのをやめられた。」（10）

　ニネベの人々が断食をしたからではないので

す。粗布をまとったからではないのです。ニネベ

の人々が心から悔い改めて、行いを改めたのです。

だから、神はニネベを滅ぼすことを思いなおされ

ました。

　神様は、自分の罪を認めて、自分が神様に背を

向けていたということを認めて、心から悔い改め

る者を決して見捨てられることなく、心から愛し

て、心から赦して、そして心から受け入れてくだ

さるのです。どんな人でも、神様の御前に心から

悔い改めて従っていく者を、神様は愛してくださ

るのです。ぼくたち私たちも、神様の御前に心か

ら悔い改めて、従っていきましょう！！

〈お祈り〉

　天の父なる神様。あなたは、ぼくたち私たちの

悔い改めを喜んでくださるお方です。心から悔い

改めることができるように導いてください。主イ

エス・キリスト御名によってお祈りします。アー

メン。
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	 8月21日	 「ニネベで宣べ伝えるヨナ」	 小学科下級

〈ねらい〉

　主なる神は悔い改めを喜ばれる。罪人を赦して

くださる神をほめたたえよう。

〈展開例〉

　わたしたちはお父さんやお母さんの言われるこ

とを素直に聞けなくなることがあります。また、

兄弟（姉妹）や学校のお友だちと喧嘩をしてしま

うこともあります。そして、喧嘩をした後、なか

なか素直に謝ることができません。今日のお話は、

神様から「大いなる都ニネベに行って、わたしが

お前に語る言葉を告げよ」と言葉を預かったヨナ

さんのお話です。

　ヨナが行った町ニネベは、とても大きな国のと

ても大きな町でした。町の人たちは違う神様を信

じていたり、悪いことを行っていました。そのこ

とを神様は大変悲しまれ、この町を滅ぼそうと決

心をしておられました。

　しかし、ヨナさんの話を聞いたニネベの人々は、

王様をはじめ、たくさんの人がこれまでの自分を

見つめなおして、悪いことはやめよう、神様の言

葉に耳を傾けた生活をしよう、と心から思いなお

しました。このことが悔い改めです。ニネベの人

たちが「今までの自分たちは間違っていた」「神様、

ごめんなさい」と心から思うのを神様はごらんに

なり、憐れまれて、ニネベを滅ぼすことをおやめ

になりました。

　今日、覚えておきたいことは、私たちの思うが

ままに毎日を生きるのではなく、神様が何を私た

ちに願っておられるのかを考えて、神様の言葉に

対してどんなにかけはなれた行いをしてきたの

か、悔い改めることです。どんな小さなことでも

神様にお祈りして、どんなに不安でも神様がそば

で見守ってくれていることを忘れずに生きてゆき

たい。神様がそばで見守ってくれていることを信

じて、日曜学校に行きたいですね。

〈お祈り〉

　神様。新しい一週間もあなたと一緒に過ごさせ

てください。まちがったことをしてしまったら、

神様に「ごめんなさい」とお祈りができますよう

に。うれしいときは「ありがとう」とおい祈りで

きるようにしてください。アーメン。

〈やってみよう〉

○聖書を開きましょう

　横のキーワード

　①船の中でヨナが引いたもの（ヨナ1:7）　　　　　　　②日曜日に教会で必ずすること

　③ニネベの人が断食のときに身にまとう布（ヨナ3:5）　	④ヨナは魚のどこにいましたか？（ヨナ2:2）

　⑤ヨナが主から逃れようとして向かった場所（ヨナ1:3）

　⑥ニネベに行ったのはどうしてでしょうか？（ヨナ3:3）
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	 8月21日	 「ニネベで宣べ伝えるヨナ」	 小学科上級

〈ねらい〉

　ヨナを悔い改めへとみちびかれた神は、そのヨ

ナによって更にニネベの人々を悔い改めへと導い

てくださった。悔い改めを喜んでくださる神をほ

めたたえよう。

〈展開例〉

○神様の御言葉に従わず、神様から逃げ出したヨ

ナでしたが、神様はヨナを見捨ててしまうこと

なく、大きな魚の腹の中で神様に祈りをささげ

る時を与えてくださいました。なぜ神様はヨナ

を海の中で溺れるままにほっておかれなかった

のでしょうか。

　→神様はヨナを深く愛してくださっていたの

で、神様に祈りをささげ悔い改める時を与え

てくださった。神様はニネベの人々を救うた

めにヨナを用いようとご計画なさっていた。

○悔い改めたヨナに神様は何を求められました

か。

　→もう一度「ニネベに行って、神様の言葉を宣

べ伝えるように」求められた。（ヨナにニネ

ベの人々を悔い改めへと導く役目を与えられ

た。）

○ヨナは神様の御言葉を聞いて、今度はすぐにニ

ネベの町に行きました。最初に神様の御言葉に

従わなかったヨナと何が変わったのでしょう

か。

　→ニネベに行きたくないという気持ちは同じ。

（ニネベはイスラエルにとって敵国。ニネベ

の人々を助けたいという気持ちはヨナには最

初も今度もなかった。）

　　　ただ、罪深い自分を助けてくださった真の

神様の御言葉に従いたかっただけ。

○ニネベの人々はヨナの言葉を聞いてどうしまし

たか。

　→すぐにヨナの言葉を聞き入れ、神様を信じ、

悪の道を離れ、神様に祈りをささげた

○なぜニネベの人々はすぐに悔い改めることがで

きたのでしょうか。

　→神様はヨナと同じようにニネベの人々も愛し

ていてくださり、ニネベの人々が悔い改める

ように導いてくださったから

○新約聖書の中でイエスさまがこのニネベの人々

の悔い改めについて語っておられる個所があり

ます。読んでみましょう。

　→マタイによる福音書12章41節

〈祈り〉

　神様。罪を犯す私たちを赦してくださり、何度

でも神様に立ち返らせてくださることを感謝しま

す。神様がどんなときも私たちを見ていてくださ

ることを忘れず、神様に従っていくことができる

ようにしてください。
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	 8月21日	 「ニネベで宣べ伝えるヨナ」	 中学科

　対話の手掛かりとして……。

①主の言葉が再びヨナに臨みました（1節）。

神さまはヨナにお命じになられた御言葉を、もう

一度告げられます（ヨナ1:2）。神さまは、わ

たしの使命に再び生きるようにと、私たちを立

ち上がらせてくださるのです。しかも神さまは、

ヨナを別の道に召したのではありません。初め

から決めておられた道へ招かれるのです。私た

ちの人生にも、多くの失敗があり、挫折があり

ます。そこで立ち上がることのできないほどに、

倒れ込んでしまうこともあるでしょう。この道

は、もともと自分には向いていなかったのだと、

別の道に行くこともあるかもしれません。けれ

ども、もう一度、かつて自分が失敗した同じ道

へと招かれることもあるのです。再び同じ道を

歩み出した時に、「自分はこの道でちゃんとやっ

ていけるのだろうか」「また失敗しないだろう

か」という不安は尽きないかもしれません。し

かし、それにも勝って、自分を再び立ち上がら

せてくださった神さまの恵みにいつも感謝しな

がら歩むことができるのです。ニネベに向かっ

たヨナの心の中には、「救いは、主にこそある」

（ヨナ2:10）という喜びの歌がいつも響いてい

たに違いないと思います。

②さて、ニネベの人たちは、ヨナをとおして語ら

れた御言葉を聞いて（4節）、神さまの前に悔

い改めを表わします（5－9節）。神さまは、彼

らの悔い改めを、ご覧になり、「思い直され」

ました（10節）。神さまが一度お決めになられ

たことを、「思い直される」というのは、おか

しなことだと思われるかもしれません（出エ

32:14、アモス7:3）。人間ならまだしも、神さ

まがコロコロと心変わりしてしまうならば、

いったい私たちは何を信じて生きたらよいのか

分からなくなります。では、なぜ神さまは、ニ

ネベの人たちを滅ぼすことを辞められたので

しょうか。それには、はっきりとした理由があ

ります。神さまが思い直されるのは、人々が神

さまの前から離れ、滅んでしまうことが御心で

はないからです。だから、より多くの者たちを

救う方向へと神さまの決定が変更されるので

す。

③その中心にあるのは、神さまの「愛」です。神

さまは聖なる方、義なる方でもあられますから、

人間の罪や悪を放ったらかしにはしません。

まぁ、これくらいだったら赦してやるかと、も

う悪さをするなよというのは、優しさのように

思えて、実に無責任な態度ではないでしょうか。

もし本当の愛があるならば、その人が罪を犯さ

ないように厳しく言い聞かせ、二度と御自分の

もとから離れないように、ギュッーと抱きしめ

るのではないでしょうか。神さまが罪を犯した

人間に対して、怒りを覚え、あなたがたを滅ぼ

すとまでおっしゃるのは、私たちに対する深い

愛があるからです。あなたがたは滅んではいけ

ない！	わたしのもとに帰ってこなければいけ

ない！	滅びの宣告の裏には、神さまの強い招

きがあるのです。このことを「福音」と呼びま

す。ニネベの人たちは、滅びの宣告の中に、強

い神さまの愛の御声を聞き取ったに違いありま

せん。

④罪人を滅ぼすことを思い直された神さまの愛

は、やがてこの世に来てくださったキリストの

中にはっきりと現れました。あなたは滅んではい

けない！	わたしのもとに戻って来い！	という

招きの声は、私たち一人ひとりにも向けられて

います。罪に苦しむ私たちは、ニネベの王のよ

うに、「思い直してくださるかもしれない」と

わずかな望みを神さまに託しているかもしれま

せん（3:9）。「かもしれない」というのは、「も

しかしたら」ということです。でもキリストの

十字架によって、「かもしれない」「もしかした

ら」というわずかな望みは、100パーセント確

かな希望に変えられたのです！
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　すべての人を愛して惜しむ神の愛を知って、悔

い改めの愛に生きよう。

〈ヨナの怒り〉

　ニネベの人たちは、心から悔い改めました。そ

して神は彼らの罪を赦し、彼らを喜ばれました。

通常ならば、ヨナも共に喜ぶべきであります。け

れども、神の怒りがやんだときから、ヨナの怒り

が始まるのであります。彼らが、異邦人であるが

ゆえに、またニネベを滅ぼすことをやめたその憐

れみに対して激しく怒るのであります。口にする

信条と実際の思いとの矛盾、自己への思いと他者

への思いの矛盾がさらけ出されております。

　おそらく、ヨナの心境としては、ソドムとゴモ

ラと同じような町であるがゆえに、滅ぼされるの

が当然であると思っていたかもしれません。また、

ヨナは、神の救いは選民だけであるというエゴが

あったかもしれません。つまり、私たちは救われ

て当然であるが、彼らは救われるはずがないと

いったヨナの比較があったように思われます。

　「わたしの言葉」、「わたしの国」など一人称の

形が9回繰り返されております。そこからヨナの

エゴの強さがうかがえます。そして、ついにヨナ

は、神がこのように憐れみ深く振る舞う世界に自

分は存在したくないと言うのであります (3)。

〈ヨナの教育〉

　主なる神は、ヨナを直ちにさばくことも、見捨

てることもしませんでした。むしろ、ヨナを教育

しようとして、問いかけられるのであります。最

初は、「お前は怒るが、それは正しいことか」と

問いかけられます。しかし、ヨナは、その問いに

答えません。言葉で無理であるなら、主なる神は、

ヨナに救いと苦しみを体験させます。

　「とうごま」の木をヨナに与えます。「とうごま」

は、およそ4メートルの高さに及ぶ木であり、種

子からヒマシ油をとって下剤ができます。また、

第二次世界大戦のとき、日本各地でも栽培され、

飛行機用の潤滑油として使用されていたようであ

ります。

　とうごまの木はヨナよりも丈が高くなり、頭の

上に陰を作りました。それでヨナは大いに喜び、

不満が解消されました。しかし、神は、虫と熱射

の東風を送り、とうごまの木は枯れてしまいます。

そして神は、ヨナに最後の問いかけをします。ヨ

ナは「もちろんです。怒りのあまり死にたいぐら

いです」(9) と神に不満を漏らします。神に不満

を漏らすことが当然の権利でもあるかのように、

ヨナは神に不満をぶつけます。

　右も左もわきまえない人間であるヨナ、自己中

心的な考えであるヨナ。そのヨナは、当然、神の

目から見てさばきの対象でありますが、神にとっ

ては、むしろそれだけいっそう憐れみの対象であ

ることを語りかけます。神は、ヨナの自己中心的

生活を逆手にとって教育をなさるのです。ヨナを

も異邦人をも包み込む主なる神の愛と憐れみが、

ここでは徹底的に描かれているのであります。

　「（主なる神は、）そうではなく、一人も滅びな

いで皆が悔い改めるようにと、あなたがたのため

に忍耐しておられるのです」（ペトロ二3:9）。

　私たちの信じる神は、すべての人を愛して惜し

む神であります。また、忍耐して私たちの悔い改

めを待ってくださる神であります。どんなに私た

ちが神に不平や不満を言っても、忍耐してくださ

る愛なる神であります。

　ニネベの人たちは神の忍耐において、悔い改め

ました。そして神は赦されました。おそらく、神

の最後の言葉を聞いて、ヨナも悔い改めたのでは

ないでしょうか。私たちは、ヨナと同じように神

に教育されています。そのことを自覚して、神の

愛の深さを知り、悔い改めの愛に生きていくもの

でありたいと思います。	 （潮田　祐）

	 8月28日	 「とうごまの木とヨナ」	 聖書研究

	 テキスト	 ヨナ書　4章
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　神さまのなさることが、とうてい受け入れられ

ない。神さまのお気持ちが、まったく分からない。

そんな怒りを露わにして、神さまに訴える人がい

ました。「主よ、どうか今、わたしの命を取って

ください。生きているよりは死んだほうがましで

す」。預言者ヨナ、この人の激しい訴えに答えて、

主なる神は問いかけられました。「お前は怒るが、

それは正しいことか」。

　彼の怒りの原因は、イスラエルの敵の国アッシ

リア、その都ニネベの王と住民を、神さまが赦し

てしまわれたことにありました。ダビデ、ソロモ

ンが70年にわたって治めたイスラエル統一王国、

それが北と南に分裂して戦争をするようになって

から、イスラエルは次第に弱体化していました。

それに乗じてアッシリア帝国は軍隊を派遣し、南

北イスラエルを脅かして、莫大な金銀を貢物とし

て要求し、幾度となく持ち去ったのです。この敵

の国の都に赴いて、命がけで神さまの言葉を告げ

知らせたのが、預言者ヨナでした。「イスラエル

の神が仰せである！	お前たちの悪は神の耳に届

いている！	お前たちの罪は神の目に明らかであ

る！	このあと40日もすればニネベの都は滅び

る！」と。

　するとどうでしょう！	ニネベの人々が神さま

を信じてしまうのです！	アッシリアの人々が自

分たちの悪い言葉や行動を思い直し、イスラエル

の神の前で悔い改め、身分の高い人から低い人ま

で粗末な衣をまとい断食するのです！	ニネベの

人々が罪を捨てて悪から離れたことを御覧になる

と、イスラエルの神さまは思い直されて、預言者

ヨナを通して告げ知らせた災いを下すことを思い

留まられたのです！	敵を裁いて滅ぼすのではな

く、その人々を戒めて赦す。そのようになさる神

さまに向かって、預言者ヨナは、激しい怒りをぶ

ちまけています。

　「わたしには、こうなることが分かっていまし

た。あなたは恵みと憐れみの神です。忍耐深く、

慈しみに富み、災いを下そうとしても思い直され

る方です」。この言葉によって、神さまに賛美と

感謝を捧げることが期待されていたでしょうけれ

ども、預言者ヨナはそうではなく、皮肉と不満を

投げつけています。彼の怒りは正しいことでしょ

うか。少なくとも、一つ二つのことについて、正

しいとは言えません。

　一つはヨナ自身、神さまから赦された人だった

ということ。神さまから御言葉をお預かりしたの

に、それを心の中にしまい込んで、伝えようとし

なかったこと。預言者なのに、ご命令に背いて、

逃げ出したこと。それでも神さまは、ヨナを連れ

戻し、悔い改めに導き、背きの罪を赦し、彼をも

う一度スタートラインに立たせてくださったこ

と。赦された罪人なのに、同じく赦された敵の国

について怒っている。その怒りは、神さまの目か

ら見て、正しくないのです

〔単元のねらい〕

　「すべての人を愛して惜しむ神の愛を知って、悔い改めの愛に生きよう」。単元目標に賛成である。こ

こにも面白い筋書きがある。ヨナがとうごまの木を惜しんだ機をとらえて、神はニネベの人々を惜しむ

御心を打ち明けられた。木が枯れたことに怒るヨナに、神も人が滅びることに怒る御自分の激情を示さ

れる。ニネベの人々の悔い改めと神の思い直しに対して、ヨナが怒ったその怒りは、神の恵みと憐れみ

の御心に逆行する怒りだったことを、教え諭したい。

「人の滅びを望まぬ神」

	 8月28日	 「とうごまの木とヨナ」	 説教展開例

	 テキスト	 	 ヨナ書　4章

	 参照カテキズム	子どもカテキズム　問21
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　もう一つは人間として、神さまの御心と御業に

言いがかりを付けることは出来ないということ。

神さまは御自分が憐れもうと思う人を憐れみ、慈

しもうと思う人を慈しむ方。イスラエルの民だか

らといって、そのまま皆を恵むことはなさらない。

アッシリアの者だからといって、そのまま皆を呪

うこともなさらない。あらゆる人に祝福を約束し、

服従を要求なさる。不従順に対しては警告を発せ

られる。その上で、神の前に思い直し、罪を悔い

改める人には赦しを与えて、災いを下すことを思

い留まられる。このように思し召し、そのように

成し遂げる神に向かって、人間が怒ることは正し

くないのです。

　この一つ二つのことに気付かせるため、神さま

は問いかけられたのでありました。「お前は怒る

が、それは正しいことか」。しかし預言者は、神

さまのお気持ちに気付きません。彼の怒りは収ま

りそうにありません。プンプンと顔を真っ赤にし

ながら、ヨナは都から出て行きます。ニネベの人々

がこれからどうなるのか見届けようと、小屋を建

てて座り込みます。そんな彼を、神さまは尚も赦

しておいでになります。そして御自分のお気持ち

を分からせようと、彼の生活に御手を伸ばされま

す。

　真昼の厳しい陽射しに晒されて苦しんでいるヨ

ナのために、神さまは一本のとうごまの木をはえ

させられます。芽を出したかと思うと、その日の

うちにみるみる伸びて、ヨナの背丈より高くなり

ます。葉が茂ると日陰ができたので、ヨナはその

木が生えて茂ったことをとても喜びます。いつし

か彼の不満は薄れ、怒りも静まります。ところが

翌朝、神さまはその木を虫に食い荒らさせられた

ので、木は枯れてしまいます。日が昇って、太陽

がヨナの頭上に照りつけ、東からの熱風が吹き付

けます。その木が枯れてしまったことを、ヨナは

本当に悔しく思い、その木を枯らしてしまった虫

に怒りがこみ上げます。いつしか、枯れてしまっ

た哀れな木が、自分のことのように思えてきて、

神さまのなさることへの不満と怒りがよみがえり

ます。預言者ヨナはぐったりとなって、ふたたび

つぶやきます。「生きているよりは、死んだ方が

ましです」。

　預言者ヨナの怒りとつぶやきを御覧になった神

さまは、彼にふたたび問いかけられます。「とう

ごまの木のことでお前は怒るが、それは正しいこ

とか」。ヨナは答えます。「もちろんです。あなた

のなさったことを受け入れられません。あなたの

お気持ちがさっぱり分かりません。わたしは不満

でいっぱいです。怒りくるって死にたいほどで

す」。預言者はここでも、神さまのお気持ちを理

解することができませんでした。

　ところが！神さまはすかさず！	預言者ヨナに

たたみかけます。「お前は、自分で労することも

育てることもなく、一夜にして生じ、一夜にして

滅びたとうごまの木を惜しんでいる（悔しく思っ

ている・哀れに感じている・その死に激怒してい

る）。そのお前の気持ちは、神であるわたしが、

お前に抱いている気持ちとそっくりなのだ。お前

に命を与え、預言者に育て上げたのはわたしであ

る。もしもお前が滅びたら、わたしはお前を惜し

み、悔しく思い、お前を死なせた罪に激怒するだ

ろう。この気持ちは、ニネベの人々に対しても同

じなのだ。わたしが命を与えた12万もの人間が、

神を知らず、自分の罪もわきまえず、赦されない

ままに死んで滅びることを、どうしてわたしが望

むだろう。一人の人の命でも滅びることを、わた

しは決して望まない。わたしが望むことを、お前

の望みとせよ。これがわたしの気持ちである」。

　神の御独り子イエスさまは、滅びゆく罪人の死

を御自分の死となさいました。それは人間が罪赦

されて生きるためにほかなりません。神さまがそ

うしてくださったのですから、罪赦されて生きる

私たちも、神さまが悲しまれることを自分の悲し

みとし、神さまが喜ばれることを自分の喜びとし

よう。ヨナの神が願っておられたことを願い、主

イエスの父が望んでおられること望む。それが私

たちの救いです。	 （二宮　創）

	〔今週の暗唱聖句〕	 マタイによる福音書	18章14節

これら小さな者が一人でも滅びることは、

あなたがたの天の父の御心ではない。



─ 79 ─

	 8月28日	 「とうごまの木とヨナ」	 幼稚科

〈ねらい〉

　神様は、ぼくたち私たちを、心から愛してくだ

さっています。その神様の愛について、御言葉に

聞きましょう。

〈展開例〉

　さて、不思議だよね。ニネベの人々は、ヨナさ

んを通して語られた神様のメッセージを通して、

皆、悔い改めました。神様の怒りは静まったので

す。でも、神様の怒りが静まった時に、今度はヨ

ナの怒りが爆発しました。「ヨナにとって、この

ことは大いに不満であり、彼は怒った。」（1）

　きっと、ヨナさんは、ニネベの町を、聖書に出

て来るソドムとゴモラのような、悪い人々が住ん

でいる町だと思い込んでいたのかもしれません。

また、神様の救いは、ユダヤ人以外に伝えられて

はいけないと思ってしまっていたのかもしれませ

ん。

　ヨナさんはきっと、自分たちが救われるのは当

然であったとしても、異邦人である、神様を信じ

ない彼らが救われるのは納得いかないと、思って

いたのだと思います。

　「彼は、主に訴えた。『ああ、主よ、わたしがま

だ国にいましたとき、言ったとおりではありませ

んか。だから、わたしは先にタルシシュに向かっ

て逃げたのです。わたしには、こうなることが分

かっていました。あなたは、恵みと憐れみの神で

あり、忍耐深く、慈しみに富み、災いをくだそう

としても思い直される方です。主よどうか今、わ

たしの命を取ってください。生きているよりも死

ぬ方がましです。』」（2－3）。

　こんなに神様が憐れみ深いのでは、生きていた

くないと思ったのかもしれません。物凄い、強情

な人ですね。

　でも神様は、ヨナを決して裁いたり、見捨てた

りいたしません。ヨナが木陰として使っていた、

とうごまの木を枯らすという、目に見える形の教

育をされるのです。

　「すると、主なる神は彼の苦痛を救うため、と

うごまの木に命じて芽を出させられた。とうごま

の木は伸びてヨナよりも丈が高くなり、頭の上に

陰をつくったので、ヨナの不満は消え、このとう

ごまの木を大いに喜んだ。ところが翌日の明け方、

神は虫に命じて木に登らせ、とうごまの木を食い

荒らさせられたので木は枯れてしまった。」（6－

7）

　とうごまの木が枯れたことを惜しむヨナの心を

用いて、神様がどんなに人々を愛しておられるの

か、異邦人でもユダヤ人でも愛しておられるのか

ということを、教えられたのです。

　神様は、すべての人が主イエス・キリストを信

じて、救われることを願っておられます。この愛

からは、ぼくたち私たちも決して漏れてはいない

のです。神様のこの愛に心から感謝をして歩んで

いきましょう !!

〈お祈り〉

　天の父なる神様。あなたは、すべての人を、そ

して、ぼくたち私たちを心から愛してくださって

いますことを感謝をいたします。この愛を心から

信じることができますように。主イエス・キリス

トの御名によってお祈りします。アーメン。
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	 8月28日	 「とうごまの木とヨナ」	 小学科下級

〈ねらい〉

　すべての人を愛して惜しむ神の愛を知って、悔

い改めの愛に生きよう。

〈展開例〉

　ヨナは、神様に不満を感じていました。ニネベ

の町の人たちは本当の神様を信じないで、神様に

嫌われることをしていました。神様はそんな人々

を見て、ヨナをつかわし、悔い改めを求めました。

すると、ニネベの王様から家畜までみんな心から

悔い改め、「神様ごめんなさい」と思い直しました。

そんなニネベの人たちを見た神様は、憐れみ深く、

ニネベを滅ぼすことをおやめになりました。

　ヨナはニネベの町が滅ぶことを願って小高い丘

からこの町をずっと見ていました。ところが、日

が照ってとても暑いし、のども渇く！	神様はと

ても暑そうなヨナを見て、とうごまの木を一晩の

うちにグングン伸ばし日陰を作ってあげました。

ヨナは神様の配慮に満足しつつも怒っています。

　次に、神様はとうごまの木を枯らしました。

　	とうごまの木が枯れ、暑くて仕方がない、神様

に見放されてしまった！	ニネベも滅びないし、

暑いし、死んだほうがましだ！	ヨナはとても不

満に思っていました。けれども、神様はヨナに気

づいてほしかったのです。一本のとうごまが枯れ

てしまうことでさえ、これだけ心が揺らいでしま

うヨナ。

　神様にとって、大きな町のたくさんの人が滅び

ることはもっと悲しいことです。小さなことで不

満ばかり感じてしまう私たちですが、神様は私た

ちひとりひとり、分け隔てなく愛してくださって

います。私たちが感じる不満は、神様の愛の前で

は本当に小さなことです。神様からたくさんの愛

を注いでもらっていることを忘れず、毎日「神様。

ありがとう、ごめんなさい」のお祈りをつづけた

いですね。

〈お祈り〉

　神様。いつも私たちを愛して守ってくださって

ありがとうございます。私たちもまわりの友だち

を赦し、愛することができるようにしてください。

　アーメン。

〈やってみよう〉

○とうごまの木のなぞ

　とうごまの木には、

　どんな言葉が

　隠されているでしょうか？

　番号順に線で結んで

　みましょう。

　ただし、点から葉っぱは

　結ばないでね。

　　【答え】　カミノアイ
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	 8月28日	 「とうごまの木とヨナ」	 小学科上級

〈ねらい〉

　神様は神様が造ってくださった全ての人間を愛

してくださっていて、神様に立ち帰ることを望ん

でおられる。その神様の御心を心から感謝し、神

様に仕えていく者としていただきたい。

〈展開例〉

○ヨナは神様はどんなお方だと言っていますか。

　→恵みと憐みの神、忍耐強く、慈しみに富み、

災いを下そうとしても思いなおされる方

○そんな神をなぜヨナは不満に思い、怒っている

のでしょうか。

　→ニネベ町はイスラエルの敵国（アッシリア）

の町で、今までイスラエルの人々はひどい目

にあわせられてきたため、ヨナはニネベの町

は滅ぼされるべきだと考えていた。

○「ニネベの人を赦して欲しくない」と思うヨナ

についてどう思いますか。

　→ひどいことをされたらそう思っても仕方がな

いかも……。でも、ヨナは自分も同じように

罪を犯し、神様に赦された者だということを

思うべき。神様の憐みに不満を持つことは正

しくない。

○怒るヨナに神様はどうされましたか。

　→とうごまの木をヨナに与え、さらにそれを取

り上げられた。

○神様はとうごまの木でヨナに何を伝えたかった

のでしょうか。

　→とうごまの木が枯れたことにさえ怒るヨナ

に、人間を造られ、人間を深く愛してくださっ

ている神様が、人が滅びることをどんなに悔

しく悲しく思われるかということを伝えた

かった。

○（聖書には書いてありませんが）ヨナは神様の

御言葉を聞いてどう思ったでしょか。

　→神様はたとえ自分に逆らう者であっても、深

く愛してくださり、悔い改めて神様に立ち帰

ることを心から望んでくださっている。そし

て、神様の愛は世界中の人々へ広く及んでい

るのだということがよくわかった。

　　　自分のこと、自分の国のことばかり考えて

いた私をニネベの人々の救いに用いてくだ

さった恵みと憐みの神をほめたたえよう。

〈祈り〉

　神様。私たちをいつも深い愛をもって赦してく

ださることを感謝します。自分勝手な思いでいる

ことの多い私たちですが、どうぞ神様の御心を思

い、神様の御心にかなった歩みをなすことができ

るようにしてください。
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	 8月28日	 「とうごまの木とヨナ」	 中学科

　対話の手掛かりとして……。　

①神さまは、ニネベの人々が悔い改めたことを

知って、彼らを滅ぼすことを思い直されました

（ヨナ3:10）。しかし、ヨナにとってこのこと

は不満であり、怒りを覚えます。「生きている

よりも死ぬ方がまし」とさえ言うのです（3、8

節）。私たちも神さまに対して怒りを覚えるこ

とがあるかもしれません。それはどういう時で

しょうか。その怒りは果たして正しいのでしょ

うか。時に怒りは、自分が（自分だけが）正し

いという偽りの確信から生まれることがありま

す。

②第4章後半はとうごまの木を巡って、神さまと

ヨナとの対話が記されています。とうごまの木

の出来事をとおして、神さまは、ヨナの中に芽

生えている「惜しむ心」に気付かせることです。

それも惜しむ心が間違った方に向いていること

に気付かせようとしています。「惜しむ」とい

うのは、心残りに思う、残念に思うということ

です。ヨナがとうごまの木が枯れたことを惜し

んだように、罪深い人間でさえも惜しむ心があ

るのです。たとえ、失ったものが、自分のもの

でなくてもです。とうごまの木が枯れたことに

怒ったのは、ヨナがそれを大切にしていたから

ではありません。暑さをしのぐに都合がよかっ

ただけなのです。

③また、とうごまの木の出来事をとおして、神さ

まがヨナに教えたかったもう一つのことは、「神

さまの愛」です。ヨナがとうごまの木を惜しん

だように、神さまもニネベの人々を惜しまれま

す。しかもニネベの人々は、神さまのものです。

御自分のものであるということは、それだけ大

切なものであり、愛しておられるということで

す。ニネベの人々が御自分のもとから離れるこ

と、失われることを惜しまずにはおれませんで

した。それゆえに、「ヨナよ、お前の怒りは正

しいのか。そうではないだろう」と教えようと

しているのです。私たちは自分の心にはとても

敏感です。かすり傷さえも痛みを感じ、我慢で

きずに腹を立てます。なのに、他人が傷ついて

もあまり気付きません。傷を負わせたのが自分

であったとしてもです。まして、神さまの惜し

む心には気付かず、都合よく惜しむ自分の心だ

けを大事にします。でも本当に知るべきことは、

神さまの愛です。神さまは、恵みと憐れみの神

であり、忍耐深く、慈しみに富み、災いをくだ

そうとしても思い直されるお方であることを知

らねばならないのです（2節）。

④ヨナ書は、神さまからの問いかけで締めくくら

れています。神さまの言葉に、ヨナがどう応え

たかは記されていません。ということは、この

問いかけに、どう応えて生きていくのか、その

責任が今日の私たちに問われているのだと思い

ます。この世の不条理に巻き込まれ、確かな答

えを見いだせないまま、「自分は生きているよ

りも、死ぬがましだ」という怒りや叫びが至る

ところで聞こえてはこないでしょうか。いや、

もしかしたら自分自身が、既にそのような叫び

をあげているのかもしれません。

⑤その声に、神さまは真実に答えてくださいまし

た。「神は、その独り子をお与えになったほどに、

世を愛された。独り子を信じる者が一人も滅び

ないで、永遠の命を得るためである。」（ヨハネ

3:16）。神さまはこの世と、この世に属する私

たちを愛し抜いてくださったのです。生きてい

たって、何の喜びも意味もないと思っている

「世」を、神さまは愛しておられます。生きる

だけの価値と意味が、キリストの愛のゆえに確

かに存在するのです。私たちは、この惜しみな

く愛してくださるキリストの福音を伝える使命

に遣わされています。
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　ソロモン王は、エルサレムに壮麗な神殿を建て、

様々な国と外交・交易を結び、イスラエルの威光

を内外に広めた名君として描かれる。そしてソロ

モン王の代名詞といえば、遠くシェバ（エチオピ

ア）にまで聞こえたといわれる、その「知恵王」

ぶりである（列王上10章）。「ソロモンの知恵は

東方のどの人の知恵にも、エジプトのいかなる知

恵にもまさった。彼はエズラ人エタン……をしの

ぐ、最も知恵ある者であり、その名は周りのすべ

ての国々に知れ渡った」（列王上5:10，11）。

　それゆえ「知恵」はソロモンに帰されており、

詩編にダビデの名が付されているように、箴言な

どの旧約の知恵文学のいくつかには、ソロモンの

名が付されている（例えば、雅歌は英語では“the	

Song	of	Solomon”とも呼ばれる）。ソロモンの宮

廷において、古今東西の知恵の言葉や、格言など

が収録されて大切にまとめられ、イスラエルの信

仰に取り入れられ、そのような旧約知恵文学へと

結晶化したものと考えられる。

　与えられたテキストは、その知恵王の知恵の源

泉はいずこにあるかを伝えるものである。それは、

「取るに足りない若者」に、神からの賜物として

与えられたものであると、はっきり教えられてい

る。それゆえ王は、ひたすら謙遜と祈りによって、

その賜物を秩序と平和のために用いさせていただ

くべきものであり、おのれの才覚におごり高ぶり、

民を不遜に扱うことは決してゆるされないことが

暗示されている。

　ソロモンが祈り求めた言葉から、彼に与えられ

た知恵の輪郭を定めよう。彼は「聞く心を与え、

あなたの民を正しく裁き、善と悪を識別できるよ

うにしてください」（9節私訳）と祈っている。

まず「聞く心」が一番に求められている。それは、

諸々の民の声を聞き分けるに先立って、神の語り

かけを素直に聞きとり、諸々の世の知恵の中から

神の真理を聞き分けることのできる、心のまっす

ぐさであろう。「聞け、イスラエルよ。我らの神、

主は唯一の主である。	あなたは心を尽くし、魂

を尽くし、力を尽くして、あなたの神、主を愛し

なさい」（申命記6:4，5）。この呼びかけに応え

るためにこそ、何よりも「聞く心」が願い求めら

れる。

　また、「あなたの民」を「裁く」力を求めている。

イスラエルの民は、どこまでも主のものであって

ソロモンのものではない。神の正しい裁きを、た

だ器として、ふさわしく取り次ぐことだけが王の

職務であるというわきまえが好ましい。この「裁

き」は「秩序、支配、公正……」という意味領域

を持つ。神の正しい御支配が、自らの統治を通し

て実現しますように。その祈りは「御国が来ます

ように、御心がなりますように」と通じる。

　また、「善と悪を識別する」と聞いて思い出す

のは、エデンの園に生えた「善悪の知識の木」で

ある。アダムはその知識に魅力を覚え、自らの手

でつかみとろうとした結果、堕落の悲惨に追われ

た。善と悪の識別者は神であって、人間であって

はならない。ソロモンは、ただ神からその知識が

教えられることを願った。

　このような願いをもち、そしてその実現のため

にこそ「聞く心」が与えられるようにと、ソロモ

ンは祈ったのである。そう考えるならば、ソロモ

ンの祈りに貫かれているのは本質的に、主に信頼

し、主に聞き従おうとする精神に他ならない。「主

を畏れることは知恵の初め／聖なる方を知ること

は分別の初め」（箴言9:10）。まさにこの箴言の

とおり、このソロモンのごとき「主を畏れる心」

にだけ、真の知恵は宿る。

　そのようにして、主に忠実を尽くそうとする者

には、富も長寿も、一切の必要が備えられる。「ま

ず神の国と神の義を求めよ」と、主イエスが教え

てくださった通りのことである。	 （坂井孝宏）

	 9月4日	 「ソロモンの知恵」	 聖書研究

	 テキスト	 列王記上　3章4～15節



─ 84 ─

　旧約のイスラエルの民の歴史の学びを再開しま

す。7月には、ダビデ王のことを学びましたね。

神さまに忠実に歩むダビデ王を祝福して、神さま

はダビデと契約を結ばれました。ダビデ王の子孫

にイスラエル王国を継がせ、その王国を揺るぎな

いものとするという約束です。そのとおり、神さ

まはダビデ王の息子ソロモンをイスラエル王国の

新しい王さまにしてくださいました。そのソロモ

ン王がどんな王さまであったのか、今日はまず、

ソロモン王がたいへん知恵のある王さまだったこ

とをお話ししましょう。

　ある日のこと、二人の女の人が一人の赤ん坊を

連れて、ソロモン王のところにやって来ました。

おそらく他の人にも相談したのでしょうけれど、

決着がつかず、知恵があることで有名だったソロ

モン王に助けを求めたのです。

　女の人の一人が言いました。「わたしたち二人

は同じ家に住んでいますが、わたしはその家で子

どもを産み、この人も三日後に子どもを産みまし

た。ところが、この人は、夜中に寝ている間に子

どもの上に寄りかかって、子どもを死なせてしま

いました。そして、何ということでしょう。わた

しが眠っている間に、わたしの子どもと自分の死

んだ子どもとを取り替えてしまったのです。わた

しが朝起きて、子どもを見ると死んでいたのです

が、よく見るとそれは自分の子どもではなかった

のです。この人の抱えている生きている子どもが、

わたしの子どもなのです」。もう一人の女の人は

言いました。「いいえ、生きているのがわたしの

子どもで、死んだのはあなたの子どもです」。二

人はソロモン王の前で言い争いを始めました。そ

の家に住んでいたのは、この二人の女だけだった

ので、だれも生きている子どもの本当のお母さん

がどちらなのか、分からなかったのです。

　ソロモン王はしばらく二人の様子を見て考え

て、「剣を持って来なさい」と家来に命じました。

そして、二人に言いました。「その生きている子

どもを剣で二つに引き裂くので、一人は半分を、

もう一人は残りの半分を持って帰りなさい」。

　それを聞いて、一人の女の人が言いました。「王

さま、分かりました。お願いです。この子どもを

生かしたまま、この人にあげてください。この子

を二つに裂いて殺さないでください」。この女の

人が本当のお母さんだったからです。もう一人の

女の人は言いました。「どうぞ、王さまがお決め

になったとおり、裂いて分けてください」。

　ソロモン王は言いました。「この子どもを生か

したまま、はじめの女に渡しなさい。この子を殺

してはなりません。はじめの女が、この子の本当

〔単元のねらい〕

　主を畏れ敬うことが知恵の初めである。真実の知恵は創造主である生けるまことの神にある。わたし

たちは小さな被造物であり、かつ、愚かな罪人にほかならない。それゆえに、神の御前にへりくだり、

知恵を祈り求めることが必要である。知恵は、祈り求めることによって与えられる。この知恵は、「こ

れらのことを知恵ある者や賢い者には隠して、幼子のような者にお示しになりました」（マタイ11:25）

と言われる。人の目に小さく無力に見える幼子に開かれている知恵なのであり、幼子のように受け取る

べき知恵である。祈りによってへりくだることなしに、この知恵はありえない。わたしたちも、与えら

れた務めを果たすために、まず祈ることによって始めていこう。

「祈り求めるべき知恵」

	 9月4日	 「ソロモンの知恵」	 説教展開例

	 テキスト	 	 列王記上　3章4～15節

	 参照カテキズム	子どもカテキズム　問5，	25，	33，	38，	76
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のお母さんです」。

　みんな、ほっとしましたね。本当のお母さんが

分かってよかったですね。ソロモン王は、とても

知恵のある人で、こういう知恵あるお話が幾つか

伝えられています。

　みんなも、「こういう知恵があるといいなぁ」

と思いませんか。ソロモン王のこの知恵はいった

いどこから来たのでしょうか。今日は、みんなに

知ってもらいたいと思います。知恵というのは神

さまのものであり、神さまから来るのです。この

ときのソロモン王の知恵も、神さまから来たもの

です。ソロモン王は神さまに知恵を求めて、神さ

まが知恵をソロモン王に与えておられました。

　ソロモンは、王さまになって、ある日のこと、

ギブオンというところでいけにえをささげまし

た。神さまを礼拝したのです。その日の夜、ソロ

モン王の夢の中に神さまが現れておっしゃいまし

た。「何事でも願うがよい。あなたに与えよう」。

　「何事でも願うがよい。あなたに与えよう」と

言われて、みんなだったら何をお願いするでしょ

うか。子どもの頃のわたしだったら、オモチャか

マンガをお願いしてしまうかもしれません。

　ソロモンはこう答えました。「神さま、あなた

はわたしの父ダビデを愛して、その息子であるわ

たしを王さまにしてくださいました。けれども、

わたしはまだ取るに足らない若者で、どのように

振る舞えばよいのかを知りません。神さま、あな

たの民イスラエルはとても大きく、どうしてわた

しなどに治めることができるでしょう。どうか、

善と悪を判断できるように、聞き分ける心をくだ

さい」。そうお祈りしたのです。

　ソロモン王は、神さまを愛し、また本当にイス

ラエル王国を大切にしていたのだと思います。

いったいどうすれば国を治めることができるの

か。それは神さまに頼るほかないと思ったのです。

だから、善と悪を判断する知恵、聞き分ける心を

神さまに祈り求めました。善と悪を判断し、人の

言葉を聞き分け、また神さまの御心に聞き従うこ

とができないなら、とうてい国を治めることはで

きないのです。

　聖書は語っています。「主を畏れることは知恵

の初め、聖なる方を知ることは分別の初め」。神

さまは天地を造られたお方です。その造り主であ

る神さまが、この世界、この天地のすべてをご存

じであり、すべての知恵の源です。知恵は、天地

の造り主である神さまから来るのです。ですから、

聖書は言います。「主を畏れることは知恵の初め、

聖なる方を知ることは分別の初め」。

　主を畏れ敬うことは、人の心を練りきよめて、

善と悪を見分ける力を養わせます。物事を聞き分

ける分別を与えます。目に見えることに惑わされ

ず、物事の本質を見抜く力を与えます。人にとっ

て何が本質的なことかを見抜くことができるよう

になります。主を畏れ敬うことが、人の洞察力を

はぐくむのです。

　先ほどの、二人の女と赤ん坊の出来事でも、本

当の母親であるならば、何よりもその子が生きる

ことを願い求めるはずです。裂いて分けてよいな

どとは決して言いません。そのことを見抜く知恵

がソロモンに与えられたのです。

　このような主を畏れ敬う知恵が与えられて、ソ

ロモン王の時代、イスラエル王国は大いに繁栄し

ました。ダビデ王が計画して準備していた神殿を

建てることも許されて、ソロモン王はたいへん立

派な神殿を建て上げることができたのです。

　「主を畏れることは知恵の初め、聖なる方を知

ることは分別の初め」。ここに、真に知恵ある人

生があります。わたしたちも、神さまを礼拝して、

主を畏れ敬うことに生きていきましょう。学校の

勉強も大切です。しかし、それ以上に、聖書の御

言葉に学ぶ、聖書の学校である教会が大切なので

す。礼拝をささげて、御言葉に聞き、神さまの知

恵を祈り求めましょう。	 （望月　信）

	〔今週の暗唱聖句〕	 箴言	9章10節

主を畏れることは知恵の初め

聖なる方を知ることは分別の初め。
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	 9月4日	 「ソロモンの知恵」	 幼稚科

〈ねらい〉

　神様は、ぼくたち私たちを、心から愛してくだ

さっています。そして、神の国とその義を第一と

する時に神様は一番良いものを与えてくださいま

す。その神様の愛について、御言葉に聞きましょ

う。

〈展開例〉

　みんな、もし神様が、ぼくたち私たちに、何か

良いものを与えようと言ってくださったら、ぼく

たち私たちは、神様に何を求めるだろうか（聞い

てみる……）

　今日、登場するのは、ソロモン王です。ソロモ

ンはダビデ王の息子で、ダビデに代わって、神様

のために大きな神殿を建てた人でした。ある日、

神様がソロモンに語りかけるのです。「その夜、

主はギブオンでソロモンの夢枕に立ち、『何事で

も願うがよい。あなたに与えよう』と言われた。」

（5）

　ソロモンはどうしたでしょうか。あれをくださ

い、これをくださいと、自分の欲しいものを願っ

たでしょうか。

　「わが神、主よ、あなたは父ダビデに代わる王

として、このぼくをお立てになりました。しかし、

わたしは取るに足らない若者で、どのようにふる

まうべきかを知りません。僕はあなたのお選びに

なった民の中にいますが、その民は多く、数える

ことも調べることもできないほどです。どうか、

あなたの民を正しく裁き、善と悪を判断すること

ができるように、この僕に聞き分ける心をお与え

ください。そうでなければ、この数多いあなたの

民を裁くことが、誰にできましょう。」（7－9）

　ソロモンが求めたのは、民を正しく裁き、善悪

を判断する知恵でした。

　このソロモンの願いを聞いて、神様は大変喜ば

れました。「主はソロモンのこの願いをお喜びに

なった。神はこう言われた。『あなたは自分のた

めに長寿を求めず、富を求めず、また敵の命も求

めることなく、訴えを正しく聞き分ける知恵を求

めた。見よ、わたしはあなたの言葉に従って、今

あなたに知恵に満ちた賢明な心を与える。あなた

の先にも後にもあなたに並ぶ者はいない。』」（10

－12）

　さらには、「	もしあなたが父ダビデの歩んだよ

うに、わたしの掟と戒めを守って、わたしの道を

歩むなら、あなたに長寿をも恵もう」（14）と、

神様はソロモンに知恵と長寿と富を与えました。

神様に忠実を尽くすソロモンを、神は大変喜ばれ

ました。

　イエス様も、「まず神の国と神の義を第一に求

めなさい」と言われました。

　神様を第一するときに、神様は、ぼくたち私た

ちに、一番良いものを与えてくださいます。いつ

も神様を第一にして歩んでゆきましょう！！

〈お祈り〉

　天の父なる神様。あなたは、「まず神の国と神

の義を第一に求めなさい」と言われました。その

ときに、あなたは一番良いものを与えてくださる

ことを信じます。主イエス・キリストの御名に

よってお祈りします。アーメン。
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	 9月4日	 「ソロモンの知恵」	 小学科下級

〈ねらい〉

　真実の知恵は神のもの。善と悪を判断する知恵、

聞き分けるこころを祈り求めよう。

〈展開例〉

　今日の聖書のお話は、賢いソロモン王のお話の

中で有名なところですね。二人の女の人がソロモ

ン王の前にいます。二人の女の人は、元気な赤ちゃ

んの本当の母親はわたしだ！とソロモン王に訴え

ます。ソロモン王は言いました。「赤ちゃんを剣

で半分にして、半分ずつ持って帰れ。」

　二人の女の人うち本当の母親は、赤ちゃんが半

分にされるのでは赤ちゃんが死んでしまう！	と

思い、偽者のお母さんに赤ちゃんを譲ろうとしま

す。そこにソロモン王は本当のお母さんの愛を見

て、赤ちゃんのお母さんが二人のうちどちらなの

か、知恵をもって判断しました。

　ソロモン王の知恵が発揮されたお話です。ソロ

モン王はとても勉強熱心で、また、頭の回転が速

かったから「知恵のある王様」とよばれていたの

でしょうか？

　今日読んだ聖書によると、ソロモン王の知恵は

神様から与えられたと書かれています。ソロモン

王は神様に何を願ったのでしょうか？

　聖書には「知恵」とあります。ソロモン王が知

恵がほしいと願ったとき、神様は喜ばれました。

　普通わたしたちは、新しい服がほしい、お金が

ほしいとか考えてしまいます。ソロモン王が願っ

た知恵とは何でしょうか？	善と悪を判断する知

恵。この「本当の知恵」は神様しか持つことはで

きません。では、私たちは知恵を持つことができ

ないのでしょうか？	いいえ。私たちは本当の知

恵を持った神様に頼ることができます。いつも心

の中に神様がいてくださることを信じて、何かに

迷った時、神様にお祈りをする、という気もちを

持ちたいと思います。

〈お祈り〉

　神様。今日も聖書のお話をきくことができてあ

りがとうございます。神様の御声に耳をかたむけ

ることができるようにしてください。アーメン。

〈やってみよう〉

○宝物を作ろう

　用意するもの……紙粘土

　☆知恵を出して、素敵な宝物を作りましょう。

　☆今日は形を作って、次週、色塗りをします。
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	 9月4日	 「ソロモンの知恵」	 小学科上級

〈ねらい〉

　主を畏れ敬うことが知恵のはじめであること

を、具体的な日常生活の例をあげながら、子供た

ちに考えさせたいと思います。その知恵は祈るこ

とにおいて与えられます。従って神様に喜ばれる

生き方ができるように、「知恵をお与えください」

と日々祈ることの大切さを子供たちに伝えましょ

う。

〈展開例〉

1．神様はソロモンの夢枕に立ち、ソロモンに何

を語りかけられましたか。

　神様は夢の中でソロモンに向かって、「何事で

も願うがよい。あなたに与えよう」と語りかけら

れました（列王記上3:5）。

2．ソロモンは、その神様の語りかけに対して、

どのように答えましたか。

　ソロモンは、「あれが欲しい」「これが欲しい」と、

自分の欲望のままに神様に願いごとをしませんで

した。では、彼は何を願ったのでしょうか。彼は

自分の知恵に頼らず、むしろ謙遜に、「知恵を与

えてください」と神様に願いました。「神の民を

正しく裁き、善と悪を判断できるように、この僕

に聞き分ける心をお与えください」（列王記上

3:9）と。

3．このソロモンの願いを聞いて、神様はどう思

われたでしょう。そして、その時、神様はソロモ

ンに向かって、どういう約束をなさいましたか？

　神様は、ソロモンが自分の欲望のままに「長生

きできますように」とか「お金持ちになれますよ

うに」と願うのではなくて、民の訴えを正しく聞

き分ける知恵を求めたことを大層喜ばれました。

（列王記上3:10－11）そして、ソロモンの願い通

りに、「賢い知恵を与える」との約束をなさいま

した。（列王記上3:12）そればかりか、神様は、

ソロモンが求めなかった富と長寿をも約束なさっ

たのです。（列王記上3:13－14）

4．皆さんは、毎日の生活の中で、「これはどうす

ればよいのだろう？」「どっちを選べばよいのだ

ろう？」と迷ったことはありませんか。

　どんなことで迷ったのか、みんなで話し合って

みましょう。

5．そんな時、皆さんはどうしましたか？

　友達に相談したり、お父さんやお母さんに相談

したりすることもあったかもしれません。あるい

は、悩み抜いた末に自分で答えを出したという子

供もいるかもしれません。人に相談することも、

自分で悩み抜くことも大切なことです。そういう

子供たちの答えを大切にしてあげてください。そ

して、そんなとき、ソロモンがどうしていたかを

子供たちに考えさせましょう。

　ソロモンは、夢の中で神様に知恵を求めました。

つまり、ソロモンは自分には神の民を正しく治め

る知恵と力がないことを素直に認め、まず神様に

助けを祈り求めたのです。その上で、色んな人か

らの助言を受け、自分でも懸命に考え抜いて、様々

な決断をしていったのでしょう。ソロモンは神様

を信頼し、神様を畏れ敬っていたので、まず神様

に「知恵を与えてください」と祈ることをもって

ことを始めました。その時に神様は、この祈りを

聞き上げ、必要な知恵と力を備えてくださったの

です。ある時には必要な助言者を与え、またある

時には必要な知恵と力をソロモン自身に賜物とし

て与えてくださいました。この神様に信頼し、祈

ることから事を始めることの大切さを子供たちに

しっかりと伝えたいと思います。　

〈祈り〉

　神様。私たちは、日々の生活の中で、自分がど

のように歩むべきかが分からず、悩んでしまうこ

とがあります。そんな時に、自分の力に頼ってジ

タバタするのではなくて、ソロモンのように、ま

ず神様に「知恵を与えてください」と助けを祈り

求めることができますように。



─ 89 ─

	 9月4日	 「ソロモンの知恵」	 中学科

　対話の手掛かりとして……。

①神さまが夢の中でソロモンに尋ねられたよう

に、「何事でも願うがよい。あなたに与えよう」

（5節）と尋ねられたならば、私たちは何を願

うでしょうか。「何事でも」と言われると、案

外迷ってしまうかもしれません。また、「願えば、

与えよう」と約束してくださるのですから、あ

れもこれも……と、ほしいものが心の中に次々

と浮かんでくることでしょう。そして、それら

を神さまに願うのは、それぞれにちゃんと理由

があるのだと思います。私たちが、神さまに願

う理由は何でしょうか。それは自分の中に、無

いもの、足りないものがあるからではないで

しょうか。だから、どうかお与えください。満

たしてくださいと願うのです。

②イスラエルの王となったソロモンは、まだ取る

に足らない若者で、どのようにふるまうべきか

を知りませんでした（7節）。ソロモンは、自

分の弱さや貧しさを、神さまの前で謙遜に受け

止めていたのです。自分にないものを願うとい

うのは、単なる「ないものねだり」や「わがま

ま」ではなく、神さまから託された働きを全う

することができるために必要なものを願うので

す。そして、ソロモンが願ったのは、自分のた

めというよりも、イスラエルに平和と秩序がも

たらされるためでした。そのことをとおして、

神さまのご栄光が現わされるために、自分には

ないあなたの知恵をどうか与えてくださいと

願ったのです。

③私たちが祈り願うのは、自分たちの中に不足し

ているものがあるからだと最初に記しました。

しかし、誤解しないでいただきたいことがあり

ます。祈りというのは、自分の欲望を満たすも

のではないということです。あるいは自分は満

ち足りていると思えば、祈る必要はないという

ことでもではありません。神さまが、一人ひと

りに託されている使命を果たすことができるた

めに、いつも祈り願う必要があります。「主を

畏れることは知恵の初め」（箴言1:7）という

御言葉を心に刻みながら、祈りをささげましょ

う。

④また、その願いが「ないものねだり」にならな

いために大事なことは、神さまへの深い信頼で

す。主イエスは、神さまは私たちが祈り願う前

から、あなたが必要なものをすべてご存知なの

だとおっしゃいました。（マタイ6:8）。だから、

やたらと心を騒がすこともありません。安心し

て、祈ったらいいのです（フィリピ4:6）。ま

た神さまは、ソロモンが求めなかったものまで

与えてくださいました（13節）。主イエスも、「何

よりもまず、神の国と神の義を求めなさい。そ

うすれば、これらのものはみな加えて与えられ

る。」と約束してくださいます（マタイ6:33）。

⑤最近、本屋に行くと「○○の言葉」とか、「○

○の力」という類の本が目立つところに並べら

れています。多くの人が、この世を賢く生き抜

くための知恵の言葉や力を必要としているのだ

な、とつくづく思わされます。でも大事なのは、

主を畏れること、神さまを中心にして生きるこ

とです。しかし、今の世界は、神さまを畏れな

いどころか、自分が神となり、「聞く心」（9節）

を持ちません。正しく善悪を判断（同節）せず、

偽りの正義を振りかざしています。そこには平

和も秩序もありません。それゆえに人々だけで

はなく、神さまさえも悲しませています。それ

だけに、「何よりもまず、神の国と神の義を求

めなさい」とおっしゃった主イエスの言葉が身

に迫ってきます。子どもたちもまたこの祈りを、

祈るように招かれています。その中で、神さま

が自分に委ねられている働きとは何かが段々と

見えてくるのではないでしょうか。
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　先週の学びにおいて、ソロモンのまっすぐな信

仰と、その心に宿った知恵の賜物の豊かさを見た。

3～10章にかけて、そのような知恵に基づいた、

彼のすばらしい支配と業績が記され、名君ソロモ

ンの評価は確立される。しかし、この11章では

一転して、「老境に入った」彼の晩年の負の側面

が強調され、続く12章における王国分裂という

悲劇の準備がされる。ダビデにおいてもバテ・

シェバとの姦淫の罪が隠されることなく記録され

たように、ソロモンの愚かな迷走もはっきりと

「悪」だと指摘される。どれだけ偉大な人物であ

ろうと決して美化することなく、そのありのまま

の罪を記録し、後の世代のための警告として差し

出すところに、聖書の歴史記述の冷徹なリアリズ

ムがある。神の裁きを告げる預言者の視点である

（士師記や列王記といった歴史書は、ユダヤの伝

統においては「預言書」として扱われている）。

　今日のテキストでは、ソロモンが犯した偶像崇

拝の過ちが記され、それが王国分裂を引き起こし

た最大の要因となったことが示されている（11

節からの主の言葉）。政治的な観点からすれば、

もともとダビデの王国というのは、ユダ族の王で

あるダビデのもとで、ペリシテ人への脅威への対

抗という意識でもって12部族が集い、辛うじて

一致を保っていただけというのが実態である。そ

こに、ソロモンの繁栄のもとでの部族間格差など

の社会問題が顕在化するに従い、王国分裂は必然

でもあった。しかし、列王記の記述によれば、そ

のような政治的問題よりも、宗教的な問題が、分

裂の原因として重視されている。

　それは申命記に基づく歴史理解であって、主な

る神へのまったき信従こそがあらゆる祝福の源泉

であり、その逆の道を行く者に、もろもろの悪と

呪いがふりかかるという応報思想が反映してい

る。思い出されるべきは申命記28章である。「あ

なたは、今日わたしが命じるすべての言葉から離

れて左右にそれ、他の神々に従い仕えてはならな

い」（申命記28:14）、この言葉に聞かない者への

呪いは、「あなたの身から生まれた子の肉さえ食

べるようになる」(28:53) とさえ言われる凄惨な

ものである。実際にイスラエルはこの後、南北両

王国の滅亡と捕囚の悲劇の中で、これらの呪いを

実体験するが、その問題の根は、すでに分裂前の

ソロモンの背信にあったと示すのが、今日のテキ

ストである。

　ここに記されるソロモンの背信はことごとく、

モーセ律法が禁じているものである。「ファラオ

の娘のほかにもモアブ人、アンモン人……など多

くの外国の女を愛した」とあるが、これらは近隣

諸国との同盟を結ぶための政略結婚であったであ

ろう。しかし申命記17章の王に関する規定によ

れば、「王は大勢の妻をめとって、心を迷わして

はならない」(17) とされている。さらに問題な

のは、彼女たちが異国の女性であることである。

2節に引用されているのは出エジプト記34章12～

16節の戒めである。ここにはっきり警告されて

いるように、外国人の妻は、必ずその郷土の宗教

儀礼を持ち込む。王はその妻の歓心を得るために、

それらの風習に対し寛容にふるまい、結果として

国に偶像崇拝が入り込むことになる。まさにソロ

モンは、その警告通りの愚を犯したことになる。

アシュトレト、ミルコムなどの偶像の名が挙げら

れるが、特に問題なのは、忌むべき人身御供をと

もなうモレク崇拝であろう。

　こうしてソロモンの心は、律法の警告通りに迷

わされ (2，3，4，9)、他の神々に向かってしまい、

主なる神と一つにならなかった (4)。「一つにな

る」は「平和（シャローム）」と同根語で、「完全

な関係」ということである。神と一つになれない

罪人に、神との和解と平和をもたらしてくれたの

は、十字架の主イエスである。	 （坂井孝宏）

	 9月11日	 「ソロモンの偶像礼拝」	 聖書研究

	 テキスト	 列王記上　11章1～13節
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　ソロモン王の二回目です。前回、ソロモン王が

神さまに知恵を祈り求めたことを学びました。神

さまの知恵を与えられて、ソロモン王はイスラエ

ル王国を治めて、イスラエルはたいへん繁栄しま

した。とても豊かになりました。けれども、今日

は、ソロモン王の失敗、神さまがソロモン王にお

怒りになったことを話さなければなりません。

　今日の聖書の御言葉に、とても考えられないこ

と、とても信じられないことが書いてありました。

ソロモン王がとてもたくさんの女の人と結婚して

いたということです。その数は、全部で千人！　

とても信じられません。神さまは、一人の男の人

と一人の女の人が結婚して、互いを大切にするよ

うに、と教えておられます。あわせて千人も奥さ

んがいるのでは、とてもとてもきちんと大切にす

ることはできません。これは、とうてい神さまの

喜ばれることではありません。これだけでも、十

分に、神さまのお嫌いになることです。いったい

どうしてソロモン王はそんなことをしたのでしょ

うか。神さまが結婚について大切に教えておられ

ることを、当然、ソロモン王は知っていたはずで

す。それなのに、いったいなぜなのでしょうか。

　実は、このことは、イスラエルが豊かな国になっ

たこと、大いに繁栄したことと関係しています。

イスラエル王国はたくさんの国々と貿易していま

した。物の取り引きによって繁栄したのです。そ

の取り引きや交流がうまくいくために、外国の女

の人を次々と自分の奥さんにしたのです。そうし

て、イスラエルをもっと繁栄させようとしました。

そして、それだけではなかったでしょう。ソロモ

ン王自身も、もっと贅沢を楽しみたかったし、自

分の欲望を満たしたかったのです。

　こうして、ソロモン王は変わってしまいました。

神さまを畏れ敬い、神さまの知恵を求めていたの

に、そうでなくなりました。外国との貿易がうま

くいくために次々と結婚してしまうなど、神さま

の知恵ではありません。人間の愚かな知恵に過ぎ

ません。神さまの知恵に頼るのではなく、自分の

浅はかな知恵に頼るようになったのです。神さま

にお祈りすること、礼拝することも忘れていたで

しょう。そうして、自分の欲望を満たし、自分を

楽しませることばかりになったのです。

　だから、外国から来た奥さんたちが、自分の国

の神々を拝みたいと言ったときに、ソロモン王は

認めてしまいました。もちろん、それはまことの

神さまの禁じておられる偶像礼拝です。そして、

一人の奥さんに認めたら、ほかの奥さんにも認め

なければなりません。ソロモン王の王宮には、こ

〔単元のねらい〕

　ソロモンは不品行と偶像礼拝という二つの大きな罪を犯した。それは、神の知恵を捨て去ったことと

関係している。イスラエル王国の繁栄を求めるあまり、神を畏れ敬うことを忘れ、人間の知恵に依り頼

んだのである。そして、自らの欲望の罠に陥ることになった。そして、人間の知恵によっては真実の繁

栄は訪れない。イスラエルは滅びへの道をたどったのである。ここでは、人間の知恵の愚かさと罪に目

を留める。また、もう一つとして、神がソロモンを悔い改めへと招いておられたことにも目を向けたい。

ソロモンは悔い改めなかったのである。ダビデもまた大きな罪を犯したが、彼は悔い改めた。悔い改め

るならば、神は豊かに赦しを与えたもう。悔い改めることができることは神の恵みである。

「神の怒りを心に刻む」

	 9月11日	 「ソロモンの偶像礼拝」	 説教展開例

	 テキスト	 	 列王記上　11章1～13節

	 参照カテキズム	子どもカテキズム　問1，	8，	9，	18，	29，	43－46，	55，	56
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うして次々と外国の偶像礼拝が持ち込まれるよう

になりました。まことの神さまに仕える王様の王

宮が、偶像礼拝の展覧会のように、いろいろな偶

像であふれかえるようになってしまいました。そ

して、奥さんたちにせまられて、ついにソロモン

王自身も偶像礼拝をするようになりました。

　皆さん、大切に心に刻みましょう。まことの神

さまを畏れ敬うことを忘れるとき、人は、恐るべ

き大きな罪を犯してしまうのです。神さまを愛し

て、神さまに仕えて生きることを止めて、自分を

楽しませてしまうのです。自分の欲望のままに生

きてしまうのです。そして、それは偶像礼拝なの

です。礼拝すること、お祈りすることを忘れるこ

とが起こるでしょう。目に見える偶像を拝むこと

ではなくても、偶像礼拝なのです。何が一番の偶

像礼拝かというと、自分が神さまになってしまう

ことです。自分の楽しみを追い求めてしまう。ま

ことの神さまに聞き従うのではなく、自分の思い

で良しとするところを行ってしまう。それが偶像

礼拝なのです。

　そして、もう一つ、大切なことを言います。そ

れは、自分が偶像礼拝をしてしまっていた、自分

を楽しませていた、神さまを畏れ敬うことを忘れ

ていた、そう気づいたときに、神さまに立ち帰れ

ばよいのです。「神さま、ごめんなさい。わたし

が間違っていました。どうかお赦しください」。

そう言ってお祈りすればよいのです。

　ダビデ王のことを思い出しましょう。ダビデ王

は神さまから愛された王さまでした。けれども、

失敗がなかったのではありません。神さまに背い

てしまうことがありました。失敗があったのです。

けれども、ダビデ王は、間違いを指摘されたとき

に、「神さま、ごめんなさい」と言って、神さま

に赦しを求めました。神さまに立ち帰りました。

　わたしたちも、「神さま、ごめんなさい」と言っ

て、神さまに立ち帰ればよい。神さまは、愛と憐

れみの大きなお方です。イエスさまの十字架の愛

によって、わたしたちを赦してくださいます。

　けれども、このときソロモン王は、自分の間違

いを認めませんでした。神さまは、ソロモン王に

現れて、「偶像礼拝をしてはならない。まことの

神であるわたしを畏れ敬いなさい」と命じました。

けれども、ソロモン王は聞き従いませんでした。

奥さんはあいかわらず数え切れないほどだったで

すし、偶像礼拝もそのまま続けたのです。

　そして、神さまは、ついにソロモン王に対して、

あなたの王国を取り上げるとおっしゃいました。

イスラエルの王国の大部分を、ソロモン王の息子

ではなく、別の人に与えるとおっしゃいました。

そのとおり、ソロモン王の死後、イスラエルの国

は、北と南に分裂してしまい、その大きなほうは

別の人が王さまになりました。北王国です。ソロ

モン王の息子は、残された小さな部分しか受け継

ぐことができませんでした。南王国です。そして、

やがて北王国も南王国も滅ぼされてしまいまし

た。ソロモン王は人間の知恵でイスラエルを繁栄

させようとしたのですが、人間の知恵は、むしろ

分裂と滅びを招くことに終わったのです。

　ソロモン王の生涯は、神さまを畏れ敬うことの

大切さを教えてくれます。人間の知恵は愚かなも

のであって、一時の繁栄を手に入れることはでき

るかもしれません。けれども、それは時の流れの

中ではあっという間に過ぎ去るのであり、また、

神さまの御前にむなしく、神さまの怒りを受ける

ことにもなるのです。

　そのような人間の知恵の愚かさを知っても、ソ

ロモン王は悔い改めませんでした。ダビデ王の場

合、罪を犯したのですが、ダビデ王は悔い改めま

した。人はその生涯の中で失敗することがありま

す。そのときには、神さまに立ち帰りましょう。

神さまは、悔い改めて生きる者を赦してください

ます。神さまを畏れ敬い、悔い改めて生きるとこ

ろに、信仰者の人生があります。	 （望月　信）

	〔今週の暗唱聖句〕	 列王記上	11章6節

ソロモンは主の目に悪とされることを行い、

父ダビデのようには主に従い通さなかった。
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	 9月11日	 「ソロモンの偶像礼拝」	 幼稚科

〈ねらい〉

　神様は、ぼくたち私たちを心から愛してくだ

さっています。悔い改めるならば、神様は、どん

な罪をも赦してくださいます。その神様の愛につ

いて、御言葉に聞きましょう。

〈展開例〉

　ソロモンは、神様に信頼して、神様を第一とし

て、素晴らしい知恵を与えられました。そして、

素晴らしい富とイスラエル王国を与えられまし

た。しかし、人間は誰も完全ではありません。だ

んだんお爺さんになったソロモンは、聖書の神様

以外の偽物の神様を拝むようになってしまうので

す。

　「ソロモンが老境に入ったとき、彼女たちは王

の心を迷わせ、他の神々に向かわせた。こうして

彼の心は、父ダビデの心とは異なり、自分の神、

主と一つではなかった。」（4）

　これは、神の怒りを買うことでした。「ソロモ

ンの心は迷い、イスラエルの神、主から離れたの

で、主は彼に対してお怒りになった。主は二度も

彼に現れ、他の神々に従ってはならないと戒めら

れたが、ソロモンは主の戒めを守らなかった。」（9

－10）

　偽物の神様を拝むことは神様が喜ばれることで

は絶対にありません。偽物の神様を拝むことは小

さなことではないのです。決してあってはならな

いのです。

　そこで、主はおっしゃいました。「あなたがこ

のようにふるまい、わたしがあなたに授けた契約

と掟を守らなかったゆえに、わたしはあなたから

王国を裂いて取り上げ、あなたの家臣に渡す。あ

なたが生きている間は父ダビデのゆえにそうしな

いでおくが、あなたの息子の時代にはその手から

王国を裂いて取り上げる。」（11－12）

　結局、イスラエル王国は、ソロモン王のこの偶

像礼拝のゆえに、北と南の二つの王国に分裂して

しまいます。本物の神様を礼拝しないということ

は、一つの国が二つに割れてしまうほどの、大き

な罪なのです。

　「父ダビデの心とは異なり、自分の神、主と一

つではなかった。」（4）

　神様から知恵をいただくほどの善い関係をソロ

モンはもっていたのに、偽物の神様を拝んでしま

う罪のゆえに、心が神様と完全に一つにならなく

なってしまったのです。

　ダビデも罪を犯しました。けれども、彼は悔い

改めました。ソロモンも罪を犯しました。しかし、

彼は悔い改めなかったのです。

　悔い改めるぼくたち私たちを神様は愛してくだ

さいます。神様と一つになれない、ぼくたち私た

ちだけれど、主イエス・キリストの恵みによって、

神様との完全な和解が与えられます。心から神様

にごめんなさいと言って、心から悔い改めて歩ん

でいきましょう !!

〈お祈り〉

　天の父なる神様。心から悔い改める者を、あな

たは決して見捨てません。どんな罪も、心から悔

い改めていくことができるようにしてください。

主イエス・キリストの御名によってお祈りしま

す。アーメン。
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	 9月11日	 「ソロモンの偶像礼拝」	 小学科下級

〈ねらい〉

　神の守りのなかで生活する安心、神と共に歩む

ことを喜び、確かさを学ぶ。

〈展開例〉

　イスラエルの民を正しく裁く知恵をもらったソ

ロモンの王国はますます大きくなり、国は安定し、

多くの国との交易も盛んになり、豊かになってい

きました。

　ソロモン王は神様を礼拝するために神殿建設を

完成させたり、箴言（知恵のことば）を整えたり、

詩編を残したりした、優れた王でした。けれども、

おもに二つの間違いをしました。1000人の女性

と結婚したことと、外国の神々を礼拝すること、

偶像礼拝をゆるしたことです。

　聖書に、ソロモンは「迷った」と書いてありま

す。

　イスラエルの神様、主なる神様と外国の神々と、

どちらを礼拝しようかと迷いました。主はソロモ

ンを二度、戒められましたが、ソロモンは従いま

せんでした。こうして、主なる神様の導きを失っ

た王国は、分裂し、衰退していきます。一つの国

の運命をも左右なさる主なる神様の偉大さ、その

主の前では、ソロモン王でさえ、とても小さく見

えます。

　主に守られて生きる安心、御言葉の近くで生き

る生活は、礼拝から始まる生活です。

〈お祈り〉

　神様。ソロモン王に、とても及ばない私たち、

そんな私たちを励まし、共に歩んでくださるイエ

スさま。自分勝手に生きるのをやめて、神様の言

いつけを少しでも守れる子供にしてください。

アーメン。

〈やってみよう〉

○宝物を作ろう

　用意するもの……先週作った作品、アクリル絵の具、絵筆など

　☆先週作った宝物に色を塗りましょう。
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	 9月11日	 「ソロモンの偶像礼拝」	 小学科上級

〈ねらい〉

　あの神の知恵に絶大な信頼を置いていたソロモ

ンでさえも、その晩年、高慢に陥り、自らの知恵

を誇り、神様から心が離れてしまいました。そし

て、偶像崇拝というとんでもない罪を犯してし

まったのです。この罪の恐ろしさを子供たちに

しっかりと伝えたいと思います。また、それと同

時に、悔い改めることの大切さも伝えましょう。

〈展開例〉

1．ソロモンは、一生涯、神様を畏れ敬い、神様

に従い続けましたか？

　いいえ。残念ながらソロモンは、その晩年、神

様から心が離れてしまいました。

　「ソロモンは主の目に悪とされることを行い、

父ダビデのようには主に従い通さなかった。」（列

王記上11:6）「ソロモンの心は迷い、イスラエル

の神、主から離れたので、主は彼に対してお怒り

になった。」（列王記上11:9）

2．あんなに神様の知恵に信頼していたソロモン

でさえも、簡単に罪に誘われてしまいました。こ

の罪の恐ろしさについて、みんなで考えてみま

しょう。

　ソロモンは、何もかも順調に進んでいる時に高

慢になり、大きな罪を犯してしまいました。私た

ちにも、同じようなことが起こるのではないで

しょうか。どちらかと言えば、苦しい時、悲しい

時、迷っている時には、自分の力ではどうするこ

ともできませんから、「神様、助けてください」

と素直に祈ることができるかもしれません。しか

し、すべてが順調に進んでいる時には、なかなか

そうはいきません。それがまるで自分の力で成し

遂げたことであるかのように錯覚し、高慢に陥っ

てしまうのです。そして、やがて神様に祈ること

さえ忘れてしまいます。

　しかし、すべてが順調な時にも、神様がすべて

を支えておられることを、しっかりと覚えておき

たいと思います。ソロモンは、すべてが順調に進

んでいる時に、自分の知恵と力によって、その繁

栄がもたらされたと思い込んでいました。しかし、

それは神様が背後で支えておられたからこそ、味

わうことができた繁栄でした。やがて神様がその

支えておられた手を離された時に、そのことが明

らかになりました。

　私たちは、すべてが順調な時にも、その背後に

神様の助けがあることをしっかりと見つめて、神

様に感謝の祈りをささげましょう。

3．神様の戒めに従わないソロモンに対して、神

様はまず何をなさいましたか？

　二度、ソロモンの前に現れ、「他の神様に従っ

てはならない」（列王記上3:10）と戒められまし

た。即ち、「わたしのもとに帰ってきなさい」と

悔い改めを迫られたのです。

4．それに対してソロモンはどう答えましたか？

　ソロモンは、その戒めを守ろうとはしませんで

した。即ち、悔い改めようとしなかったのです。

これはソロモンにとって最大の過ちと言えるで

しょう。どんなに大きな罪を犯したとしても、本

当に心の底から自らの罪を悔い、神様に「ごめん

なさい」と謝るならば（悔い改めるならば）、神

様は必ず赦してくださいます。なぜならば、イエ

ス様が、そういう私たちの罪を償うために十字架

の上で死んでくださったからです。罪を犯しても、

私たちが心から悔い改めるならば、神様は十字架

のイエス様のゆえに赦してくださいます。本当に

嬉しいことですね。このイエス様の赦しを信じて、

間違ったことに気づいたならば、素直に「ごめん

なさい」と神様に謝りましょう。きっと神様は赦

してくださいます。

〈祈り〉

　神様。私たちは、すべてが順調な時に、まるで

それが自分の力によって成し遂げられたことであ

るかのように思って、神様のことを忘れてしまう

ことがあります。お赦しください。どうか、その

間違いに気づいた時には、素直に「ごめんなさい」

と神様に謝ることができますように。
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	 9月11日	 「ソロモンの偶像礼拝」	 中学科

　対話の手掛かりとして……。

①列王記上第3－10章には、神さまから与えられ

た知恵によって、ソロモンが活躍し、イスラエ

ルに繁栄がもたらされていく様子が記されてい

ます。しかし、今回の第11章では対照的に、

ソロモンの罪の姿が描かれます。ソロモンはど

のような罪を犯したのでしょうか。ひとことで

言えば、「偶像礼拝」です。ソロモンは、神さ

まが禁じられていた外国の女性と交際を繰り返

しました（1－3節）。外国人と交際するという

ことは、彼女たちが信じている偶像の神々が、

自分の中に入り込み、惑わされたのです（7～8

節）。私たちも、偶像の神々を信じている人た

ちと関わることがよくあり、心惑わされること

も少なくありません。ですから、まことの神さ

まの信仰から離れることがないように、またそ

のような人たちと誠実に対話することができ、

愛することができるように、日々、祈り求めて

いきましょう。

②ソロモンが罪を犯したもうひとつの原因は、「老

境に入った」ということです。歳を重ね、老人

になった時に、彼の心は迷い、異教の神々に心

奪われてしまったのです（4節）。このことは

とても興味深いことだと思います。歳を重ねる

ということは、それだけ若い人よりも、人生経

験が豊富になり、この世を生き抜く術や知恵を

蓄えているということです。歳を重ねた分だけ、

人は強くなれるというところがあります。しか

し、一方で、長く生きてきた分だけ、失敗や弱

さ、悲しさを抱えています。また、これまでは

簡単に出来ていたものが、段々と出来なくなる

という惨めさを身に染みて覚えるようにもなる

のです。そして、罪を犯すということにおいて

も、若い者より多く重ねて生きているのです（ヨ

ハネ8:9）。それだけに、まことの神の知恵に

ますます依り頼み、支えを求めるべきです。

③ソロモンが犯した罪について、聖書は「主と一

つでなかった」（4節）と記します。「一つ」と

いうのは、「完全」「十分」という意味があり、

神さまと人、人と人との関係において用いられ

るときは、「平和（完全に一つである）」という

ふうに訳されます。罪の本質は、誘惑に負けて

失敗をすることではなく、私と神さまとの間に

平和が失われているということです。主と心が

一つであり、平和な関係があるならば、たとえ

罪を犯しても、神さま前に悔い改めることがで

きます。ソロモンの父ダビデも、罪を犯しまし

たが、彼は主のもとに立ち帰り、悔い改めまし

た（4節後半、サムエル記下11－12、詩編51）。

神さまと私たちの間に平和があるというのは、

いつでも立ち帰る場所があるということです。

ですから、悔い改めをすることができることは

大きな恵みなのです。しかしソロモンは神さま

から過ちを指摘され、悔い改めを促されたにも

かかわらず、自ら神の平和を捨て、まことの神

さまから離れたのです。

④ソロモンの罪に対して、神さまはお怒りになり、

その結果、神の民であるイスラエル王国が、南

北2つに分かれることになります（11節以下、

12章）。しかし、憐れみ深い神さまは、ソロモ

ンの子孫の王国が存続していくことが約束され

ます。ダビデの子孫から救い主を誕生させると

いう約束を、ソロモンの罪の中にも貫かれるの

です。やがて救い主としてお生まれになったイ

エス・キリストの御業において、神さまと私た

ちの間にまことの平和がもたらされました

（ローマ5:1）。たとたどしい私たちのあゆみで

すが、目の前にいつも神さまの前に立ち帰る平

和の道が用意されていることに感謝をし、神さ

まと共にある自分を喜びましょう！
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〈ただ一人、主の預言者として残った〉

　エリヤの時代、王妃イゼベルは主の預言者を切

り殺す一方で、偶像の預言者たちを自分の食卓に

着かせていました (18:4，19)。そのような中で、

エリヤの目には、自分が生き残った最後の預言者

のように見えました。「わたしはただ一人、主の

預言者として残った」(18:22)。もし、状況によっ

て判断するなら、主が生きて働いておられるよう

には見えなかったでしょう。しかし、エリヤが迷

うことはありませんでした。

〈どっちつかずに迷って〉

　「もし主が神であるなら神に従え。もしバアル

が神であるなら、バアルに従え」(21)。このよう

に問いかけるエリヤに対して、民はひと言も答え

ませんでした。民は「どっちつかずに迷って」い

たのです (18:21)。とはいえ、迷いつつも実際の

生活では、信仰を捨てたかのような状態になって

いたことでしょう。まさに「神に逆らう者が興る

と人は身を隠す」という状態になっていたのです

（箴言28:12）。主よりもバアルに味方する者のよ

うに歩んでいました (19:10，14)。

　主がイスラエルの歴史を導かれたことは否定す

ることができません。しかし今は、神に逆らう者

が世を治めています。そして、主の預言者は次々

と殺されていました。状況は、主が生きて働いて

おられるとは思えないようなものでした。民は

迷っていました。そこで、エリヤは提案しました。

ささげられた犠牲の雄牛に「火をもって答える神

こそ神であるはずだ」。しるしによって確かめて

みようというのです。この言葉を聞いた民は皆「そ

れがいい」と答えました (18:24)。

〈大声で呼ぶがいい〉

　バアルの預言者は大勢で、熱心に「朝から真昼

までバアルの名を呼び」続けました (18:26)。そ

して、ついには狂ったようになって祈りました。

しかし、エリヤはバアルの預言者たちの熱心に対

してまったく冷淡でした。「大声で呼ぶがいい。

バアルは神なのだから。神は不満なのか、それと

も人目を避けているのか、旅にでも出ているのか。

恐らく眠っていて、起こしてもらわなければなら

ないのだろう」(18:27)。バアルがまるで生きて

いるかのように、バアルに対して祈ることを嘲っ

たのです。すなわち、偶像がいかに勢いよく仕え

られようとも、「耳があっても聞こえず、……手

があってもつかめず、足があっても歩けず」死ん

だものにすぎないことを決して見失わなかったの

です（詩編115:6－7を参照）。

〈主の祭壇を修復した〉

　エリヤは、迷っているすべての民を自分の近く

に来させました。そして、壊された主の祭壇を修

復しました (18:30)。その祭壇は、民によって破

壊されたものだったでしょう (19:10，14)。エリ

ヤは、時が良くても悪くても主を礼拝していまし

たが、民はそうではなかったのです。彼は、主へ

の礼拝を、その時、その場で立て直しました。そ

して、律法の規定どおりに雄牛を切り裂き、薪の

上に載せました。さらに、四つの瓶に水を満たし

て三度にわたって、その雄牛と薪の上にかけさせ

ました。あたかも、どんなに水をかけられても、

主への礼拝は妨げられないことを示すかのようで

した。そして、これまた律法の規定どおり、「献

げ物をささげる時刻に」エリヤは祈って言いまし

た。「これらすべてのことをあなたの御言葉によっ

て行ったことが、今日明らかになりますように」

(18:30－37)。「すると、主の火が降って、焼き

尽くす献げ物と薪、石、塵を焼き、溝にあった水

をもなめ尽くした」(18:38)。これを見た民は、

バアルへの迷いを捨てて、主のみを礼拝して言い

ました。「主こそ神です。主こそ神です」(18:39)。

　時が良くても悪くても、変わることなく主を礼

拝し続けた一人の人を通して、主がご自身への礼

拝を立て直してくださったのです。	（貫洞賢次）

※第26号（7月8日聖書研究）からの再掲載です。

	 9月18日	 「バアルと対決するエリヤ」	 聖書研究

	 テキスト	 列王記上　18章16～45節
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　今、エリヤという預言者のものすごい活躍のお

話を聴きました。この当時、まことの神さまの御

言葉を伝える預言者は、わずかでした。それとい

うのも、アハブという最悪といってもよいほどの

王さまが、預言者を迫害していたからです。アハ

ブは、イスラエルのまことの神さま、僕たち私た

ちの信じる聖書の神さまではなく、偶像、偽物の

神を信じる人だったのです。

　偶像礼拝というと、すぐに思いだすのは、「金

の子牛のお話」かもしれません。あのときの偶像

礼拝は、少なくとも自分たちは、エジプトから脱

出させてくださった神さまを神さまとして礼拝し

ているのだというものでした。けれども、今、こ

のアハブ王がしたことは、バアルというまったく

「異教」のカミだったのです。

　たとえば、僕たち私たちのこの礼拝堂には、像

が一つもありませんね。大きな十字架のしるしす

ら、かざっていません。でも、もしも来週の日曜

日、この礼拝堂に大きな仏像がおいてあったとし

たらどうですか。とんでもないことですね。そん

なことは、決して、あり得ないことですよね。

　ところが、アハブは、エルサレムの神殿に、な

んと、バアルの像を置いてしまう……。何よりも、

この悪い王は、バアル信仰、バアル宗教をイスラ

エルの信仰、国の宗教にして、全員に信じること、

礼拝することを強制したのです。

　バアルというのは、畑に豊かな作物を実らせる

ことが出来るというカミでした。実は、そのよう

なカミガミは、今も世界中のいろいろなところで

信じられ、拝まれています。僕たち私たちのまわ

りにも、実は、そのようなカミガミがたくさんあ

るのです。そのカミを信じると、雨を降らせ、太

陽を昇らせ、たくさんの収穫が得られるというわ

けです。反対に、雨が降らないとか降りすぎると

かという災いは、このカミを信じることが足りな

いからなのだというのです。

　さあ、そんなイスラエルの危機のとき、神さま

は、ひとりのすばらしい預言者を立ててください

ました。それがエリヤです。エリヤは、神さまか

ら受けた御言葉を恐れることなく、あのアハブ王

に宣言しました。「わたしの仕えているイスラエ

ルの神さまこそ、まことの神さまだぞ、主は生き

ておられるのだ。わたしが告げるまで、数年の間、

雨は降らない！」

〔単元のねらい〕

　今朝は、エリヤ物語の中でも最も劇的場面、カルメル山上でのバアルの預言者との対決の物語を通し

て、契約の神の真実と信仰の大胆さについて学びます。イスラエルには、干ばつが三年間続きました。

それは、イスラエルの偶像礼拝に対する裁きであると同時に、バアル神を礼拝する者たちへの裁きでし

た。バアルとは雷と雨を支配して、大地に実りをもたらす農耕の神として信じられていました。預言者

エリヤは、偶像とその信仰者たちと対決します。生ける神は、ご自身の栄光をエリヤの信仰を通して、

現されます。生けるまことの神とその偉大な力を共に賛美しましょう。また、まことの神を信じる者は

少数者ですが、神の勝利は、人数や武力によらず、信仰によることを学びましょう。（蛇足ですが、信

仰とは、徹頭徹尾、神の恵み、賜物であることを忘れないために、第19章の疲れ果て、信仰が萎えて

しまうエリヤの現実を、添えて語ることも大切でしょう。）

「わたしの仕えているイスラエルの神、主は生きておられる」

	 9月18日	 「バアルと対決するエリヤ」	 説教展開例

	 テキスト	 	 列王記上　18章16～45節

	 参照カテキズム	子どもカテキズム　問41，42
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　すると、なんと三年間、雨が降らなかったので

す。神さまは、アハブに命じられるまま偶像礼拝

をしたイスラエルの人々を裁かれました。また、

バアルなどが偽物のカミ、偶像に過ぎないことを、

明らかにされたのです。

　そして、ついに、最後の勝負の時、決着をつけ

る時が来ました。エリヤは、たったひとりで、異

教の宗教者たち、450人のバアルの預言者、400

人のアシェラの預言者－このアシェラというの

は、女神です－たちと対決するのです。

　どんな勝負をするのでしょうか。カルメル山の

上で、エリヤは、イスラエルの人々に呼びかけま

した。「いつまで、どっちつかずに迷っているの

ですか。もし主が神であるなら、ただ主にのみ仕

えるべきでしょう。もし、バアルが神なら、よろ

しい、バアルに従いなさい！」　まるで、けんかで、

たんかを切るような言い方です。エリヤは確信に

満ちています。バアルが神であるはずなど決して

ないからこそ、こんな言い方をしたのです。

　次に、エリヤは、それぞれに、薪の上に一頭の

雄牛を置いて火をつけずにおいておかせます。エ

リヤは、挑戦して言います。「バアルは雨を降ら

せることができるし、そのために雷をとどろかせ

ることなど、簡単なはずでしょう」。

　バアルの預言者たちは、懸命に、「バアルさま、

わたしたちにこたえて、天から火を下してくださ

い。雷を起こしてください」と祈ります。だんだ

ん、飛び跳ね、剣で体を傷つけ、血を流す者もで

ます。しかし、火は降りません。

　そして今度は、エリヤの番です。イスラエルの

十二部族を覚えるために、十二の石で祭壇を造り

ます。そして、その雄牛に三度も大量の水を注ぎ

かけさせます。雄牛も祭壇も、びしょびしょです。

そして、エリヤがイスラエルのまことの神さま、

アブラハム、イサク、ヤコブの神の御名を唱えて

祈ると、どうでしょう。ただちに、天から火が降

りました。そして、全部を燃やしつくしてしまい

ました。

　これを見た、イスラエルの人々は、ひれ伏して、

神を礼拝しました。つまり、僕たち私たちの神さ

まだけが、まことの神さま、生ける神さまなので

す。力ある神さまです。何よりも、約束をかわし

たイスラエルを、彼らがどんなにおそろしい罪を

犯してもなお、お捨てにならないのです。

　生きておられる神さまは、今も僕たち私たちと

一緒にいてくださいます。学校で、クラスで教会

に来ている友だちは、ひとりもいないかもしれま

せん。でも、エリヤさんのことを思い起こしましょ

う。たとい、まことの神さまを信じる人が少なく

ても、偶像の死んだ神や、それを信じる人たちに、

神さまが負けてしまうことはないのです。

　「おい、キリスト教の神がいるなら、見せてご

らんよ」なんて、悪口を言われたことのあるお友

だちはいませんか。エリヤのように火を下すこと

ができたら、なんて、思ってしまうこともあるか

もしれません。けれども、神さまは、既に、僕た

ち私たちの一番深い祈り、願いに答えてください

ました。つまり、天から、救い主のイエスさまが

来られました。これこそ、僕たち私たちに、すべ

ての人たちに対する神さまの愛の証拠、答えです。

主なる神さまは生きておられます。イエスさまは、

僕たち私たちといつもいっしょにいてくださいま

す。	 （相馬伸郎）

　〔今週の暗唱聖句〕	 列王記上	17章1節後半

わたしの仕えているイスラエルの神、主は生きておられる。

わたしが告げるまで、数年の間、露も降りず、雨も降らないであろう。
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	 9月18日	 「バアルと対決するエリヤ」	 幼稚科

〈ねらい〉

　神様は、ぼくたち私たちを心から愛してくだ

さっています。どんなときも変わることなく神様

を礼拝していくことについて、御言葉に聞きま

しょう。

〈展開例〉

　ぼくたち私たちは教会に行こうとするけれど

も、お友だちから遊ぼうと誘われたことはないか

な？（皆に聞いてみる……）そういう中で、ぼく

たち私たちは、いつも神様を選んでいく、神様に

従っていく、そのような歩みをしていきたいと思

います。

　「エリヤはすべての民に近づいて言った。『あな

たたちは、いつまでどっちつかずに迷っているの

か。もし主が神であるなら、主に従え。もしバア

ルが神であるなら、バアルに従え。」民はひと言

も答えなかった。』」（21）

　バアルの預言者との戦いの中で、エリヤはイス

ラエルの民を励ましました。しかし、イスラエル

の民は、どっちつかずに迷っていました。しかも、

エリヤが「わたしはただ一人、主の預言者として

残った。バアルの預言者は四百五十人もいる」（22）

と言ったように、エリヤはたった一人残された預

言者でした。それに対して、バアルの預言者は

450人もいました。本当に神様が生きておられる

のか、この現実を見たら、皆心が意気消沈してし

まったと思うのです。でも、エリヤには自分が神

様から遣わされた預言者だという強い確信があり

ました。そこで、神の御名を呼び、天から火を降

していただいて一頭の雄牛を焼き尽くすという戦

いを、バアルの預言者たちとするのです。

　バアルの預言者たちは、一生懸命にバアルの神

を呼び、火を降してくださるように祈ります。で

も、何の答えもありませんでした（25－29）。そ

れはそうです。神は、偽物の神と本物の神がおら

れるのではなくて、本物の神様しかおられないの

です。

　「『そこであなたたちはあなたたちの神の名を呼

び、わたしは主の御名を呼ぶことにしよう。火を

もって答える神こそ神であるはずだ。』民は皆、『そ

れがいい』と答えた」（24）。エリヤには、主なる

神がまことの神様であり、祈りに答えてくださる

という確信があったのです。

　「献げ物をささげる時刻に、預言者エリヤは近

くに来て言った。『アブラハム、イサク、イスラ

エルの神、主よ、あなたがイスラエルにおいて神

であられること、またわたしがあなたのぼくで

あって、これらすべてのことをあなたの御言葉に

よって行ったことが、今日明らかになりますよう

に。』」（36）「すると、主の火が降って、焼き尽く

す献げ物と薪、石、塵を焼き、溝にあった水をも

なめ尽くした。」（38）

　神様は、こうして、エリヤを通して、聖書の神

様こそ、本物の神様であることを明らかにされま

した。ぼくたち私たちが信じている神様は真の神

様なのです。どんなときも、この神様だけを礼拝

していきましょう !!

〈お祈り〉

　天の父なる神様。ぼくたち私たちが、どんなと

きも真の神様だけを礼拝できるように導いてくだ

さい。主イエス・キリストの御名によってお祈り

します。アーメン。
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	 9月18日	 「バアルと対決するエリヤ」	 小学科下級

〈ねらい〉

　預言者エリアが偽りの神バアルの預言者たちに

いどみ、勝利する物語を通して、生ける真の神の

働きを学ぶ。

〈展開例〉

　ソロモン王のあと、北イスラエルと南ユダ王国

にわかれました。これは北の王国の4代目のアハ

ブ王の時のお話です。アハブ王は、北イスラエル

王国の多くの王の中で、もっとも悪く、本当の神

を離れて、バアルという異教の神を信じ、その神

殿まで作ったほどのひどい王様でした。民にバア

ルを信じさせようとまでしました。真実の神、主

は、民が立ち帰るようにエリアを遣わしました。

　エリヤは言います。「わたしの仕えている神こ

そ、本当の神」「主に従うのか、バアルに従うの

か？」

　エリヤはたったひとりで850人を相手に、カル

メル山で戦い、雄牛を祭壇ごと焼き尽くす勝負に

勝つことができました。イスラエルの民は「主こ

そ神です。主こそ神です」と言い、主を礼拝しま

した。

　主なる神は、迷う人々にいつも正しい道を示さ

れます。今日は、エリヤさんの信仰を通して示さ

れている、神さまの確かさを学びました。御言葉

を通して示される神の道は、明るく照らされ、歩

むに楽しく、はっきりと目的地まで続いています。

〈お祈り〉

　神様。たとえ一人になっても、どんなに敵が多

くてもわたしは安心です。いつもイエスさまが一

緒だからです。今日もみんなで元気に過ごします。

アーメン。

〈やってみよう〉

○暗唱聖句を作ろう

　用意するもの……新聞紙、貼るための台紙、ハサミ、のり

　☆今日の暗唱聖句

　　「わたしの仕えているイスラエルの神、主は生きておられる」（列王上17:1）。
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	 9月18日	 「バアルと対決するエリヤ」	 小学科上級

〈ねらい〉

　信じる人がどんなに少なくても、主なる神様は

御自分を信じる者を通して御自身の栄光を現わさ

れることを学ぶ。

〈展開例〉

　みんなは普段学校に行っていると思いますが、

学校に教会に行っているお友達はいるかな？	ほ

とんどいないですね。日本でのクリスチャン人口

は1% 未満、つまり100人に1人よりも少ないと言

われています。そういう中でなぜ自分だけ教会に

行っているのだろうと寂しい気持ちになることが

あるかもしれません。

　実は、今日のお話に出てくる預言者エリヤも、

私たちと似たような状況でした。いや、私たちよ

りも厳しい状況だったと言えるでしょう。今日の

お話に出てくるバアルの預言者は何人だったで

しょうか？	そう、450人ですね。それに対して

本当の神様の預言者は何人でしたか。そうたった

一人、エリヤだけでした。もし自分がエリヤだっ

たらどうでしょうか。たった一人で孤独で、心細

くて、逃げ出したくなるかもしれません。

　しかし、エリヤはバアルの預言者たちに立ち向

かっていき、彼らの対決することになります。そ

れは、どのような対決だったでしょうか？

　そう、バアルの預言者とエリヤはそれぞれ雄牛

を薪の上に載せ、それぞれ自分の神様の名前を呼

んで、どちらの神様が火をもって答えてくれるか

で、どちらが本当の神様かをはっきりさせようと

したんですね。しかも、エリヤはこの対決を自分

から提案し、バアルの神を呼ぶ預言者たちの姿を

見てあざけっています。人数的には自分一人で相

手が大勢であるにもかかわらず、エリヤはとても

強気ですね。なぜでしょうか？

　なぜなら、エリヤは自分の信じている神様こそ

本当の神様であり、偽物の神であるバアルには何

もできないと知っていたからです。

　そして、実際、バアルの預言者たちがいくらバ

アルの名を呼んでも何も起こりませんでした。け

れども、エリヤが主の名を呼ぶと、主の火が降っ

てきて、雄牛、薪、石すべてを焼き尽くしたので

した。

　いくら信じている人が多くとも、偽物の神には

何の力もなく、いくら呼んでも答えてはくれませ

ん。逆に、いくら信じる人が少なくても、たとえ

エリヤのようにたった一人になろうとも、真の神

様は信じて求める者に答えてくださり、御自身の

栄光を現わしてくださるのです。

　私たちの住む日本には、お寺や神社がたくさん

あり、様々な神様があります。多くの人がその神

様を拝んでいます。初詣には毎年何千万人の人が

訪れるそうです。しかし、人間の作った偽物の神

様には、所詮何の力もないのです。

　日本においてクリスチャンは少数かもしれませ

んが、私たちが信じている神様こそ、雄牛を載せ

た薪に火をつけることができる、力ある真の神様

です。そして、主なる神様は今も生きており、信

じて祈る私たちに答えてくださいます。信じて祈

る私たちを通して御自身の栄光を現わしてくださ

るお方なのです。ただお一人の、主なる神様だけ

を信じ、礼拝していきたいと思います。

〈祈り〉

　神様。あなたこそ信じる者に答えてくださる、

力ある真の神様であること学ぶことができまし

た。感謝いたします。どうぞこの日本の中にあっ

ても私たちがただあなただけを信じ、あなただけ

を礼拝していくことができますように。
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	 9月18日	 「バアルと対決するエリヤ」	 中学科

　対話の手掛かりとして……。

①エリヤはイスラエルの人々の「いつまでどっち

つかずに迷っているのか」と、彼らの不信仰を

指摘しました（21節）。「どっちつかず」とい

うことは、普段の生活の中だけではなく、信仰

生活においてもよくあることではないでしょう

か。しかも「どっちつかず」ということを、「どっ

ちでもいい」という否定的な意味ではなく、

「どっちにも賛成」というふうに肯定的に理解

してしまうことも少なくありません。なぜなら、

どっちかにつくことによって起こるトラブルよ

りも、どっちつかずによって何も起こらない平

穏な方がいいからです。

②信仰生活においても、「どっちつかず」になっ

てしまうこがあります。しかし、このことは優

柔不断や決断力のなさといった性格の問題では

なく、信仰の問題です。イスラエルの人々は、

イゼベルによる迫害を恐れるがゆえに、まこと

の主なる神に従うことができませんでした。心

の中では、バアルなどの異教の神々が偽りの神

であることが分かっていたとしても、恐れのゆ

えに、信仰を告白できず、「主に従う」（21節）

ことのできない罪があったのです。

③しかし、そこで「あなたたちは、どっちつかず

でダメなやつだ」と言い切ってしまっても、問

題は解決されないと思います。信仰告白をして

いない子どもたちの中にも、心の中ではまこと

の神を信じている者、信じたいと願っている者

は、実はとても多いのです。そのことをまず積

極的に見つめる必要があるのではないでしょう

か。まず、信仰の芽が子どもたちの心に既に与

えられていることに気付かせてあげましょう。

そのうえで、ひとことも答えることができな

かったイスラエルの民のような悩みや弱さ、ま

た罪を抱えているのも事実です。

④しかし、そのような私たちに対して、神さまは

何をしてくださったのかということを、今回の

テキストに従って、確認し、発見へと導いてあ

げることが大切です。エリヤがバアルに仕える

預言者たちに勝利したというこの出来事は、ま

ことの神に対する信仰告白を妨げていたバアル

の偽りの神に打ち勝ってくださったということ

です。そのことによって、イスラエルの民が、「主

こそ神です」ことを知るようになるためでした。

そして、事実どっちつかずの不信仰が、まこと

の信仰へと変えられたのです（39節）。

⑤この奇跡が、今の時代に生きる私たちの間にも

起こるのだと、神さまは約束してくださいます。

私たちの周りには、具体的な宗教の神々だけで

はなく、信仰告白を妨げる様々な障壁があると

思います。でもそこで、もうダメだと諦めてし

まうのか、カルメル山上での奇跡がこの子の中

にも起こるのだと信じて、子どもたちに接する

かでは大きな違いがあります。エリヤはどんな

妨げがあっても、神を礼拝することをやめませ

んでした。人間の目からすれば不可能なことも、

神さまは可能としてくださることを信じて行動

し、祈り続けました。

⑥私たちもエリヤの祈りを、教会の祈りとしたい

のです。「アブラハム、イサク、イスラエルの神、

主よ、あなたがイスラエルにおいて神であられ

ること、またわたしがあなたの僕であって、こ

れらすべてのことをあなたの御言葉によって

行ったことが、今日明らかになりますように。

わたしに答えてください。主よ、わたしに答え

てください。そうすればこの民は、主よ、あな

たが神であり、彼らの心を元に返したのは、あ

なたであることを知るでしょう。」（36、37節）
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	 9月25日	 「バビロン捕囚」	 聖書研究

	 テキスト	 歴代誌下　36章11～23節

　バビロン捕囚はイスラエルの歴史上最大の悲劇

である。その概要は以下の通り。

　「紀元前6世紀にユダの住民の一部がバビロン

に連れ去られた出来事。イスラエル王国の滅亡後

（前722－1年）、北王国の住民はアッシリアに連

れ去られたが（列王下18:11－12）、それから百

数十年後、今度はユダの住民が三度にわたりバビ

ロニアに連行された。ユダの王ヨヤキンがエルサ

レムを攻撃していたネブカドネツァルに降伏した

結果、前598年に第一次捕囚が起こった（列王下

24:12－16）。征服者が新しいエルサレムの統治

者として立てたゼデキヤもまたバビロン王に背い

た。またもやエルサレムは攻撃を受け、前587～

6年に都は陥落し、神殿は破壊され第二次捕囚が

起こった（列王下25:8－21、エレ39－8－10，	

52:12－34）。神殿破壊後しばらくして総督に任

命されたゲダルヤに対する反抗が起こり、前583

年に再び捕囚が行われ、前538年帰還を承認する

キュロスの勅令にいたるまでバビロニアに留まっ

た」（『聖書辞典』、新教出版より）。

　今日のテキストに記されるのは第二次捕囚であ

る。その出来事の悲惨さは、17～20節を読めば

明瞭である。民族の誇りでもあった神殿を破壊さ

れ、宝物は略奪され、老若男女問わず虐殺される。

そして貴族、知識階級など、国の中心を担ってい

た者たちが根こそぎ異郷の地へ連行され、力なき

貧しい民だけが後に残された（列王下25:12）。

　この悲劇は、イスラエルの背きに対する「主の

怒りが燃え上がり、もはや手の施しようがなく

なった」(16) ゆえの裁きの刑罰である。それは

申命記において警告されていた呪いの実現であ

る。申命記28章15節からを必ずお読みください。

そこに示された地獄絵図のような光景が、現実に

起こったという体験がバビロン捕囚である。

　神は民を憐れんで、「御使い（この場合、メッ

センジャーの意）、預言者」を「繰り返し」遣わ

して、イスラエルの偶像礼拝や倫理的堕落の罪を

繰り返し指摘し、主の審判が近づいていることを

幾たびも警告してきた。とりわけ、エレミヤ5章、

9章、11章、エゼキエル5章、6章、12章などには、

捕囚の悲劇がまもなく実現するとの預言をもっ

て、最後の悔い改めが迫られた。「彼らは、その

かたくなな心に従い、また先祖が彼らに教え込ん

だようにバアルに従って歩んだ。それゆえ、イス

ラエルの神、万軍の主は言われる。『見よ、わた

しはこの民に苦よもぎを食べさせ、毒の水を飲ま

せる。彼らを、彼ら自身も先祖も知らなかった国々

の中に散らし、その後から剣を送って彼らを滅ぼ

し尽くす』」（エレミヤ11:13－15）。

　しかし、民は決して聞こうとしなかった。「祭

司長たちのすべて」も一緒になって「諸国の民の

あらゆる忌むべき行い」にならった。すなわち人

身御供さえともなう異教儀礼の数々を取り入れ、

「神殿を汚した」のである（エゼキ8:5－18など）。

そして、「御使いを嘲笑い、その言葉を蔑み、預

言者を愚弄」して、聞く耳と心を持とうとはしな

かった。

　このような民の背信の罪は、捕囚直前に限った

ことではない。イスラエルはその始まりから頑な

であり、反逆の歴史を刻んできた。民族の始まり

からの背きの記憶を、一つの信仰告白としてまと

めた詩編106編にはこう歌われる「主は幾度も彼

らを助け出そうとされたが、彼らは反抗し、思う

ままにふるまい、自分たちの罪によって堕落した」

（詩編106:43）。神はその民を罰せずにはおかれ

ない。しかし、その神が、なおも憐れまずにはお

られない。自らの契約にどこまでも誠実であろう

としてくださる主なる神の、民への愛は深い（詩

編106:44－46を参照）。この神が、イエスを与え

てくださった。	 （坂井孝宏）
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〔単元のねらい〕

　聖書は、約束の民である十二部族が北イスラエル王国と南ユダ王国に分裂したことも、今朝、取り扱

うユダ王国のバビロンへの捕囚も、神への背信への裁きとして告げています。神の民であるにもかかわ

らず、聖なるイスラエルの神殿において異教の神を拝み、はては、神の律法の書そのものの存在すら忘

れるほどでした。神の契約を徹底的に破る、驚くべき不信仰です。しかし、さらに驚くべきことは、神

は、そのような不信の民を繰り返し神の民と呼び続け、悔い改めへと招き、預言者を遣わし、善き王す

らお立てくださいます。今朝は、先祖の罪が重なり、ついに時至り、神の怒りが峻厳に下ったことを物

語ります。しかし、ここでこそ、神の究極の怒りは、神の独り子に峻厳にくだされ、私たちのような異

邦人にすら恵みが波及したこの驚くべき絶大な神の恵みを、子らの心に刻みつけたいと思います。

「約束を破る民、守る神」

	 9月25日	 「バビロン捕囚」	 説教展開例

	 テキスト	 	 歴代誌下　36章11～23節

	 参照カテキズム	子どもカテキズム　問24

　僕たち私たちは、これまで旧約聖書の中からた

くさんのお話を聴いて、礼拝を捧げて来ました。

いろいろなことを学べたと思います。どんな感想

を持ちましたか。イエスさまのことがあんまり出

てこなくて、少し寂しいなと思っているお友だち

もいるかもしれません。

　確かにイエスさまのことは、直接には、出て来

ませんね。しかし、旧約聖書も新約聖書と同じよ

うに、まことの主人公はイエスさまなのだと語っ

ています。イエスさまのことは、隠されているだ

けです。

　正直に言うと、先生も、旧約聖書のどこを読ん

でも、すぐに、神さまの愛や恵みの素晴らしさに

感動できるわけではありません。ちょっと戸惑っ

たり、ちょっとどころか、びっくりしたりという

こともあるのです。神さまって、厳しいな。怖い

感じもするなぁと、思ったりします。

　でも、このイエスさまのことをちゃんと信じて

いると、だんだん、旧約聖書に書いてある、神さ

まの愛の御心を悟ることができるようになりま

す。皆さんも、焦ることはありません。神さまは、

御子なる神さま、イエスさまを僕たち私たちに与

えてくださった神さまだということをちゃんと信

じていれば、だんだん、旧約聖書を、きちんと理

解して行くことができるようになります。イエス

さまこそ、旧約聖書のまことの主人公なのです。

　さて、でも、今朝の聖書は、とても悲しく、厳

しい思いをもって、朗読しました。つらい思いを

持たないでは、読めませんでした。

　なぜなら、神さまの民、南ユダ王国に住んでい

た人々が、異邦人の王さまカルデア人の王、ネブ

カデネザル二世によって、攻撃されてしまったか

らです。

　若者たちだけではなく、少女たちも、老人たち

も容赦なく殺されてしまいました。そして、イス

ラエルの誇り、神さまの聖なるエルサレム神殿は、

焼き払われてしまいました。石で積み上げられた

壮大な城壁も崩されてしまいました。王の宮殿も、

跡形もなく燃やされてしまいました。

　神殿の宝物も、宮殿の宝物も、皆、バビロンに

持ち運ばれ、奪い取られました。何よりも、殺さ

れずに残った人たちも、バビロンに連れ去られ、

奴隷とされたのです。

　いったい何故、そのような恐ろしいことが、起

こってしまったのでしょうか。歴代誌下第33章7

～8節にこうあります。「神はその神殿について、
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かつてダビデとその子ソロモンにこう仰せになっ

た。『わたしはこの神殿に、イスラエルの全部族

の中から選んだエルサレムに、とこしえにわたし

の名を置く。もし彼らがわたしの命じるすべての

こと、モーセによるすべての律法、掟、法を行う

よう努めるなら、わたしはあなたたちの先祖のも

のと定めたこの土地から、二度とイスラエルを移

さない』」。

　エジプトの奴隷であったイスラエルの人々を救

いだして、約束の地に導かれたのは、神さまでし

た。そして、この国に、王さまを与え、何よりも

まことの王さまであられる神さまを礼拝する神殿

をエルサレムの都に、ダビデの子、ソロモンに建

築させることを許してくださったのも神さまで

す。しかも、この土地からイスラエルの人々がど

こかに追い出されたり、連れて行かれたりするこ

とはないと、神さまが誓ってくださったのです。

それなのに、どうしてなのでしょうか。

　神さまの約束の言葉を注意して聴きましょう。

神さまは、神の民に、もし、あなたがたがわたし

の命じるすべてのこと、つまり、神さまがモーセ

を通して、ご自身の民に与えてくださったすべて

の律法を守り、行うように努めるならとおっしゃ

いました。神さまの掟、戒めを守り行うことが求

められていたのです。

　ところが、モーセの時代からおよそ600年の後、

聖なる神さまの神殿の中に、まったく異教のカミ

の祭壇が築かれていました。また、なんとモーセ

の掟、律法の書そのものの存在すら、忘れられて

しまったときもあったほどです。もう、まったく

でたらめな生き方をしていたわけです。神さまは、

そんな不信仰な御自身の民に向かって、何度も預

言者を遣わして、悔い改めるようにと呼びかけま

した。たとえば、エレミヤという預言者は、いの

ちをかけて、悪い王さまの政治を批判しました。

また、神さまは、善い王さまや祭司たちも協力し

て、まことの礼拝へと立ち戻らせてくださったこ

ともありました。

　けれども、神さまは、ついに、頑なに神さまを

無視し、背いて、しかも偶像を拝んだイスラエル

の人々を見逃されません。それは、神さまは、ご

自身の御言葉の約束を守られる神さまだからで

す。神さまはどこまでも正義の神さまで、正しい

神さまなのです。

　僕たち私たちは今朝、罪を憎み、嫌われる神さ

まの厳しいお姿をしっかりと見つめたいと思いま

す。イスラエルの人たちは、自分たちは神の民、

特別なのだから、自分の国を滅ぼされ、外国に奴

隷として連れて行かれることなどあり得ないと考

えていました。その自分勝手な考えを持ち続けた

イスラエルの人たちの愚かさをもしっかりと見つ

めたいと思います。

　けれども、神さまは、どうしようもなく罪深く、

反抗的で、愚かで、ちっとも神の民らしくないこ

のイスラエルの人々を、もうダメだと見捨てられ

ませんでした。エレミヤを通して語られた通り、

70年後にエルサレムの都に連れ帰らせてくだ

さったのです。

　さらに言うと、実は、その人たちもまた、その

ままずっと反省し、悔い改めを続けたのではあり

ませんでした。やがて、神さまの御子、救い主イ

エスさまが地上に来られた時、ついに反抗してい

きます。

　けれども、新約聖書は言います。「神さまは、

イエスさまを通して、信じるすべての人々をお救

いになられる」。神さまの厳しい裁きが十字架の

上でイエスさまにくだされたことによって、旧約

聖書の時代の人々のあの罪も、イエスさまの時代

の人々の罪も、今生きている僕たち私たちの罪も、

これから生まれてくる人々の罪も赦されるので

す。イエスさまが代わりに苦しみ、死んでくださっ

たおかげです。すばらしい神さま！	と賛美ある

のみですね。	 （相馬伸郎）

	〔今週の暗唱聖句〕	 ローマの信徒への手紙11章22節前半

だから、神の慈しみと厳しさを考えなさい。
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	 9月25日	 「バビロン捕囚」	 幼稚科

〈ねらい〉

　ぼくたち私たちがどんなに神様に背を向けてし

まっても、主イエス・キリストをお与えくださる

ほどに、神様はぼくたち私たちを愛してくださっ

ています。その神様の愛について、御言葉に聴き

ましょう。

〈展開例〉

　イスラエルには、ダビデとかソロモンのような

素晴らしい王様もいました。しかし、次から次へ

と神様を否定するような、神様に背を向けるよう

な王様もまた立てられるようになりました。それ

でも神様は、「先祖の神、主は御自分の民と御住

まいを憐れみ、繰り返し御使いを彼らに遣わされ

た」（15）のでした。「神様に立ち帰りなさい」と

預言する預言者を遣わされたのでした。

　しかし、「彼らは神の御使いを嘲笑い、その言

葉を蔑み、預言者を愚弄した。それゆえ、ついに

その民に向かって主の怒りが燃え上がり、もはや

手の施しようがなくなった。」（16）

　神様の愛に背き続ける、神様の愛に背を向け続

けた人間に、とうとう、神の怒りが燃え上がった

のです。そして、あのバビロン捕囚というイスラ

エルの歴史上最大の、一番の悲劇的な出来事が起

こったのでした。

　「主はカルデア人の王を彼らに向かって攻め上

らせられた。彼は若者たちを聖所の中で剣にかけ

て殺し、若者のみならず、おとめも、白髪の老人

も容赦しなかった。主はすべての者を彼の手に渡

された。彼は神殿の大小の祭具のすべて、主の神

殿の宝物も、王とその高官たちの宝物も残らずバ

ビロンに持ち去った。神殿には火が放たれ、エル

サレムの城壁は崩され、宮殿はすべて灰燼に帰し、

貴重な品々はことごとく破壊された。」（16－19）

　元気な男の人は、皆殺されてしまうか、バビロ

ンに連れて行かれました。残ったのは、一部のお

女の人や子供、老人たちだけでした。金、銀、財

宝すべてが、バビロンに持って行かれてしまいま

した。

　このような悲惨な、怖い出来事を引き起こして

しまったのは、神様に従わなかった、イスラエル

の王様たちの罪のゆえでした。けれども、このバ

ビロン捕囚の直前の王様だけが罪を犯したのでは

ありません。神様によって多くの預言者が遣わさ

れたにもかかわらず、それらの預言者によって神

様の御言葉を聞くチャンスが与えられ続けたにも

かかわらず、イスラエルの王様は、何人にも何人

も、次から次へと、神に背き続けて、とうとうバ

ビロン捕囚にあってしまったのでした。

　この出来事をとおして、神様は、ぼくたち私た

ちに神様に立ち帰ることの大切さを教えてくだ

さっています。神様の御言葉を聞いて、神様に聞

き従う生き方を始めることが大切です。

　そして、このバビロン捕囚がありましたが、神

様は、イスラエルの人々を見捨てたのではありま

せん。神様は、70年後に、バビロン捕囚にあっ

た人たちをイスラエルに戻してくださったので

す。

　ぼくたち私たちが、どんなに神様に背を向けて

しまっても、神様は決して見捨てられることはあ

りません。ですから、主イエス・キリストがお生

まれになりました。救い主イエス・キリストをお

与えくださるほどにぼくたち私たちを愛してくだ

さるのです。神様を愛していきましょう！！

〈お祈り〉

　天の父なる神様。私たちを、どんなときにも愛

してくださり感謝します。主イエス・キリストの

御名によってお祈りします。アーメン。
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	 9月25日	 「バビロン捕囚」	 小学科下級

〈ねらい〉

　ユダ王国のバビロン捕囚は、約束を破り続ける

民の背信の結果であるが、それでも恵み、慈しみ

を与え続けられる神の愛を学びたい。

〈展開例〉

　南ユダ王国の国民は、三度にわたりバビロンに

連行されました。今日の聖書は、二度目の捕囚の

ことで、「聖所で多くの国民は殺され、神殿は焼

かれ、宮殿は破壊され、宝物は奪われ、殺されな

かったものはバビロンに連れ去られた」と書いて

あります。ペルシア王キュロスによって帰還が許

されるまで、70年間も帰れなかったのです。

　背き続ける民に、神はもはや手の施しようもな

いくらい怒っておられました。捕囚は神の懲らし

めでした。それでも、神は預言者を送り続け、励

まされます。

　	捕囚はとても悲しいできごとでしたが、それで

も民は反省しません。人間の罪のためでした。自

分勝手で、自分の力だけで生きていけると思い、

神様をすぐに忘れ、一緒に生きている友だちや家

族を大切にしない。そんな私たちとよく似ていま

す。

　弱さや悪いところ、汚れたところ、そんな私た

ちの欠点をみんなきよめ、赦して、神様の前に立

たせてくださる方がいます。みんなのよく知って

いるイエス様です。このイエス様を遣わしてく

だっさったのは神様です。私たちを愛し続けてく

ださる神様に、今日も感謝します。

〈お祈り〉

　神様、イエス様を遣わしてくださって感謝しま

す。いつもイエス様が一緒なので楽しく過ごせま

す。困ったときもお祈りしますから助けてくださ

い。アーメン。

〈ワーク〉

○聖書を開きましょう

　次の○をうめて、御言葉を完成させましょう。（歴代志下38章23節）

　「天にいます○、○は、○○の○○○の○を○○○に賜
たまわ

った。」
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	 9月25日	 「バビロン捕囚」	 小学科上級

〈ねらい〉

　神様に背き続けたイスラエルの民はバビロン捕

囚に連れて行かれたが、偶像礼拝を続けていた彼

らさえも真の神様は滅ぼされることなく、捕囚か

らの帰還の道を備えてくださった。今を生きる私

たちが神様に従わない罪が赦されるのも、イエス

様が代わって罪を背負って死んでくださったおか

げです。神様の恵みの素晴らしさを賛美しましょ

う。

〈展開例〉

　イエス様が生まれるずっと以前に、イスラエル

の王国は北イスラエルと南ユダに分裂していまし

た。そして、やがて北イスラエルはアッシリアと

いう国に滅ぼされました。

　また、南ユダも、ゼデキヤという王様が神様の

目に悪とされることを行って、心をかたくなにし

て神様に立ち帰りませんでした。すべての民たち

も人間の手で造った偶像を神々として拝んでいま

した。それを見られた神様は、神の御使いや預言

者を繰り返し彼らのところに送られました。しか

し、彼らは預言者たちの言葉を聞こうともせず、

偶像礼拝をやめませんでした。そして、ついに神

様の怒りが燃え上がって、神様は南ユダを滅ぼす

ことにされました。南ユダはバビロンという強大

国に攻められて、神殿が破壊され、北イスラエル

と同じように滅ぼされてしまいました。たくさん

の人が殺され、宝物も奪われてしまいました。そ

して、生き残った人々はバビロンに奴隷として連

れて行かれました。このことはエレミヤという預

言者を通して告げられていた御言葉が実現したの

でした。このときになって、イスラエルの人々は、

自分たちが神様との契約に従っていなかったこと

を思い起こしたのでした。

　この当時よりまだ数百年も前に、エジプトの国

で奴隷であったイスラエルの民たちを救い出し

て、神様が約束の土地に導かれました。その後、

ダビデとソロモンによってエルサレムに神殿を建

ててくださったのも神様でした。神様はアブラハ

ムとモーセとダビデに対して約束の土地をイスラ

エルの民に与えると契約されたのに、どうして、

イスラエルはバビロンに滅ぼされ、国を亡くして

奴隷として他の国に連れていかれなければならな

かったのでしょうか。

　みなさんは、今まで旧約聖書のお話をたくさん

聞きました。覚えているでしょうか。

　神様がイスラエルの民に求められていたこと

は、神様がモーセを通して与えてくださった律法、

掟、法を守るように努めるなら、神様が祝福して

くださるという約束でした。

　神様はご自分の言葉を必ず守られる真実なお方

です。神様は真実で正しいお方です。私たちは、

神様が不正なことに対しては必ず罰せられる方で

あることを覚えたいと思います。しかし、神様は

同時に愛のお方でもあります。罪を犯し続けたイ

スラエルの民を憐れまれて、見捨てることなく、

救い出す方法として、70年後、バビロンからエ

ルサレムへの帰還の道を備えてくださいました。

　そして、神様はバビロン捕囚から数百年後、信

じるすべての人々を救うために、イエス様を私た

ちにお遣わしくださいました。神様の厳しいさば

きは、十字架の上でのイエス様に下されるという

仕方で行われ、神様はイエス様によって私たちの

罪を赦してくださいました。イエス様が私たちの

身代わりとして神様の罰を受けられて、十字架で

死なれました。そして、復活されました。これは、

私たちが死んでもまた生き返るという保証でもあ

ります。

　私たちは、このような素晴らしい神様の恵みの

うちに生かされているのです。

〈祈り〉

　神様。私たちの罪がイエス様によって赦されて

いますことを感謝します。いつも私たちと共に歩

んでくださってありがとうございます。
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	 9月25日	 「バビロン捕囚」	 中学科

　対話の手掛かりとして……。

①今、私たちは「神の救いの歴史」について学び

続けています。これまで、神さまがこの世界を

お造りになった喜ばしい出来事から順に、1

ページずつ見てきました。次に、神さまは何を

してくださるのだろうかという期待を抱きなが

ら……。しかし、どれもが素晴らしいと思える

ことばかりではありませんでした。神さまが備

えてくださった喜ばしい道を、自ら踏み外した

人間の姿が語られていたからです。その度に、

神さまを悲しませ、激しい怒りを与えてしまっ

たのです（詩編106:43）。

②今回学びます「バビロン捕囚」という出来事は、

神の民イスラエルの歴史上最大の悲劇と言われ

ます。17～20節には、目を塞ぎたくなるよう

な忌わしい様子が記されています。バビロンと

いう敵国に攻め込まれ、若者も女性も老人も容

赦なく殺されました。生き残った者もバビロン

に連行され、家族もばらばらになったのです。

エルサレムの神殿も破壊され、彼らの信仰の拠

り所も失われました。そして外国の支配の下、

長い暗黒時代を生きなければならなくなったの

です。もしバビロン捕囚という出来事を人間の

視点だけから見るならば、まさに悲劇としか言

いようがありません。また今日の私たちから見

ても、「昔イスラエルという国で、こんなこと

あったんだ。大変だったなあ」と過去の歴史の

1ページで終わってしまうことなります。

③しかし、歴史というのは、世界や人間の歴史だ

けがすべてではないのです。歴史と時間をすべ

てにおいて支配しておられるのは神さまです。

聖書に記されている神の救いの歴史は、私たち

人間の歴史を支配し、今を生きる私たちをも巻

き込みます。そこに、神さまとの出会いが生ま

れ、あなたの本当の姿が見えてくるのです。事

実、これまでに多くの人たちが聖書をとおして

語られる神の言葉を聞いて、救いに導かれてき

ました。昔に生きた民の物語を聞きながら、「こ

れはわたしのことだ」と聖霊が気付かせてくだ

さったのです。ですから、バビロン捕囚は、昔

の話と退けるのではなく、神の救いの歴史の中

で起こったことであり、この悲劇をとおして、

私たちに出会おうとしておられる神さまに心を

向けなければいけません。その時に気付かされ

るのです。この私の罪が、神さまの怒りを燃え

上がらせ、「もはや手の施しようがない」（16節）

と言わせてしまうほどの失望を与えてしまった

のだと……。

④神の救い歴史は、バビロン捕囚で幕を閉じたの

ではありませんでした。歴代誌は、捕囚からの

解放という約束をもって締めくくられていま

す。そして、預言者エレミヤをとおして語られ

た約束が成就するというのです。「わたしは、

あなたたちのために立てた計画をよく心に留め

ている、と主は言われる。それは平和の計画で

あって、災いの計画ではない。将来と希望を与

えるものである。」（エレミヤ29:11）やがて、

神さまの救いのご計画にしたがって、神の独り

子イエス・キリストがこの世に到来します。人

間に対して、「もはや手の施しようがない」と

おっしゃった神さまは、何の罪もないキリスト

を、私たちの代わりに十字架につけて、裁かれ

たのです。キリストの十字架によって、あなた

に新しい人生の1ページをプレゼントするため

です。「歴史の1ページ」という言葉があるよ

うに、世界や個人の歴史を1冊の大きな本にた

とえることがあります。神さまは聖書の中に、

救いの歴史を記されました。そこには、神さま

とあなたの出会いが記されています。あなたと

の出会いを忘れることができないと喜んでくだ

さるのは神さまです。神の救いの歴史の1ペー

ジにあなたの名もしっかりと刻まれているので

す。
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2011年度カリキュラム（2011年10～12月分）
─救済史に基づく二年サイクルカリキュラムの一年目─

月　日
教会暦・行事

主　　題 聖 書 箇 所 暗 唱 聖 句

　　単 元 の 目 標

10月2日
回復の約束 イザヤ35章 マタイ11:5，6

キリスト預言 (35:5－6)。神が来られる。神の約束に希望をおいて生きよう

10月9日
解放の告知 イザヤ61:1－4 ルカ4:21

キリスト預言 (61:1)。神がキリストにおいて語られる福音の慰めに生きよう

10月16日
新しい契約 エレミヤ31:31－34 エレミヤ31:31

新しい契約がキリストにおいて成就した。キリストの内住の喜びに生きよう

10月23日
主の日が来る マラキ3:19－24 黙示録22:20，21

義の太陽として来られたキリストによる完成の日を待ち望もう

10月30日
宗教改革記念

旧約の歴史を振り返る 詩編106編 ローマ3:24，25

旧約の歴史を振り返る。罪の歴史の中に神の憐れみの支配を見て賛美しよう

11月6日
弟子の派遣 マタイ9:35－10:4 マタイ9:36

主イエスの教えを聞き、主イエスと共に仕えて生きる弟子たちにならおう

11月13日
主イエスによる平安 マタイ11:25－30 マタイ11:28

主イエスのもとにある平安に安らぎ、主イエスの使命を共に担おう

11月20日
「天の国」のたとえ マタイ13:44－52 マタイ6:20a

天の国の価値を知り、それを喜び、それに満ち足りる生き方をしよう

11月27日
アドベント

五千人の給食 マタイ14:13－21 ヨハネ6:35

天の国の成就がここにある。主イエスによってもてなされていることを知ろう

12月4日
アドベント

カナンの女の信仰 マタイ15:21－28 マタイ15:27

神の愛とありあまる恵みを信じて疑わない信仰の姿を学ぼう

12月11日
アドベント

わたしたちの間に宿られた神 ヨハネ1:14－18 ヨハネ1:14

わたしたちの間に宿られた神。当時も今もいつまでも。神をほめたたえよう

12月18日
アドベント

ヨセフへの告知 マタイ1:18－25 マタイ1:23

ヨセフの信仰の姿勢に学び、インマヌエルの実現を喜ぼう

12月25日
降誕祭

東方の学者たち マタイ2:1－12 ヨハネ3:16

神に導かれた学者たち。偶像礼拝から離れ、キリストに導かれて旅をしよう
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2011年度 年間カリキュラム
（2011年4月～2012年3月）

二年サイクル聖書物語の第二年

月　日 教会暦・行事 主題

2011年 ４月３日 レント・進級式 悪霊を追い出すメシア マタイ8:28－34

第41号 ４月10日 レント 罪を赦すメシア マタイ9:1－8

４月17日 受難週主日 十字架のキリスト マタイ27:45－56

４月24日 復活祭 キリストの復活 マタイ28:1－10

５月１日 ギデオンの召命 士師6章

５月８日 母の日 ギデオンの精鋭 士師7章

５月15日 ささげられるサムソン 士師13章

５月22日 サムソンの祈り 士師16章

５月29日 ナオミとルツ ルツ1章

６月５日 ルツとボアズ ルツ2章（～3章）

６月12日 聖霊降臨・花の日 聖霊の降臨 ヨエル3章

６月19日 父の日 サムエルの召命 サムエル上3章

６月26日 サウルの召命 サムエル上9・10章

第42号 ７月３日 ダビデの召命 サムエル上16章

７月10日 ダビデとゴリアト サムエル上17章

７月17日 ダビデとヨナタン サムエル上20章

７月24日 ダビデへの契約 サムエル下7章

７月31日 （平和） 平和があるように 詩編122編

８月７日 逃げ出したヨナ ヨナ1章

８月14日 魚の腹の中のヨナ ヨナ2章

８月21日 ニネベで宣べ伝えるヨナ ヨナ3章

８月28日 とうごまの木とヨナ ヨナ4章

９月４日 ソロモンの知恵 列王上3:4－15

９月11日 ソロモンの偶像礼拝 列王上11:1－13

９月18日 （19敬老の日） バアルと対決するエリヤ 列王上18:16－45

９月25日 バビロン捕囚 歴代下36:11－23
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年・号 月　日 教会暦・行事 主題

第43号 10月２日 回復の約束 イザヤ35章

10月９日 解放の告知 イザヤ61:1－4

10月16日 新しい契約 エレミヤ31:31－34

10月23日 主の日が来る マラキ3:19－24

10月30日 宗教改革記念日 旧約の歴史を振り返る 詩編106編

11月６日 弟子の派遣 マタイ9:35－10:4

11月13日 主イエスによる平安 マタイ11:25－30

11月20日 「天の国」のたとえ マタイ13:44－52

11月27日 アドベント 五千人の給食 マタイ14:13－21

12月４日 アドベント カナンの女の信仰 マタイ15:21－28

12月11日 アドベント わたしたちの間に宿られた神 ヨハネ1:14－18

12月18日 アドベント ヨセフへの告知 マタイ1:18－25

12月25日 クリスマス 東方の学者たち マタイ2:1－12

2012年 １月１日 新年 ペトロの信仰告白 マタイ16:13－20

第44号 １月８日 死と復活の予告 マタイ16:21－28

１月15日 天の国でいちばん偉い者 マタイ18:1－5

１月22日 「ぶどう園の労働者」のたとえ マタイ20:1－16

１月29日 エルサレムのために嘆く マタイ23:29－39

２月５日 （11信教の自由） 神殿の崩壊の予告 マタイ24:1－14

２月12日 目を覚ましていなさい マタイ24:36－44

２月19日 （22- レント） 「十人のおとめ」のたとえ マタイ25:1－13

２月26日 レント タラントンのたとえ マタイ25:14－30

３月４日 レント 過ぎ越しの食事・主の晩餐 マタイ26:17－30

３月11日 レント ゲツセマネの祈り マタイ26:36－46

３月18日 レント ペトロの裏切り マタイ26:69－75

３月25日 レント 死刑判決 マタイ27:15－26
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〈執筆者よりひとこと〉

●震災で怖い思いをしたお友だちもきっといたこ

とでしょう。いつも共にいてくださる神様を見上

げて歩みましょう !!（いずみ教会教会学校）

●教会学校の教師たちが悪戦苦闘しながら、みん

なで少しずつ分担して執筆いたしました。用いら

れることを祈ります。（千里摂理教会教会学校）

●子どもたちがイエスさまの恵みの中で強くなれ

ますように。（藤井　真）

●四日市教会に併設されている「まきば幼稚園」

の紹介の機会をお与えくださり、心から感謝をい

たします。幼稚園の礼拝は月曜日です。3～5歳

児向けの聖書のお話はなかなか大変ですが、恵み

でもあります。月曜礼拝が終わったら、やっと個

人的な安息日（？）です。（長谷川潤）

●主のみ言葉を学ぶことが、そのまま主の弟子と

なって従う歩みとなりますように。（木下裕也）

〈購読の申し込み〉

●『教会学校教案誌』をぜひご購読ください。ま

た、別冊『子どもカテキズム』（300円）をぜひ

お買い求めください。バックナンバーもあります。

第36号までは一部500円で販売しています（品切

れの号もあり）。

●教案誌購読受付と送付は大垣伝道所の辻幸宏教

師が担当しています。お求めは下記までご連絡く

ださい。副読本『主は羊飼い』（800円）のお買

い求めも下記までお願いします。

　大垣伝道所　辻幸宏まで

　　〒503-0996 大垣市島町283

　　Tel/Fax. 0584-91-3538

　　E-mail: yukihiro.tsuji@nifty.ne.jp

〈あとがき〉

●東日本大震災の被災者・被災教会の皆様に、心

からのお見舞いを申し上げます。

●被災地にあって、活動の困難な教会、教会学

校・日曜学校があることと思います。子どもたち

が教会に来ることの難しい状況もあるかもしれま

せん。子どもたちが守られるよう、また、皆が共

に礼拝をささげる教会学校・日曜学校の営みの回

復のために、心よりお祈りいたします。

●救援と復興のためにいろいろな活動、さまざま

な方法が考えられるでしょう。その中で、わたし

たちキリスト者の何よりの活動は、主なる神の助

けを求めて祈ることです。そして、救援や復興に

直接かかわることの困難な子どもたちにも、祈る

ことは与えられています。子どもたちが、祈るこ

とによって、執り成し手として用いられることを

学んでいます。子どもたちと共に、被災者と被災

教会のために祈りをささげて参りましょう。

●「信仰の証」を募集しています。受洗・信仰告

白の証を分かち合うことにより、互いに励まし合

うことを目指しています。教会で受洗者・信仰告

白者がおられましたら、ぜひご連絡ください。

●日本キリスト改革派教会の聖書日課『リジョイ

ス』の「いのちのパン」についても、ご意見をお

寄せください。教案誌編集部より提供させていた

だいています。それぞれの家庭で、また教会で、

祈りの場が祝福されるよう願っています。

●様々なご意見、情報をお気軽に編集部までお寄

せください。弊誌は、皆さまのものです。皆さま

に奉仕することこそ、その使命、目標です。今後

とも宜しくお願いいたします。

● Soli Deo Gloria!
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まえがき

　岩崎　謙（神港教会牧師）

巻頭説教

　大西良嗣（滋賀摂理伝道所宣教教師）

教会学校・日曜学校訪問

　藤澤徳治（まきば幼稚園理事長・園長）

講演

　二宮　創（太田伝道所宣教教師）

聖書研究

　後藤公子（元インドネシア派遣女性宣教師）

　鳥井一夫（八事伝道所宣教教師）

　宮武輝彦（芸陽教会牧師）

　潮田　祐（花見川キリスト教会牧師）

　坂井孝宏（熊本伝道所宣教教師）

　貫洞賢次（札幌伝道所宣教教師）

説教展開例

　長谷川潤（四日市教会牧師）

　橋谷英徳（関キリスト教会牧師）

　相馬伸郎（名古屋岩の上伝道所宣教教師）

　木下裕也（名古屋教会牧師）

　二宮　創（太田伝道所宣教教師）

　望月　信（高蔵寺教会牧師）

分級展開例

　幼稚科　　　いずみ教会教会学校

　小学科下級　多治見教会日曜学校

　小学科上級　千里摂理教会教会学校

　中学科　　　藤井　真（堺みくに教会牧師）

イラスト作画

　表紙　田口裕美（尾張旭教会）

　本文　岡野美佳（青葉台教会）

☆ 執 筆 者 一 覧 ☆

☆ 編 集 部 ☆

相馬伸郎（長）　　名古屋岩の上伝道所宣教教師

木下裕也　　　　 名古屋教会牧師　　　　　　

辻　幸宏　　　　 大垣伝道所協力牧師　　　　

長谷川潤       　四日市教会牧師　　　　　　

望月　信　　　　 高蔵寺教会牧師　　　　　　
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